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『幼おさな馴な染じみ』







１９３１年　12月29日　シカゴ某ぼう所しよ




「よお、フー。明日あしたと明後日あさつての予定って空あいてるか？　空いてるよな？」

「？」

　町中で『ＷＨＯ誰』と呼びかけられ、俺は相手の顔を想そう像ぞうしつつ振り返った。

　すると、そこには俺が予想した通りの顔がある。

「なんだよ、ラッド。俺はこう見えても忙しいんだぞ」

「そう言うなよ。どうせ手前てめえの忙しいなんて、自分ちで夕飯を何にしようか考えるぐらいだろ」

「金のある手前と違って、俺は殆ほとんど無む収入なんだ。ラッドにゃ解わからねえかもしれないけどよ、こっちはここ数年の不ふ況きようで、いつ餓が死しするかって気が気じゃねえんだ」

　俺は皮ひ肉にくを言ってやったつもりなのだが、ラッドの野や郎ろうはケラケラ笑いながら頷うなずいた。

「ほおー、そういや餓死ってのは数ある死に方の中でも苦しい部ぶ類るいに入るらしいなあ。だが、俺としてはあんまり好みの殺し方じゃねえ。だってそうだろ？　餓が死しなんかじゃ、腹が減って暫しばらくすりゃ『ああ、俺死ぬな』って思い始めるじゃねえか。そんな連れん中ちゆうはあんま殺す気にはなれねえ。そうだろ？」

「俺に同意を求めるな」

　ラッド・ルッソ。

　俺も柄がらの悪い知り合いは多いが、こいつだけは本当にどうしようもねえ。

　何しろ殺人鬼きだ。

　人を殺すのを楽しむ、人として最低の部ぶ類るいだ。

　こいつはそこらのバカなガキが言うような、『なんで人が人を殺しちゃいけないの？』なんて事を考えたりはしてねえ。前にそういう観かん点てんからこいつを説得しようとした事があるのだが、




『人が人を殺していいわけないだろ？　人間って奴やつは、本能的に共とも食ぐいを嫌がるように脳のう味み噌そができてるのさ。戦争だとか正当防ぼう衛えいだとかの状況になってようやく、その本能を命令だの義務感かんだの殺やらなきゃ殺られるって思いだの愛だので無む理り矢や理りおさえ込んで、頭のどっかにあるスイッチを押すのさ。人を殺せるっていうスイッチをな。だが、戦争なんて異常事じ態たいでもなきゃ、中々そんなスイッチは押せねえ。それを弁わきまえずに、「なんで人を殺しちゃいけないの？」なんていう奴は、もう本能がおかしいのさ。周りのまともな連中からすれば、そんな危ねえ奴はとっとと自分達の社会から追い出すか、まともな神経に治してやりたいわけだ。そんなイカれ野や郎ろうと仲良くして、自分が殺されたくはねえからな。だが、俺は違うぜ？　俺はちゃんと、人が人を殺しちゃいけねえって解わかってるからな。俺はただ、解った上で殺してるんだよ。頭の中のスイッチを、バチン、と入れるのさ。俺はどうやら、このスイッチが簡単に入れられるらしい。で、人は人を殺せるってことが解ってるのに、「自分だけは殺される筈はずがない」とか思ってる連中に──見せつけてやるんだよ。お前らの住んでる世界には、こういう異常者が紛まぎれ込んでて、手前てめえもいつ死ぬか解らないんだよっていうか今死ねすぐ死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ねってなあ』




　……とか言いながら、ゲヒャゲヒャと笑い出す始し末まつだ。

　本当にどうしようもねえ。

　無む表情で『なんで人を殺しちゃいけないの』って拳けん銃じゆう持ちながら言うガキの方が可愛かわいく見える始末だ。そういう奴らは、実際になんかやらかしたら保ほ安あん官かんにとっつかまって牢ろう屋や行きか縛しばり首って寸すん法ぽうだからな。

　だが、ラッドは既すでに何人も殺しているが──保安官に撃うたれる気け配はいはねえ。

　もっとも、並の保ほ安あん官かんなら逆に撃うち殺しちまうだろうがね。

　ラッド。

　こいつは、ルッソ・ファミリーっていうマフィアの庇ひ護ご下かにあるってんだから性た質ちが悪い。

　ファミリー随ずい一いちの殺し屋として名を馳はせているって話だが、殺し屋が名を馳せたら駄だ目めだろ。どう考えても。

　もっとも、こいつは自分の殺人欲よくを殺し屋をやることで満たしてるだけだからな。死体とかの後あと始し末まつは全部組そ織しきがやってくれる。だからこそ、こいつはファミリーを利用して面白おかしく生きているんだ。こないだ、自分でそう言ってたから間違いない。




　一方、俺はこいつと幼おさな馴な染じみというだけで昔から随ずい分ぶんな目に遭あってきた。

　ラッドの仲間の集まりに無む理り矢や理り連れて行かれる度たびに、連れん中ちゆうから『誰だお前フーアーユー？』と尋たずねられるので、いつの間にか俺の渾あだ名なは『フー』になっていた。本名を知っている筈はずのラッドまでフーと呼ぶのは納なつ得とくがいかないのだが、言っても聞かない奴やつだと解わかっているので、正直、もうどうでもいい。自分でも割とフーって渾名は気に入り始めているしな。

　そもそも、ラッドの仲間連中も、こいつと同じで気の狂った野や郎ろうばかりだ。

　何年か前も、『ネブラ』のビルの会長をぶん殴なぐれるかどうかで賭かけを始めて、ラッドは本当にあの大だい企業の会長をぶん殴りに高層ビルに乗り込んで行きやがった。

　俺はもう、巻き添えでいつ警官隊たいの銃じゆう弾だんがこっちに飛んでくるかとそれだけが心配だった。

　結局何なに事ごとも無かった（ビルの中で何があったのかはよく解らねえが、ラッドもネブラの会長もまだ生きてる）からいいものの、俺はここで死ぬに違いないとまで覚かく悟ごしてたんだ。

　普通に生きていても、頭の上から植うえ木き鉢ばちが落っこちてきて死ぬ事もある。

　ラッドみたいな連中と一緒に居た日にゃ、そんな死しに神がみの手の数が増える一方だ。

　にもかかわらず、俺がこいつと付き合ってるのは、何とかしてこいつの暴走を控えめにさせようって思っているからだろう。止めるのは無理だけどな。

　何しろ、放っておいたら放っておいたで、いつシカゴの街に火をつけるか解らないような奴だしよ。そんな巻き添えで殺されるのはまっぴら御ご免めんだ畜ちく生しようめ。




「で、明日あした、俺の予定が空あいてたらなんだって？」

　どうせくだらない事だろう。

　俺はそう悟さとりながらも、一応ラッドの話を聞く事にした。

　ラッドは小こ遣づかいを貰もらったガキみてえに瞳ひとみを輝かせながら、俺の肩に手を回して囁ささやいた。

「ちょっと、列車ジャックしようぜ？」

　ほら、くだらなかった。

「断る。ていうかそんな馬鹿な事はやめろ」

　俺は即そく座ざに言い放った。

　だが、ラッドはそんな俺の意見を無視し、俺の背中をバンバンと叩たたきながら馬鹿げた計画を語り始める。

「明日よぉ、『フライング・プッシーフット号』っていう豪ごう華か列車がシカゴに来るのさ。そいつをちょっと乗っ取って、乗客を半分も殺してもう半分も殺して列車をニューヨークに突っ込ませる……どうだ？　素す敵てきなプランだろ？」

「俺になんの得があるのか教えてくれ」

「おいおい、人間、損そん得とくだけに生きてたらつまらねえぞ？　時には損すると解わかってても前に進まなきゃならねえ時がある……それが今だろうがよぉ！」

　わけの解らない説得にも程ほどがある。

　俺はラッドの勢いに吞まれそうになりつつも、必死でその渦うずから逃れようともがく事にした。

「いいか、ラッド。俺みてえな、なんの取とり柄えもない男が列車ジャックなんて修しゆ羅ら場ばの中に行ってみろ、俺はきっと、お前のぶっ放した銃じゆうの流れ弾だまに当たって死ぬに決まってるんだ。そうじゃねえとしても、時速１００キロで走る列車の中でゴタゴタ暴れてみろ、躓つまずいた拍子に、石炭をくべる暖だん炉ろの中に頭から突っ込んで焼け死ぬかもしれねえし、足を滑らせて線路の上に落ちて、そのまま車しや輪りんに巻き込まれてミンチになるかもしれねえ！　乗客の中に腕うでっ節ぷしの強い奴やつがいて、鍛きたえてない俺の首なんざポキリと折られるかもしれねえし、都市伝でん説せつのレイルトレーサーに頭から喰われるかもしれねえし、緊きん張ちようのあまり心しん臓ぞう発ほつ作さで死ぬかもしれねえ！　ただでさえこの世の中は危険だってのに、わざわざ死にに行く理由が何ど処こにある!?」

　そこで息が切れ、激しく胸を上下させて黙り込んだ俺に、ラッドの野や郎ろうは言い放つ。

「いやー、お前のそういう、過か剰じようなまでに死を怖れてる所はすげえと思うぜ？　人間として尊そん敬けいに値するよ、いや、マジで」

「だったら、いいかげん変な暴走はやめろ」

　一ひと呼吸を置いて、俺はある女の名前を口にした。

「俺は、レイラみてえにはなりたくねえんだよ」

「……」

　レイラ。

　彼女の名前を出した瞬しゆん間かん、ラッドは僅わずかに動きを止めた。

　昔だったら、これで大たい抵ていの暴走は止めてくれたんだが──

「おいおい、フー。過去に縛しばられるのはよくないぜ。俺達はいつを生きてる？　そう、今だ。過去を顧かえりみるのは大事な事だが、それに束そく縛ばくされちゃいけねえ。俺達は、常に未来を考えていかなきゃならねえ、そうだろ？」

　なんだか道どう徳とく的な事を言い出したラッドは、どこか恍こう惚こつとした笑えみを浮かべて呟つぶやいた。

「そう……俺とルーアが、ささやかに結ばれる未来の為ためになぁ」

　駄だ目めだ、バカにつける薬はもう何ど処こにもねえ。

「……大体だな、そういう荒あら事ごとなら、ＮＹにいるあいつ誘えよ。えーと、名前なんつったけ、ほら、あのデカイスパナを振り回してる奴やつ」

「ああ、グラハムの坊やか？　あいつぁ駄目だ。頼もしくはあるが、列車の中なんかで興こう奮ふんさせてみろ。どっかに着く前に、列車そのものがバラバラになっちまう」




「だが、連絡はしといたぜ？　俺は人を壊して、奴は物を壊す。そのパーティーが今から楽しみで仕方ないだとよ」





⇔






　結局、俺はこの馬鹿げた列車旅行についていく事になった。

　３時間近く説得したが、その後逆ぎやくに４時間かけて誘われた。

　どうやら、俺がどう止めようが、奴は明日あした、ショットガンなどを隠かくし持って列車を乗っ取るつもりらしい。恐らく、乗客の命が助かる確かく率りつはフィフティ・フィフティ半々といった所だろう。

　馬鹿な事をしでかすなら、俺が居れば少しはマシな結果になるんじゃねえかと、奴を心配しての事だったのだが……どう考えても、心配するならば殴なぐりかかってでも止めるのが正解だったように思える。だが、俺に奴と殴り合いをする勇気はなかった。

　つまり、俺もバカだという事だ。

　同じグループに見られないように、念のために列車のチケットは連れん中ちゆうとは別々に買った。警官隊たいに取り囲まれたら、白い上着を脱いで『同じ色の服を着てたから巻き込まれて……！』とでも言うしかないだろう。とんだ臆おく病びよう者だが、他にどうしろってんだ、糞くそ。

　あいつらを止められないとしたら、列車から飛び降りてでも逃げるしかねえだろ。

　……。

　今のうちに、警察に通つう報ほうするって手もあるにはある。

　だが、その場合俺おれは死ぬだろう。

　ラッドに殺される心配はしてない。なんだかんだで、ラッドは一度仲なか間まだと認めた奴は殺さないってポリシーがあるからな。

　にも関わらず、俺が『死ぬかもしれない』と常に不安になっているのには理由がある。

　そのポリシーに従って生きているのは、ラッド本人だけだからだ。

　俺が下へ手たに通報した日にゃ、俺はラッドの仲間達になます斬きりにされることだろう。下手すれば、ルッソ・ファミリーに迷めい惑わくをかけたって事で……ラッドの叔お父じであるドン・プラチドになぶり殺しにされるかもしれねえ。




　ラッドは常々、『俺がこうなったのには理由はねえ。生まれながらイカれてるのさ』と言っている。確かに、奴やつは生せい来らいの殺人鬼きかもしれない。奴が殺人狂きようになったトラウマだのなんだのは思い当たらないので、そこは否定しない。

　だが、『自分が死なないと思ってる奴を殺す』というあいつのポリシーには心当たりがある。

　レイラ。

　やはり、あいつの死が関係しているのだろう。

　あいつは、あまりにもあっさりと死んだ。

　そして、その死には……俺にも責任があるのかもしれない。

　結果として──

　俺は明日あした、列車に乗る。

　列車を乗っ取るという、馬鹿げた行動の片かた棒ぼうを担かつぐ為ためにだ。

　……。

　言いい訳わけだ。

　俺が居れば少しはマシになるんじゃねえかなんて、そんなもんは言い訳だ。

　俺はただ、義務みてえに、目が離せないだけだ。

　過去に縛しばられてる。ラッドの野や郎ろうの言う通りだ。レイラに縛られてるのは俺だよ、畜ちく生しようが。

　無視して逃げ出すことも、あいつを止める事もできねえ。

　ただ怯おびえながら、あいつが人を殺すのを見てるだけだ。

　俺はそんな事を考えつつも、結局何なにをすることもできずに明日の支し度たくを開始した。





⇔






数ヶ月後　ＮＹ某ぼう所しよ




　そう、その時は……まさかあんな事になるなんて考えてもいなかった。

　俺や乗客が死ぬような事はあっても──

　ラッドとルーアの二人が列車から落ち、俺だけが警察に捕まる事も死ぬ事もなく、無事にＮＹに辿たどり着ける結果になるだなんて。




　あの列車は異常だった。

　あの夜は異常だった。

　あいつらは異常だった。

　そう、全てが異常だったんだ。

　俺が正常だったとは言わない。

　正常な奴やつは、ラッドに付き合ったりなんざしねえ。

　だが……それでも、何かが異常だったんだ。




　俺は今でも、その異常の正体が何だったのか、そればかりを考え続けている。

　ヘンテコな医者のオッサンの助手なんかをやりながらな。

　ラッドが大おお怪け我がをして、仲間だった連れん中ちゆうが沢たく山さん死んだってのに、こうしてのうのうと生きている俺は──

　やはり、どこかがイカれた臆おく病びよう者ものなのだろう。













『笑顔と悪意』







１９３１年　12月30日　シカゴユニオン駅




　冷たい風が吹き込む列車のホームの中──

　その風から人々を護まもるような圧倒的な存在感かんを放ちつつ、列車は線路の上に居い座すわっていた。

　フライング・プッシーフット号。

　列車というカテゴリーの中では、珍ちん品ぴんと言っても差さし支つかえの無い存在だ。

　基本的な作りは、英国イギリスの王おう室しつ列車を真ま似ねたものとなっている。一等客きやく室しつは内側が全て大だい理り石せき等によって装そう飾しよくを施ほどこされており、二等客室もそれに準じた作りとなっている。

　通常の列車では、各車しや輌りようごとに一等客室から三等客室まで区分けされる。尚なおかつ、振動が激しい車しや輪りんの上の部分に三等客室が来るように作れられているのが普通だ。

　だが、この列車はそうしたセオリーから外れた構成によって建けん造ぞうされていた。

　それぞれの車輌は一等車輌から三等車輌にクラス分けされており、機き関かん車輌の次から一等車輌が三両、食堂車が一両、二等車しや輌りようが三両、三等車輌が一両、貨か物もつ車輌が三両、予よ備び貨物室と車しや掌しよう室の車輌が一両──このような順じゆん番ばんで列車は構成されていた。

　本来ならば、排はい煙えんの事などを考え、一等車両は最さい後こう尾び近くと相そう場ばが決まっている。だが、この列車はそんな常識をあっさりと覆くつがえしている。

　食堂車を除く全ての車輌は進行方向に対して左側に通路があり、各かく部屋の扉とびらの番号を確認してからそれぞれの客室に入るという形式だ。この列車に貨車は無く、代わりにだだっ広い貨物室がある車輌が三つある。通路は通常どおり左側だ。

　デザインを優先して機き能のう性を落とした、まさに成なり金きん趣しゆ味みの列車。申もうし訳わけ程てい度どに作った三等客室がかえって痛々しさを感じさせ、乗客にどこか嫌な負い目を感じさせる程ほどだ。

　各かく車輌の側面には『彫ちよう刻こくを押しつぶしたような』装そう飾しよくが施ほどこされており、その列車自じ体たいの金きん満まん趣味をより一いつ層そう際きわ立だたせていた。

　この列車最さい大だいの特とく徴ちようは、本来の鉄道会社の運営とは独立しているという事だ。鉄道会社から『レールを借りる』という方式をとって運営される、まさに現在の王おう族ぞく列車とも呼べる代しろ物ものだったのだ。

　確かに、この不況の時代にこのような列車に乗ることができるのは、周囲の経済状況を物ともしない、それこそ庶しよ民みんのイメージの中にある王や貴き族ぞくのような存在だろう。




　そして１９３１年12月30日。この豪ごう華かな列車の中で、惨さん劇げきの幕は開かれる事になるのだが────

　その惨劇において、後に殆ほとんど語られる事の無い者達も、この列車の中に存在していた。

　彼らのうちの一人は、幸運な夫婦と入れ替わりに、惨劇の中に足を踏み入れたのである。

　笑いながら、笑いながら──




「なあ、待ってくれ、今から家に帰ったって、もう切きつ符ぷの料金は返ってこないんだぞ」

「命を無くすよりはマシでしょう？」

　列車の前を早足で歩くのは、齢よわい50をとうに過ぎていると思われる老ろう夫婦だった。

　駅から脱出するように、背後を振り返る事もなく走る老ろう女じよとは対たい照しよう的に、夫おつとである男はなんとか彼女を引き留めようと追いすがる。

「確かに、お前の勘かんが外れた事など無い。無いが……」

　彼らは元々、このフライング・プッシーフット号でＮＹ旅行に向かう予定だったのだが、乗る直前になって妻が『やはり止めよう』と言い出したのだ。




『何か、この列車で良くない事が起きるような気がする』




　昔から妙みように勘かんの鋭い所があったのだが、やはり鵜う吞のみにするには少々勇気が要いる。

　それだけ、この列車の乗車料金というのは価か値ちがあるのだ。

「うーん、しかし……」

「お金なら、私のへそくりから幾いくらでも出しますから心配しないで下さい」

「い、いや、お金とかそういう問題じゃないよ！　ただ……」

　そんなやり取りをしている老ろう夫婦だったが──

　彼らの前に、ふと、一人の男が立ち塞ふさがった。

「あの、すいません」

「……はい？」

　老夫婦は声を掛けてきた青年を訝いぶかしげに見つめながら返事をする。

　中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいといった体格のその男は、至って普通の外がい見けんをした若者だった。

　笑顔が特とく徴ちよう的な男で、何が嬉うれしいのか、爽さわやかに表情を緩ませながら老夫婦に問いかける。

「ちょっとお話が耳に入ってきたんですが……良かったら、俺、その切きつ符ぷ、二枚買いますよ？」

「え……？」

「ほら、旦だん那なさんは切符代だいが勿もつ体たいなくて、奥さんはこの列車に乗りたくない。そして、俺はこの列車に乗りたいけど切符が売り切れだった……ね？　万ばん事じ解決でしょう？」

「……」

　心の底から浮かべる、邪じや気きの無い笑顔。

　だが、老婦人はその笑顔のあまりの邪気の無さに、逆に不ぶ気き味みさを感じていた。

「全員が笑顔になれる、素晴らしい案だと思いますよ！」

「い、いや、でも、この列車は……」

　いざ他人に売り渡すとなると、先せん刻こくの妻の『何か列車で良くない事が起こる』という言葉が気にかかる。かといって、その事情を話したものかどうか迷っていると、彼の心を代だい弁べんするように、老婦人が青年へと語りかけた。

「信じられないでしょうけれど……。どうにも、この列車には嫌な予感がするの。何か事故とか良くない事が起こるかもしれないわ。それでもいい、というなら……」

　世よ迷まい言か宗教めいたものに聞こえるその言葉に、青年は「ええッ！」と軽い驚きの声をあげたかと思うと──僅わずかな沈ちん黙もくを挟み、笑顔のままで頷うなずいた。

「だったら、尚なお更さら買わせてください」

「え？」

「もしも事故とかが起こるんだったら、誰か動ける人が一人でもいれば助かる人も多くなるでしょうから」

　まるで、自分は事故に遭あっても動き続けられるとでも言いたげな青年に、老婦人は不ふ思し議ぎな感覚を覚えていたのだが──

　そんな老ろう婦人の視線に対し、青年は照れたようにはにかみながら言葉を紡つむぐ。




「信じられないでしょうけど……俺、人間じゃありませんから」





⇔






同どう時刻　シカゴユニオン駅　外そと




　男が、立っていた。

　ただ、その場に佇たたずむだけの男。

　背後から見た時に、彼を表現する特とく徴ちようは他に無く──

　なんの違い和わ感かんもなく、空気や光と共に街の景色の中に溶け込んでいる。

　まるで、シカゴという街が、アメリカという国が、地球という星ができた時からその場に在り続けたとでも言うかのように。




　そんな男から少し離れた場所で、車に乗った一組の男女が会話を紡いでいる。

「……乗るの止める」

「あら、いいの？　奮ふん発ぱつして二等客きやく室しつのチケットを買ったんでしょう？　フライング・プッシーフット号なんて、二度と乗れるか解わからないわよ？」

「ああ、いいんだ」

「そう……」

　神しん妙みような顔をして呟つぶやく黒くろ髪かみの男に、褐かつ色しよくの肌はだに包まれた女が艶なまめかしい微笑ほほえみで呟いた。

　何か用事でも思い出したのだろうか、列車に乗る予定だった男が、急に乗車を取りやめると言い出したようだ。




「──あ──悪い──から──ゼッタ──」

「──ジャッカ──も──つけ────だけ──」

　街の喧けん噪そうの中に埋もれ、男女の会話は途と切ぎれ途切れのものとなって周囲の風に運ばれて行く。

　そして──その断だん片ぺん的な会話を耳にして、それまで空気に溶け込んでいた男がゆっくりと動き出した。

「二等客室……か」

　いや、動き出す、というよりも、蠢うごめき始める、といった表現がしっくり来るだろうか。

　完全に背景の中に溶け込んでいた男が、ドロリとした空気を纏まといながら駅に向かって歩み始める。その足取りは不自然なまでに自然で、自らの気け配はいを全くその場に残さない。

　闇やみの中を滑かつ空くうする鴉からすのように、自らの存在を浮き上がらせぬまま、静かに進み出す一人の男。

　ただ、彼の顔には一つの特とく徴ちようがあった。

　鼻のすぐ上にまでかかる前まえ髪がみにより、他者からは瞳ひとみが見えぬようになっている点。

　普通に考えれば非常に大きなものであるその特とく徴ちようも、相手に目を見せぬ事で逆に印いん象しようを消し去っているように感じられる。

　そして、男は粘ねばつきのある泥のような気け配はいを巧こう妙みように空気の中に染しみこませながら、ある目的を持って歩み始めた。




　そして──多くの人間が気付かぬまま、一人の男が列車の中に紛まぎれ込む。

　決して壮大なではないが、果てしなく深い泥どろ沼ぬまのような悪意を携たずさえて。













『ヒューイ・ラフォレットという男』







１９３１年　12月　ＮＹ某ぼう所しよ




「気分はどうだ、大バカ野や郎ろう」




　四し方ほうを頑がん強きような石いし壁かべと鉄の扉とびらに囲まれた、閉へい鎖さ的な空間。

　中央には無む機き質しつな机が一つと、それを挟む形で椅い子すが二つ置かれている。

　たったそれだけの内ない装そうで済まされた、殺さつ風ぷう景けいと呼ぶに相応ふさわしい場所だ。

　その中に響ひびき渡った粗そ野やな声に対し、椅子の一方に座らされていた男が瞼まぶたをあげる。

「……取り調べは、ＮＹの司し法ほう局についてからじゃなかったんですか？」

　気の弱い者ならば、中に入るだけで精神的に押し潰つぶされかねない無言の圧力を持った部屋だというのに──半はん日にち以上も閉じこめられていたその男は、極めて冷静な声を吐き出した。

　一方、扉を勢いよく開いて現れた男は、居い丈たけ高だかな態度のまま首を振る。

「司し法ほう局での取り調べは、あくまでテロリストに対するもんだ。俺がこれからする取り調べは、記録には残らねえで俺の脳のう味み噌その中に記き憶おくとして残るってわけだ。捏ねつ造ぞうするのも俺のさじ加か減げん一つ、お前がこの先さき何年暗い牢ろう屋やに繫つながれるかは、お前がここでどれだけ素直になるかにかかってるって事を忘れないで口を開けよ」

「相変わらず……べらべらと良く喋しやべりますね、ヴィクター。捏造されようがされまいが、どの道あなたの脳味噌に正確に私の言葉が記憶できるとも思えませんが？」

「……。……ッ！　……。おっと、挑ちよう発はつして俺から情報を得ようってんなら浅すぎるぜ」

　ヴィクターと呼ばれた男は、顔色を目まぐるしく変えた後に、己おのれの眼鏡めがねをクイ、とこれ見よがしに直してみせた。

「挑発でもなんでもなく、私はただ、客きやつ観かん的に君の過去を思い返した場合の意見を……」

「ともかくだ！」

　相手の声を遮さえぎる形で声を張り上げ、ヴィクターは椅い子すにドカリと腰を下ろし、目の前に座る男と相あい対たいする。

「改めて聞くぞ。気分はどうだ？　計画を事前に潰つぶされたあげく、警察にものの見事にとっ捕まったテロリストさんよ」

「テロリストという肩書きからすれば『最悪だ』と答えるべきかもしれませんが、ヒューイ・ラフォレットという個人の立場からすれば、決して最悪ではありませんね」

「そうか、じゃあ、これから最悪な目に遭あわせてやるさ」

　挑発的な言葉を紡つむぐヴィクターに、ヒューイと名乗った男はフム、と考え込み、しばしの沈ちん黙もくを挟んで挑発に対する答えを返した。

「どうでしょうね。私にとって現げん時じ点てんでの『最悪の記憶』は、母が命と引き替えに『魔ま女じよ』の汚お名めいを返へん上じようし──入れ替わりに、私が愛していた人々が魔女として断だん罪ざいされた時のものです。その次は、故こ郷きようにいた頃、妻の命を救えなかったという記憶」

「……おい」

「それを上回る苦しみの記憶を刻む事ができるというのなら、それはそれで興きよう味み深い。具体的にどのような方法を検討しているのか、聞かせてくれませんか？　その絶望は、あるいはこの先、数千年、数万年生き抜く中で訪れる孤こ独どくに勝るのかどうか……」

「……」

　ヒューイの言葉に、ヴィクターは完全に黙り込む。




　ヴィクター・タルボット。

　彼は後に『ＦＢＩ』と呼ばれる事になる国家組そ織しき、『捜そう査さ局』の一員であり──非常に特殊なセクションの副部長を務めている男だ。

　そして、彼の目の前に座るのは、多くの武器を購こう入にゆうし、何らかの破は壊かい活動を計画していたと思おぼしきテロリスト。

　ヒューイ・ラフォレット。

　『幽霊レムレース』と呼ばれる武ぶ装そう集団のリーダーであり、他にいくつもの子こ飼がいの機き関かんを持っていると噂うわさされる犯罪者だ。

　正せい反対の立場で相あい対たいする彼らだが、一つだけ、大きな共通点が存在する。

　世の理ことわりの外側に在るために、普通に見ているだけでは気付かぬ共通点が。




　不ふ死し者しや。




　その、御お伽とぎ噺ばなしやギリシャ神しん話わの中に出てくるような単語こそが、二人の『存在』が如い何かなるものであるかを表す、単純にして明快な表現だった。

　１７１１年に、同じ船の上に乗っていた錬れん金きん術じゆつ師しの同どう胞ほう達。

　船の上で悪あく魔まを呼び出し、不死の酒を手に入れた。そうと言った所で、多くの人間は砂さ漠ばくの王に対して語られる千一夜物語アラビアンナイトの一つとしか思わないだろう。

　だが、彼らは現に１９３０年の世まで生き続けており、長い時は互いの立場を全く異なるものへと変へん質しつさせていた。




　暫しばしの沈ちん黙もくが続いた後、大きな溜ため息いきの音が室内に響ひびき渡り──そこでようやく、ヴィクターが目の前の同どう胞ほうに対して口を開いた。

「……手前てめえといいエルマーといい、なんだ？　ロットヴァレンティーノ出身の奴やつはみんなどっか頭が湧わいてるのか？　手前は手前で自分の最悪な記き憶おくを歴史書でも読むみてえに淡たん々たんと語りやがる……エルマーに至っては笑いながらだ！」

　唐とう突とつに出てきた『ロットヴァレンティーノ』という地名と、『エルマー』という人名。だが、その後者を聞いた途と端たん、ヒューイは初めて人間らしい表情を浮かべてみせる。

　それまでは、人形のような薄い微笑ほほえみを顔面に貼はり付けていたのだが──それが、僅わずかとはいえ、人間らしい感情のこもった苦笑へと変へん貌ぼうしたのだ。

「エルマーは、狂っていますからね」

「お前が言えた義ぎ理りか？」

「ええ、エルマーは狂きよう人じんです。一いつ見けん正常に見える分、始し末まつが悪い。誰もが奴の狂きよう気きと善意を取り違えるんですよ。奴の差し伸べる手が、どんなにおぞましい物かも気付かずに」

「はッ、所しよ詮せん、仲良く見せてたのはうわべだけって事か？」

　嘲ちよう笑しよう混じりに言うヴィクターに、ヒューイは不ふ思し議ぎそうに尋たずね返す。

「何な故ぜそう思うのです？　エルマーは今でも私の親友です。こんな事、あいつ本人には恥ずかしくて言えませんけどね」

「恥ずかしげもなく恥ずかしい台詞せりふを抜かすな。手前てめえはそんなヤバイ奴やつと親友だってのか？」

「ええ、だからこそ、ですよ。半分は腐くされ縁えんのようなものですがね。世界がどんなに変わろうとも、あいつの歪ゆがみきった信しん念ねんだけは変わらない。いや、治らない、と言った方が正確でしょうか……私にとって、そんなあいつの性しよう根ねは、大たい海かいの上における北ほつ極きよく星せいと同じような役割を果たすのかもしれません」

　相手をはぐらかす調子で答え、この話は終わりだと言うように首を振るテロリスト。

　ヴィクターもその意い図とを察したのか、軽い舌した打うちをしてから話の本ほん題だいを切り出した。

「で、手前は一体、その不ふ死しの力を哀あわれな人間どもに見せつけて何がしたかったんだ？　永遠なんて１００年で飽あきて死にたくなるってのを解わかってない若わか造ぞう共どもに、不死の酒なんていう餌えさをぶら下げてよお。宗教団体でも作るってんならともかく、武器をわんさか集めやがって……十字軍ぐんでも気取ったつもりか？」

「その物言いは十字軍に対する侮ぶ辱じよくですよ。それに、私が何をしたかったかなど、聞かずとも解る事でしょう。私と貴方あなたとは友人ではありませんが、それなりにお互いの性質を理解していると思っていますよ」

「実験、か」

　忌いま々いましげに呟つぶやきながら、ヴィクターは懐ふところから取り出した資料を机の上に叩たたきつける。

「手前のヤサから出てきたもんだ。見み覚おぼえがあるだろう」

「おや、これは……」

　ヒューイの前に並んだ書類には、数々の写真と共に、様々な物品の設計図と説明文ぶんが並べ立てられていた。
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「俺はな、手前の計画の一いつ端たんが記されたブツだと思って、この書類に徹てつ底てい的に目を通した。だが、なんだこりゃ？　空を飛ぶ戦せん艦かんだの、でけぇ車しや輪りんがついた船だの鳥の力で飛ぶ飛行機だの喋しやべる時計や人形だの……このデタラメな設計図にゃ、どんな暗あん号ごうが籠こめられてるのか今すぐに教えて貰もらおうじゃねえか」

「暗号もなにも……これは、このままですよ。生まれは我々の後こう輩はいであると同時に、偉大なる発明の先せん人じんでもある方々の紡つむいだ結果です。どの品物も、19世紀に実際に計画されたもので、いくつかは実際に発明されていますよ。ヴィクターも喋る時計ぐらいは見た事があるでしょう」

「……。……そんな事ぁどうでもいい！　じゃあ、なんでそんなもんの設計図だのなんだのが手前のヤサにあったんだ？　あぁ？」

　顔を真まっ赤かにして怒ど鳴なるヴィクターに、ヒューイは機械的な微笑ほほえみを浮かべ、淡たん々たんと答える。

「趣しゆ味みですよ。私の発想ではとても出てこないものばかりです。そうした個性的な『発想』を見るのが、ちょっとした趣味でしてね。人間自じ体たいに興きよう味みはなくとも、人間の生み出したアイディアというものは実に面白いと感じる……そんな困った性しよう分ぶんなんですよ、私は」

　薄く口元を曲げて笑うヒューイに不ぶ気き味みなものを感じつつも、ヴィクターは相手の言葉を受け流しつつ、その性しよう根ねを押さえつけようと試みる。

「大たい層そうな御ご趣しゆ味みで何よりだ。手前てめえには何も期待しちゃいねえが……。しかし、この設計図だのなんだのの中には危ねぇもんもあるな。この携帯型がたの火か炎えん放ほう射しや器きなんてもん、実在したらエラい事になるぞ」

「ああ、それは私が書いたものですね。……先日、試しに作ってみました」

「……は？」

「そんなものを作ってしまったのは、やはり魔ま女じよ狩がりの火ひ炙あぶりに対して心の何ど処こかでトラウマを抱えているのかもしれませんね。憎にくしみの裏うら返がえしかもしれません」

「何を言ってる？　作っただぁ？　そんなもの、何処に……」

「貴方あなたは、それを聞きに来たのかと思っていましたよ」

　ヒューイの言葉に、ヴィクターの顔から余よ裕ゆうが消える。

　彼が口を開こうとした次の瞬しゆん間かん──

　取とり調しらべ室しつの扉とびらが開き、ヴィクターの部下と思おぼしき男が駆け込んできた。

「エドワードか、どうした」

「それが……」

　ヒューイの顔をちらりと見ながら、まだ若い捜そう査さ官かんは、ヴィクターの耳元に口を寄せ、短い言葉で報告する。

　そして──それを聞いたヴィクターは、露ろ骨こつにコメカミを引きつらせ、尚なおも冷静を保とうとして歪いびつな笑顔を顔面に貼はり付ける。

　ぷるぷると小こ刻きざみに震える相手を興きよう味み深げに観察しながら、ヒューイは涼すずしい声で尋たずねた。

「どうしましたか、ヴィクター。何か問題でも？」

「……やってくれたな、このクソ野や郎ろう」

「はい？」

　機械的な笑えみをこれ見よがしに浮かべるテロリストに、捜そう査さ局の幹かん部ぶである男は頰ほおを引きつらせるように笑い返し──苦にが虫むしをかみつぶしたような声で、報告された事実を目の前の『犯人』に突きつけた。

「大陸横おう断だん鉄道のフライング・プッシーフット号を人ひと質じちに……手前てめえの子こ飼がいの部下どもが、手前の解放を要求してきたそうだ」

「ほう」

「ほう、じゃねえ！　なるほどな、余よ裕ゆうをぶっこいてると思ったら、そういうカラクリか。ええ？　とうとう一般人まで手を出すとは、随ずい分ぶんと舐なめた真ま似ねをしてくれるじゃねえか」

「私の指し示じではありませんよ。彼らが私の身み柄がらを求めて、勝かつ手てに行動を起こしたのでしょう」

「同じ事だ！　そもそも手前が集めた組織だろうが！　いいか、組織を作るってことはな、その責任を負うって事で、手前みたいに人間の全てを実じつ験けん動物だとか思ってる野郎が人間の組織を作るって事自じ体たいが……」

　グダグダと話し続けるヴィクターを余よ所そに、ヒューイは半分予想していた『幽霊レムレース』達の暴走に対して思し考こうを巡らせる。




　──まあ、グースの性格を考えれば当然でしょうね。

　──さて……シャーネ、お前はどう動く？

　──恐らく、この国は人質などに屈しないだろう。

　──お前は不ふ死し者しやではない。

　──私への忠ちゆう誠せいを貫つらぬき、警官隊たいに撃うち殺されるか……。

　──グース達とは別べつ行動を取るのか……。

　──それとも、私の事を諦あきらめ、別の道を歩むのか。

　──あるいは、私の想そう像ぞうも付かない結果となるかもしれない。

　──我が娘ながら、時とき折おり、予想のつかぬ行動を取る子だからね。シャーネは。




　遠く離れた場所に存在する娘の存在に思いを馳はせながら、ヒューイは声を出さぬまま、笑う。




　──全く、最高の実験材料だよ。君は。
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１９３４年　大陸横おう断だん鉄道　列車内




「うわあ、副社長！　虹にじ！　虹ですよ！」




　決して広くない空間に、甲かん高だかい子供の声が響ひびき渡った。

　汽車の振しん動どう音おんに合わせて、少女の指先が窓まど枠わくをリズミカルに闊かつ歩ぽする。

　まだ15に満たないであろう、小さな身体からだに相そう応おうの雰ふん囲い気きを纏まとう少女。彼女の首には、明らかに不ふ釣つり合いな存在──新聞記者が使う写真機が下げられており、そのアンバランスさがかえって少女の幼さを強調しているように見えた。

　それは決して玩具おもちやなどではなく──黒と銀のコントラストに彩いろどられたライカ製のボディは、少女の周囲を重じゆう厚こうな空気で包み込んでいる。

　だが、少女はそんな空気をまるで読まず、虹を前にして無む邪じや気きな笑顔を振りまいていた。

　もっとも、彼女がいくら笑顔を振りまいた所で、それを見る者はたった一人しか存在しない。

　アメリカ西海岸に向かってひた走る、大陸横おう断だん鉄道の一等客きやく室しつ。

　その中にいるのは、カメラを持った少女と──テーブルの対たい面めんに座って新聞紙を顔の前に広げる成せい人じん男性だけだった。

　もっとも、二人入った段階で少し狭さを感じる程てい度どの部屋ではあったのだが。

　窓まど枠わくには美しい彫ちよう刻こくが施ほどこされているが、カーテンには安やす手での布にゴテゴテした模も様ようを飾り付けているだけであり──椅い子すやベッド、テーブルなどは用意されているが、そこまで『ゆったり』とした印いん象しようは見受けられない。寧むしろ二等客室の方が、内ない装そうがさっぱりしている分だけ広さを感じさせる程ほどだ。

　恐らくは、旅行を楽しむ高級列車というわけではない、人の輸送に重点を置くタイプの列車なのだろう。実じつ際さい一等室の料金も、他の列車と比べれば半はん額がく程度に抑えられていた。

　──それでも、一般人にとっては十分贅ぜい沢たくの部ぶ類るいに入る料金だったのだが。

「ふふ、虹にじか……虹はいいなぁ、キャロル。ただそこに存在するだけで人の心を和なごませる……」

　新聞紙を面前に広げたまま、男は独ひとり言ごとのように口を開く。

「空に描かれた巨大にしてシンプルなアート。まるで子供が思うままに引いたような線が、何な故ぜ、こうも人の心を捕らえるのだろうなあ」

「ですよね！　ですよね！」

　無む邪じや気きにはしゃぐ少女を前に、男は新聞をゆっくりと折り畳たたむ。そして、声のトーンを低く落としながら言葉の続きを吐き出した。

「だが……だがしかし、だ。キャロル。我々はあの虹に対して、子供の頃から何の疑問も無く美しい物だと思っている。それは何故か？」

「え!?　何故って……」

　キャロルと呼ばれた少女は、何事かというように男の方へと顔を向ける。

　新聞紙の陰から現れたのは、鋭い目つきをした壮そう齢れいの男だった。

　一見すると若くも見えるが、頭とう髪はつには白はく髪はつも交じっており、年ねん齢れいを正確に把は握あくする事は難しい。鷹たかのような鋭い目を光らせながら、顔の左側には片眼鏡モノクルを付けている。光の加か減げんでまるで鏡かがみのように輝いており、凸とつ型がたに広がる反射が少女の顔を歪ゆがんで映し出していた。

　身なりはかなり整っており、ブランド物の服や椅い子すの横に置かれた高級感を漂わせる傘かさなど、一見すると裕ゆう福ふくな財ざい閥ばつの中ちゆう枢すうにいる人間のようにも思えた。それだけに、彼の悪人としか思えない目の鋭さが、強い違い和わ感かんとなって見る者の心に焼き付けられる。

　男は新聞を机の上に投げ出すと、裸ら眼がんとなっている右目を動かし、列車の外に浮かぶ七なな色いろを眺ながめやった。

「空にあんなにも巨大な物が現れるのだぞ？　光の屈くつ折せつなど知らぬ人々は、天てん変ぺん地ち異いの前まえ触ぶれと思う事もあるだろう。実際、世界には虹をそのように受け止める土地もある。あの虹の上を伝って、何かよからぬ物が降りてくるやも知れない。あの虹にじの根ね本もとでは草木が燃え尽きているかもしれない。そんな風ふうに想そう像ぞうする事は、決して不ふ自然な事ではない……。我々は何な故ぜ、あの『七なな色いろ』という情報にメルヘンを感じる事ができるのだろうか？　考えてみた事はないか？」

「無いです」

「……」

「だって、考えた所で解わかるわけじゃないですし。それに、私達の仕事は考える事じゃなくて、既すでにある結果を他者に伝える事ですから！　そうでしょう？　副社長」

　小こ難むずかしい事を言う大人おとなに対し、自らも少し大人びた事を言う少女。その顔には『いい事を言った』という自己満足の笑えみが満ちており、それが逆に子供らしさを強調してしまっていた。

　副社長と呼ばれる男は、そんな少女を見て静かに笑うと、首を振りながら言葉を返す。

「ふぅむ……それではせいぜい、３１９点といった所だな」

「えッ……何点中!?」

　理り不ふ尽じんな物言いに混乱する少女だったが、そんな彼女をなだめるように、『副社長』は言葉の続きを吐き出した。

「確かに我々の仕事は、人々に真実を伝える事だ。だが、情報を手にした瞬しゆん間かん、それが真実であろうと偽いつわりであろうと……考える事をやめてはならない。情報の真しん偽ぎを見み極きわめただけで終わらせてはならないのさ。それが情報を他者に引き渡す者の責任だ」

　荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きを携たずさえて語られる台詞せりふであったが、納なつ得とくのいかないキャロルは思いつくままの反論を並べ立てる。

「でも、考えるって何をですか？　考えた所で真実が変わるわけでもないですし」

　恐らくは、自分が自信を持って言った台詞が満点ではなかった事が不満なのだろう。そんな少女の我わが儘ままを、副社長は鋭い目つきに似に合あわぬ優しげな笑顔で受け流す。

「いいや、変わるさ。先ほどの虹の考え方ではないが……考え方次し第だいで過去の真実はいくらでも変化するし、これから先に起こる真実を変える事すら可能になる」

　語り続ける副社長の両手は、先ほど閉じた新聞紙を奇き妙みような手順で折りたたんでいる。巨大な折り紙を造っているようにも見える。

　キャロルには彼が何を造っているのかさっぱり解らなかったし、話に夢む中ちゆうで新聞紙などに興きよう味みを持っていないようだった。

　そんな少女を前にして、副社長の手と口は、まるで別々の生き物であるかのように各々の作業をこなし続けていた。

「例えば……そうだな。事前に何が起きるか……結果の一つ前の事を知っていれば、結果はいくらでも変える事ができる。情報というのは、得た後に自らの頭と……そして心で考える事によって初めて価か値ちを見出すものだ」

　手で新聞紙を弄いじりながらも、言葉には微み塵じんの乱れも感じられない。

　少女はそんな器き用ような言葉に対して、尚なおも反論しようと試みたが──その行為は、副社長の言葉の続きと、思いがけない出来事によって遮さえぎられる事となった。

「つまり、だ──」

　副社長が口を開くと同時に、車内の通路から異い様ような雰ふん囲い気きが滲にじみ出す。

　客室の外からドタドタと何かが聞こえてきたかと思うと、突然キャロルの横にある客室扉とびらが開け放たれ──

　その奥から現れたのは、口にスカーフを巻いた数人の男達だった。

　彼らは映画にでも出てくるような、典てん型けい的てきな銀行強ごう盗とうの格かつ好こうに身を包み、優ゆう雅がだった一等客きやく室しつの空気を即そく座ざに殺さつ伐ばつとした色に塗り替える。

「ひっ!?」

　あまりに唐とう突とつな乱らん入にゆう者しや達に、キャロルは身体からだを思わず竦すくませる。彼らの正体も何も解わかっていないが、突然の空気の変化に対して身体は正直に硬こう直ちよくした。

　だが、対たい面めんに座る副社長は対たい照しよう的に、まるで歯は車ぐるま仕掛けの機械のように、よどみない動作で右腕を頭の上に伸ばしていた。

　彼の掌てのひらに握られているのは、奇き妙みような形に折りたたまれた新聞紙。

　乱入者の男達は、社長の右腕の動きを認にん識しきするよりも早く、自分達の正体を知らせる一言を告げようとする。

「お前ら、大人おとなしく────」

　刹せつ那な──今度はバネ仕掛けのような速度で、副社長の右腕が勢いよく振り下ろされた。




　そして、空気が音となって弾はじけ飛ぶ。




　火か薬やく玉だまの破は裂れつ音おんに似た、空気の爆はぜる乾いた轟ごう音おんが室内に響ひびき渡った。

　鼓こ膜まくを激しく振動させたその音は、キャロルと男達の身体をビクリと鋭く硬直させる。

「うぉっ……なっ……」

　手に手にナイフを握っていた男達が、自分達の目的も忘れて周囲に視線を泳がせる。狭い室内で反はん響きようした轟音の音源を探すが、それらしい火薬玉も銃じゆうも見あたらない。

　乱入者の中で唯ゆい一いつ部屋の中にまで踏み込んでいた男が、音の正体を探る間に二度ほど瞬まばたきをした、その瞬しゆん間かん──膝ひざの裏を押されるような圧あつ迫ぱく感を感じたかと思うと、全身のバランスが歪いびつに崩れていくのを感じ取った。

「え……」

　天てん井じようが見え、その天井が即座に遠ざかっていく。

　仲間の顔が逆さまに見えたと思った時には、衝しよう撃げきが後こう頭とう部ぶを包み込み、彼の意識を痛みと暗くら闇やみが包み込んだ。

　彼の意識が最後に見た物は、椅い子すからゆらりと立ち上がった黒い影が、仲間の眼がん前ぜんに新聞紙の塊かたまりを投げつけ、新聞紙の上から激しく顎あごを突き上げる光景だった。







「あ、あれ？」

　突然の轟ごう音おんに身体からだを丸め込んだキャロルは、顔を覆おおった手の隙すき間まから、一いち連れんの行動をずっと目に焼き付けていた。割合はっきりとした意識の中で見たにも拘かかわらず、何が起こったのか理解できずに呆ほうけた声をあげてしまう。

「い、今……何をしたんですか？」

　少女はただ、見ていただけだった。

　大きな音が鳴り響ひびいたかと思うと、副社長が椅子に立てかけてあった傘かさの先を握り、鈎かぎ状じようになった柄えを部屋に入ってきた男の足首に引っかけた。

　強ごう盗とうらしき男が綺き麗れいに転てん倒とうしたかと思うと、入れ替わりに副社長が立ち上がり、通路側がわにいた二人の男のうち一人に新聞の塊を投げつけ、次の瞬しゆん間かんには身体ごとぶつけるような奇き妙みような型のアッパーを相手の顎あごに打ち込んでいた。

　その男が空中に一いつ瞬しゆん浮き上がり、その様よう子すに目を奪われた三人目が、手にした黒い塊を副社長に向けようとしたのだが、その塊──リボルバー式拳けん銃じゆうの引ひき金がねを引くより先に、副社長の手が回転弾だん倉そうの上に覆おおい被かぶさっており、本体を強く握りしめた。

　シリンダーが回らなくなった銃から弾だん丸がんが発射される事は無く、副社長は男の手からいとも簡単に銃をもぎ取り、そのまま男の足と足の間に強きよう烈れつな前まえ蹴げりを叩たたき込んだ。

　男は即そく座ざに白しろ目めを向いてその場に崩れ落ち、三人の乱入者はあっという間に鎮ちん圧あつされる結果となった。

　彼女には、結局なにもできなかった。

　悲鳴を挙げる暇いとますらなく、何事もなかったような静けさが客室の中に戻ってきたのだ。

「あの、だ、大だい丈じよう夫ぶですか、副社長」

　攻撃すら受けていない副社長に対し、キャロルは恐る恐る声をかけた。

　副社長は奪い取った拳銃をあっさりと自分の懐ふところにしまい込み、怯おびえた表情のキャロルへ向かって、鋭い目つきのまま微笑ほほえみを向ける。

「すまんな。新聞を……お前が読む前に紙かみ鉄でつ砲ぽうと目め眩くらましに使ってしまったが……今の衝しよう撃げきで破れていなければ、まだ読めるだろう」

「は、はぁ」

「そう、それで話の続きだが……つまり、だ。手に入れた情報を元に考え、このような状況が起こる事を事前に予測できていたからこそ、万ばん全ぜんの態たい勢せいと覚かく悟ごを持って危機を乗り越える事ができたわけだ」

　こともなげに言う副社長に、キャロルはどこから突っ込んだものかと暫しばらく思し案あんしていたのだが──彼女は大きな溜ため息いきを吐つくと、呆あきれたような目で副社長の顔を睨ねめ上げた。

「つまりその、強ごう盗とうが来るかもしれないって事じ前ぜんに知ってたって事ですか？」

「いいや。知っていたというわけではない。ほぼ確信を持った推すい測そくに過ぎない」

「そんな列車に乗るの止めましょうよ!?」

「何を言うのか。購こう入にゆう済ずみの切きつ符ぷが払い戻しできない段階で推測したわけだし、社長に領りよう収しゆう書しよも既すでに渡してしまった後だ。それとも、レイチェルのように列車の下に潜もぐって無む賃ちん乗車をしろと？」

　そういう問題じゃないでしょうと叫ぼうとしたキャロルだったが、その言葉は再び第三者の手によって遮さえぎられる事となった。

「……あんた……何者だ？」

「ひっ!?」

　唐とう突とつに聞こえてきた声に、キャロルはまたしても身体からだを硬こう直ちよくさせる。

　冷れい徹てつな印いん象しようを含ませた声は、扉とびらの外から聞こえてきた。だが、開いた状態の扉からはその姿を確認することができなかった。恐らくは廊下の壁に背をつけて話しているのだろうが、少女は扉から首を出して姿を確認する気にはなれなかった。

　意識を失っている三人の強盗を気にかける事もなく、声の主は副社長へと向けて冷たい殺さつ気きを放っている。

　だが、副社長はテーブルの上に置かれていた紅茶を一口啜すすると、まるでそれで喉のどを潤うるおしたとでもいうかのように、流りゆう暢ちような言葉を廊下の外にいる人間へと向かって紡つむぎ出す。

「……んん？　私が何者か、と尋たずねるのですか。名前だけならばギュスターヴ・サンジェルマンと名乗れば済む事です。ああ、ちなみにサンジェルマンというのは本名ではございません。かの有名な時を駆ける錬れん金きん術じゆつ師しにして史し上じよう最高の情報屋であるサン・ジェルマン伯はく爵しやくから頂ちよう戴だいした字あざなでございます。しかしながら、どうやらそんなことを尋たずねておられるわけではなさそうですなあ。……それはつまり、私の職業を問うておいでですかな、お客様？　それならば、ＮＹを拠きよ点てんとするＤＤ新聞社の副社長、と名乗らせて戴いただきましょう。ゴシップ記事だけならＮＹでも指ゆび折おりと自じ負ふしておりますので、機会があれば定期購こう読どくを御ご一いつ考こう戴ければ幸いにございます。それと、副業で情報屋のような事もさせていただいておりますがね」

　慇いん懃ぎんな言葉の羅ら列れつ。

　圧あつ縮しゆくされた情報の塊かたまり。

　少女に対して投げかけられていた言葉とは全く違う、ある意味で彼の鋭い目つきに似に合あった、獲え物ものを狙ねらう策さく謀ぼう家かのような言葉遣づかいだった。

　長い一人語りだったが、余りに流りゆう暢ちような声の喋しやべりに、キャロルも廊下の影も途と中ちゆうで遮るような気にはならなかったようだ。

　だが、豹ひよう変へんした副社長の言葉が終わった後も、扉の外の殺気は揺るぐことはない。

「不ふ思し議ぎな……不思議な話をしよう」

「伺うかがいましょう」

「シカゴの街に俺達の凱がい旋せんを知らせる為ために、俺達はなんの前まえ触ぶれもなくこの列車でいけ好かない金持ちどもを相手に強ごう盗とうでもやらかしてやろうと思ったわけだ。にも関わらずこの始し末まつだ。……どうやって俺達の事を知った？　……いや、あんたの言葉を使うなら、どうして俺達の行動を推すい測そくできた？　誰かがタレ込んでたのか？　だとすれば、これは不思議な話から哀かなしい話に変わるわけだが、俺は仲間を信じてるのでそんな事はあり得ない。となるとこれはやはり不思議な話だ……」

　言葉は、徐々に冷たさを増してくる。

　直接相あい対たいしているわけではないキャロルですら命の危機を感じる、そんな殺さつ気きが言葉の奥に満ち満ちている。

　カメラを握り締めたまま泣き出しそうなキャロルが次に聞いたのは、余よ裕ゆうに満ちた副社長の笑い声だった。

「ふふ……フフフハハハハン。そうですなあ……何な故ぜ、貴方あなたがたの計画を推測する情報を得られたのか。それはひとえに、私が情報屋だから、という事で手を打ってはいただけませんかな？　なに、貴方が信じようが信じまいが、結果に変わりは無いのでお好きなようにお受け取り下さい。既すでに起こってしまった結果に意味を求めた所で、過去を変える事はできぬのですから」

　相手を立てている言葉の筈はずなのに、話している方が絶対的に有利であると主張している。情報屋の副社長──ギュスターヴ・サンジェルマンは、そんな雰ふん囲い気きの言葉を廊下へと響ひびかせる。

「……そう言われて、納なつ得とくすると思うのか？　何故なら、次に強盗するときの参考になるかもしれないからだ。だがしかし、そこの小こ娘むすめ小娘した小娘も乗っていると解わかれば、迂う闊かつに強盗するのも気が引ける。何故なら、俺はこんな不況の時代にこういう列車の一等客きやく室しつに乗ってる連れん中ちゆうは、それこそ脱だつ税ぜいとかで稼かせいでるような連中だと思っていたからだが、小娘も乗っているとなると気が引ける！　だがしかし、お前の回りくどい言い方への苛いら立だちはそれとこれとは別問題なので、さっさと質問に答えた方が身のためだと進しん言げんしよう。ＯＫ？」

　何やら奇き妙みような言い回しをする強盗の親おや玉だまらしき青年。

　彼の殺気がいよいよ最さい高こう潮ちように達しようかという時、ギュスターヴは鋭い目を更さらに細めて廊下の男に向かって問いかけた。

「私は今、『情報屋』と名乗った筈ですが？　一人の個人ではなく、株かぶ式しきの動どう向こうから自らの忌いまわしい記き憶おくまで、全てを情報と割り切って扱う商売人。それが情報屋です。今はただ、その顔を用いて貴方と相対しているつもりです」

「……買えというのか？　この状況で？」

「交渉は既に始まっているのですよ、御お客きやく様さま」

　力のある言葉だった。目の前に転がる三人が、その力を示すバロメーター。しかし、廊下の影は全く焦る様よう子すはない。ただ、言葉の奥に潜ひそむ殺さつ気きがほんの僅わずかに和らいだ。

「……お前とそこの小こ娘むすめの全身の関かん節せつをバラバラにするのをやめてやろう」

「ひっ」

　自分も殺気の対たい象しように含まれていた事を知り、キャロルは思わず悲鳴を漏らしてしまう。言葉の内容からすると助かりそうな雰ふん囲い気きにはなっているのだが、どうにも素直に喜べない。

「ほほう……人間に値段を付けろ……そう仰おつしやるのですか、お客様」

「情報に値段を付けるのと一緒だろう？」

　皮ひ肉にくを込めた廊下の影の言葉に、ギュスターヴはクツクツと笑いながら紅茶を更さらに一口啜すする。

「いやはや、かしこまりました、その値段でお売り致しましょう。……それでは、語ると致しますかな。私が知った一つの『事件』を。キャロル、いい機会だから君も聞いておくといい」

「へっ？」

　突とつ然ぜん話を振られたキャロルは、何が起こったのか解わからないというように視線を泳がせる。

「この世界にいるのならば、知っておいて損はないだろう。クレア・スタンフィールドという男と──彼を取り巻く不ふ思し議ぎな人間達の話を。ま、今回の話に関しては彼ではなく、彼の伴はん侶りよである一人の少女が中心となるのだが」

「クレア……スタンフィールド。……男……？」

「昔はクレアは男性名としても用いられていたのさ。どうやら彼の父親は古い気き質しつの人間だったようだ。……それはさておき」

　副社長はカップに新しい紅茶を注つぎながら、右手で更さらにもう一つのカップを用意した。

「そこにいると寒いのではありませんかな？　宜よろしければ、中で紅茶でも一緒に如何いかがです？」

　キャロルが身体からだを固まらせるのも構わず、ギュスターヴは廊下にいる男を中に招き寄せる。

　影は入るのを躊躇ためらっているようだったが、副社長は構わずに新しいカップに紅茶を注ぎ込むと、嬉うれしそうに一つの事件を語り始めた。

　まるで、自らが語る事を楽しんでいるかのように。

「さて……どこからお話し致しましょうか」




「そうですなあ……まずはその女性の話から始めると致しましょうか……彼女の名は──」













間章『ＴＩＰＳ　ヒューイとシャーネ』







「この子は、私が育てますよ」

　木綿もめんの布に包まれた乳にゆう児じを抱えながら、ヒューイ・ラフォレットは目の前の女性に断言する。

「貴女あなたに、子供がまともに育てられるとは思いませんから。抱きかかえながら転んで惨さん事じになるのがオチです」

　乳児の母親らしき女性は、頰ほおを膨ふくらませて抗議の声をあげたが──僅わずか数回のやりとりであっさりと引き下がると、そのまま軽い足取りで自分の娘の元から姿を消した。

「……自分の腹を痛めて生んだ子だというのに。本当にあっさりと引き下がりましたね。人間性が欠けているのは知っていましたが、母ぼ性せいまで欠けているとは」

　そんなことを呟つぶやきながら、ヒューイは腕の中の少女をあやすように語りかける。

「ですが、人間性が無いのは私も一緒です」

　腕の中でスヤスヤと寝ね息いきを立てる赤あか子ごを見つめながら、ヒューイは自じ嘲ちよう気味に呟いた。

「結局、貴女はまともには育ちませんよ」







　それから、15年以上の時が過ぎ──

　声を失った少女は、一台の列車に乗り込んだ。

　愛する父を救う為ために。

　自らの存そん在ざい理由の全てである父を救う為に。

　どうやら自分はまともではないらしい。

　己おのれの特とく異い性せいに気付きつつも、疑問には思わぬまま。




　そして彼女は、フライング・プッシーフットの上で一人の男と出会う。

　彼女の世界を根本から覆くつがえす、恐ろしく奇き妙みようで、どこか滑こつ稽けいな怪かい物ぶつと。







[image: 第二章『孤独な世界』]






















　シャーネという名前は、母親がつけたと聞いた事がある。

　顔も見たことがない母親だが、その名前だけが唯ゆい一いつの繫つながりと信じて、今まで母の存在をうっすらと感じていた。

　母親に恋いこがれる事はなかったが、この名前は、自分にとっては大事な物だ。

　父が呼んでくれる名前だから。

　私と父とうさんの繫がりを証明してくれる言葉だから。

　感謝はしている。

　父さんに名前を呼ばれるだけで嬉うれしかった。構って貰もらえるだけで嬉しかった。

　私には──父さんの他に、何も存在しなかったのだから。




　それは、今でも同じ事だ。

　私の世界には、父さんの他には何もない。何も要いらない。

　閉じられた世界で、私は充分幸しあわせだった。

　それなのに……あの男は、私の殻からにあっさりと穴を開けて入り込んできた。

　幼い頃に父に読んで貰もらった童どう話わの中に出てくる存在のように。




　白はく馬ばの王子というよりも──どんな反則もやってのける、邪じや悪けんな魔ま法ほう使つかいのように。







１９３２年　１月　ＮＹ




　禁きん酒しゆ法ほう。

　この時代のＮＹを象しよう徴ちようするのに、その言葉が最も相応ふさわしいと言う者もいる。

　後の世の人間が『禁酒法』という単語を聞けば、大たい半はんの者はその法律がもたらした政治的役やく割わりやそれを施し行こうした政治家の顔よりも、『マフィア』や『犯罪』──あるいは、『アル・カポネ』といった具体的なイメージを膨ふくらませる事だろう。

　堕だ落らくを諫いさめる為ために、人々が望む者を禁止した結果──堕落の代わりに生まれたのは、より厳げん格かくに組織化された犯罪の系けい図ずだった。

　１９２９年に起こった大だい恐きよう慌こうにより、経けい済ざい状態が悪化する一方で、地下では非ひ合法な密みつ造ぞう酒しゆに絡んだ莫ばく大だいな利り権けんが動いていた。

　街には闇やみ酒場が溢あふれかえり、その利益を巡って多くの血が流される事となる。

　一方で、当時のアメリカは。文化が更さらに彩いろどりの強い花を咲かせ始める時期でもあった。

　トーキー映画の隆りゆう盛せいに合わせ、数々のミュージカル映画が制作され、酒を抑制された人々に直接的に提供される娯ご楽らくの代表となる。

　そして──ミュージカル映画と合わせて大だい流行したのが、『犯罪王リコ』や『民みん衆しゆうの敵』などの、社会の裏側を描いた作品だった。

　民衆に酒を提供するギャング達は、一部の民衆の間で頼りない政府に代わる英えい雄ゆうとなる。

　大恐慌の起こった社会の地下で、闇酒場を飛び交う金きん貨かが輝きを増し──

　本来、決して社会の表おもて舞台には出てこない筈はずのギャング達が、民衆の敵とヒーローを同時に演じてみせたのだ。

　社会の表と裏がメビウスの輪のように繫つながって人々を包み込む。




　それが、彼女──シャーネ・ラフォレットの生きた時代だった。




　アメリカ全ぜん土どを行き交う光と影が、特に複雑に入り交じった街──ニューヨーク。

　その一角で──シャーネ・ラフォレットは、人ひと混ごみの中に佇たたずんでいた。

　ただ、佇たたずむ事しかできなかった。

　役所やオフィスビルが立ち並ぶ通りには、普ふ段だんの数倍もの人が溢あふれていた。

　政府に対して大だい規模なテロを計画していたとされる男、ヒューイ・ラフォレット。世せ間けんを騒がせたその男が護ご送そうされる姿を一ひと目め見ようという、恐い物知しらずの物もの好ずきな群ぐん衆しゆうだ。

　自らの父親であるそのテロリストを救う為ために、シャーネは群衆の中に静かにその身を潜ひそませていた。

　左肩の包ほう帯たいの痛々しさを隠かくすかのように、黒いドレスの上に薄うす手でのコートを羽は織おり──その内側には、いくつものナイフを忍しのばせて。




　大陸横おう断だん鉄道『フライング・プッシーフット』の事件から僅わずか数日。

　自分達の指導者であるヒューイ・ラフォレットの釈しやく放ほうを要求するために、『幽霊レムレース』が起こした鉄道ジャック事件。彼女もその計画の中ちゆう枢すうに身を置き、父を救う為に自らの命をも捨てる覚かく悟ごでその身を委ゆだねたのだ。

　だが、白服の殺人者や様々な要よう因いんが絡んでその計画は瓦が解かいした。仲間も全て失った。いや、最初から仲間などではなかったという事がハッキリとした。

　解わかっていた事ではある。

　シャーネもまた、彼らを信用してはいなかった。

　彼女もまた、彼らを利用するつもりだったのだから。

　自分は、幾いくら他人から裏切られようが痛くもかゆくもない。

　他人は元より信用していないし、父親が自分をモルモットのようにしか見ていないのも理解している。前者については、こちらも信用していないので同じ事だ。

　後者については、自分は実じつ験けん動物として父の役に立てればそれで良いと思っている。

　それでも、グース達の『組織』は父を救う為に利用できる力になると信じていたのだが、結果として、列車に乗り込んだ黒くろ服ふく集団でまともに動けるのは彼女一人ひとりになってしまった。噂うわさでは数名が逃とう亡ぼうを続けているとの事だが、彼女はそうした人間達が自分と合流する事はまず無いだろうと判断した。




　──やはり、私だけでやるしかない。




　信じられる物が自分しか無くなった少女は、諦あきらめるどころか一人で父の奪だつ還かんを強行する決意を固めてしまう。

　事件の影えい響きようで遅れていた容よう疑ぎ者の護送が行われる事が決まった途と端たん、どこから噂を聞きつけてきたのか、あっという間に道は群衆に埋め尽くされたのだ。

　その噂は当とう然ぜん彼女の耳にも入り、これが最後のチャンスとばかりにこの場に駆けつけた。

　彼女はこの場にいる全ての警官を打ち倒す覚かく悟ごで、この護ご送そう現場に単たん身しんで訪れたのだ。

　父が護送車に乗り込む為ために姿を現した瞬しゆん間かん──彼女は腰につけたナイフを手に、眼がん前ぜんの警官を斬きり伏せて駆け出そうとしたのだが──

　刹せつ那な、父親の口が動く。

　まるで、自分がここからその姿を見ている事を知っているかのように、穏おだやかな自信に満ちた表情で唇くちびるを動かしたのだ。

　一言、ただ一言分だけ──。

【心配するな】

　完全な読どく唇しん術じゆつを身に着けているわけではない。だから、それが本当に正確な言葉だったのかはわからない。

　唯ただ一ひとつ確かだったのは──父は、これからの自分の身になんら不安を抱いてなどいなかったという事だ。

　結果として彼女は飛び出す事を躊躇ためらってしまい、彼女にとっての最後のチャンスを失った。




　果たして自分の選択は正しかったのか？

　人ひと混ごみが薄れ始めた大通りで、寡か黙もくな少女は自問自じ答とうを繰り返す。どんな答えが出ようと結果は変わらないと解わかっていながら、ただひたすらに自分自身に問い続けた。本当に、これで良かったのだろうかと。

　自信が持てないまま立ちつくしていたシャーネは、息を荒くした足音が近づいてくるのを感じ取り、反射的に振り返る。

　無む論ろん両手には愛あい用ようのナイフが収まっており、淀よどみの無い銀色が迫り来る人物の喉のど元もとへとあてがわれていた。

「う、うわああ!?　ぼ、僕だよシャーネ！　落ち着いて!?」

「……」
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　相手の顔面にある特とく徴ちよう的な刺青いれずみを見て、シャーネは無言でナイフを下ろす。周囲の通行人は一いつ瞬しゆん何事かと目を丸くしていたが、関わらない方がいいと思ったのか、目を逸そらして足早にその場を立ち去って行く。

　今し方まで命の危機に晒さらされていた少年は、荒くしていた息を更さらに荒くし、泣きそうな目をしながらシャーネに向かって笑いかけた。

「ああ、もう、びっくりしたぁ……。お、脅おどかさないでよ」

「……」

　ナイフをコートの裏にしまい込んだ後も、シャーネは視線の合った者を凍りつかせるような目で少年の事を見つめていた。

　目の前にいる少年は顔に剣を模もした刺青をしており、言葉で聞けば物ぶつ騒そうな印いん象しようをあたえる外見だと言っていい。だが、実際に彼女の眼がん前ぜんにいる少年は、むしろ刺青いれずみをした荒くれ者に殴なぐられる被ひ害がい者さながらの雰ふん囲い気きを携たずさえていた。

　涙を溜ためた目には覇は気きの欠片かけらも感じられず、逆に刺青が滑こつ稽けいな道どう化けのメイクと化している。

　──ジャグジー……。ジャグジー・スプロット。

　シャーネは無言で相手を見つめながら、眼前の少年の名を確認する。

　このＮＹに留まる為ために見つけた、仮かり初そめの集団。

　川に身を投げた自分を助け出した、川で何かの荷物を引き上げていた少年達。

　荷物は自分の乗っていた列車から落とされた特殊な貨物で──少年達は列車強ごう盗とうの一いち味みであり、目の前にいるのがその集団のボスだった。

　それにしては頼りなさげな少年の姿に、シャーネの心しん中ちゆうに小さな疑問が湧わき上がる。

　──どうしてここにいるのだろう？

　自分がここに来る事は誰にも言っていない。

　にも関わらず、この男がここにいるという事は、自分が父を助けに来ると知っていたのだろうか。

　何な故ぜ？

　そして、何の為に？

　心に疑問を羅ら列れつするシャーネに対し、ジャグジーは緊きん張ちようを緩めながら問いかける。

「大だい丈じよう夫ぶ？　良かった……僕はまたてっきり、一人であのヒューイって人を助けに来たのか……と……って、ええええ!?」

　ジャグジーの言葉が、途と中ちゆうから悲鳴に変化する。

　ヒューイという単語を出した途と端たん、シャーネの手に握られたナイフが自分の首くび筋すじに添えられていたからだ。

「なんでまたナイフを!?」

　ツッコミの声を無視しながら、シャーネは射るような目で青年に殺さつ気きを注そそぎ込む。

　この少年は、父に関わって一いつ体たい何をしようと企たくらんでいるのだろうか。

　詳しい事を問いただしたいが、声を捨て、手しゆ話わも意い図と的に覚えていない彼女にとっては、目つきや表情だけで相手を詰きつ問もんするというのは、あまりに面めん倒どうな所しよ行ぎようであると言えた。

　──いっそ、このまま彼を軽く刺さして逃げるべきだろうか。

　シャーネは一いつ瞬しゆんそう考えたが、運良く手に入れた仮かり初そめの宿を放ほう棄きするのも面倒だと思い、すんでの所で踏みとどまる。

　かといってナイフをしまうでもなく、暫しばらく相手の様よう子すを窺うかがっていたシャーネだったが──

「ちょ、ちょっとシャーネさん、落ち着いてください！」

　そう叫びながら駆け寄ってくる少女の姿を見て、シャーネは冷静さを取り戻す。

　大きな疵きず痕あとの残る顔面に、黒い眼がん帯たいと眼鏡めがねを同時に掛ける金きん髪ぱつの少女。年はジャグジーと同じぐらいだろうか。やはり堅かた気ぎには見えない外がい観かんだが、言葉から感じられる雰ふん囲い気きは普通の少女となんの隔へだたりも見られない。

　──そうだ。あの女は……私の正体を知っている。

　列車の屋根で白服と遭そう遇ぐうした際に、屋根の上を這はっていた二つの人ひと影かげ。そのうちの一人が、確か眼帯をした女だった。

　数日前にジャグジーの病室で会った時に、こちらを見て食器を取り落とし、乾いた笑いを浮かべていた事を考えれば──ほぼ確実にこちらの正体を知っていると見ていいだろう。

　シャーネは数日前と同じ分ぶん析せきをして、目の前の少女を無感情な視線で観察する。

　警察に通つう報ほうされる事も覚かく悟ごしていたのだが、ここ数日そんな様よう子すは見られない。いざとなれば誰かを人ひと質じちに取って逃げる算さん段だんまで立てていたのに、些いささか拍子抜ぬけする程ほどであった。

　──……何を考えているんだろう。

　ジャグジーを中心とした不ふ良りよう少年達の集団。

　今はこの二人しか見あたらないが、仲間は総そう勢ぜいで三十人から四十人はいる事を確認している。

　マフィアとまではいかないが、例え銃じゆう器きを持たない少年少女といえども、この人数を統とう率そつする事ができたとすれば、それはそれで十分に強力な力となるだろう。

　そして──まだ数日しか観察していないが、彼らは一見いいかげんに見えるものの、中なか々なか効率的に作業をする『組織』だという事も感じ取れた。

　シャーネは、『フライング・プッシーフット』の中で彼らが行った事については詳しく知らない。『幽霊レムレース』のリーダーであるグースを倒したのがジャグジーであるという事も、食堂車の人ひと質じちを解放したのが彼らの手によるものだという事も、この時点では解わかっていなかった。

　それでも、彼女はジャグジー達の持つ強い力を確信する。

　小さな社会を意のままにできるであろう力を持った集団が、自分という異い分子をあっさりと受け入れた事もシャーネには不ふ可か解かいだったのだが──

　なにより、自分の正体を追及しないのが不ぶ気き味みでならなかった。

　自分が黒くろ服ふくのテロリストの一員だという事を知りながら、警察に突き出すわけでも自分の事を責めるでも追及するわけでもない。かといって、報ほう復ふくを恐れて匿かくまっているという雰ふん囲い気きも感じられない。

　ニースと名乗った眼がん帯たいの少女と、その横にいたニックという男だけは、最初に出会った時は、露ろ骨こつに自分の事を恐れているようだったが──この僅わずか数日の間で、恐怖の色が薄れているのが目に見えて解る。

　それまで疑ぎ心しん暗あん鬼きの幽霊レムレース達の中に生きてきたシャーネにとって、彼らの対応は実に不気味な事だった。

　──彼らも、私を……父とうさんを利用しようとしているのだろうか？

　彼らがヒューイ・ラフォレットについてどれだけ知っているかは不明だが、もしも全て知った上で自分を匿っているのだとしたら、自分を通じて父に取り入ろうとしている可能性も捨てきれない。

　──その時は、立ち去ればいいだけだ。

　父に危き害がいを加えようとするのでなければ、無理に殺す必要はない。

　ただ、自分という存在を切り離せばそれで全て丸く収まるのだ。

　シャーネはそう自分に言い聞かせた所で、再びナイフを懐ふところに納める。

「ああ……よ、よかったよ。なんだか誤ご解かいが解けたみたいで」

　目に涙を溜ためながら大きく息をつくジャグジー。

　しかし、シャーネの疑問が解かい消しようされたわけではなく、彼女の目は涙をこぼす少年の顔をじっと見み据すえ続けていた。

　そんなシャーネの疑問を察したのか、涙で前が見えなくなっているジャグジーの代わりに、ニースが慌あわてたように言葉を紡つむぐ。

「あ、いえ……ほら。貴女あなたの名前……シャーネ・ラフォレットっていうじゃないですか。もしかしたら、あの新聞に載ってたヒューイって人と家族なのかもしれないって……。だから、ここに来てるんじゃないかって思ったんです」

　ニースの説明を聞いて、シャーネは僅わずかに心の緊きん張ちようを緩めた。

　確かに、川で自分を助けた少年達に筆ひつ談だんで名前は伝えてあった。あの時は色々と混乱していたので思わず本名を書いてしまったが、今いま思えば偽ぎ名めいを使うべきだったかと思う。

　シャーネはそのように軽く後こう悔かいしたが、すぐに思い直す事にした。

　──名前は、父とうさんとの繫つながりだ。偽いつわるわけにはいかない。

　不ふ死し者である父親の偽名に関する制約を知ってか知らずか、シャーネは自分の名を必ひつ要よう以上に大事に考えていた。シャーネという名が、自分と父を繫ぐ契約の言葉であるかのように。

　父と同じラフォレットという姓せいも、例え一時期とはいえ捨てるわけにはいかない──そんな風ふうに自分を納なつ得とくさせているシャーネに対して、ニースは僅わずかに表情を和らげながら声をかけた。

「……やっぱり、助けるつもりだったんですね」

　確信をついた言葉に、シャーネは特に否定をしない。頷うなずきもしなかったが、ニースはそれを肯定と受け取った。

　──だったらどうしたと言うのだろう。

　相手の考えが読めず、シャーネは少し苛いら立だちを覚えながらニースを睨にらみ付ける。

　しかし、表情の変化に乏しい彼女の顔は、相手にその怒りを伝える事はなかった。

　ニースは傷だらけの顔に似に合あわない優しげな微笑ほほえみを浮かべると、ジャグジーの肩を支えながらシャーネに向かって語りかける。

「無む茶ちやはしないで下さいね。私達に何か手伝える事があれば、いつでも言って下さい」

　つられるように、ジャグジーも涙をぬぐいながら笑いかける。

「そうだよ、無茶は良くない」

　ジャグジーはそんな事を言いながら、両脇わきに抱えられた杖つえで身体からだを支え、銃じゆうで撃うたれた足を引きずって歩いている。その姿を見て、ニースが呆あきれたように声を上げた。

「ジャグジーもよ！　まだ退院の許可なんか出てないのに！」

「ああ、そういえばそうだね。……どうしよう。思い出したら痛くなってきた……うわあああ!?　包ほう帯たいッ！　血ッ！　滲にじんで……ッ！　い、痛いよう、もしかしたら僕、もう死ぬかも……！」

「それは昨日きのうから付いてるわよ。……直ぐに包帯換かえてあげるから、早くフレッドさんの所に戻ろう、ね？」

　二人はすっかり自分達の世界に入りかけていたが、シャーネはまだ完全には納なつ得とくしていない。

　まだ、どうして彼がここに来たのか、その答えを聞いていない。

　ジャグジーの傷は、いくつかの銃じゆう創そうとヤケドによるものだった。

　グースとジャグジーの死闘の事は知らないものの、シャーネはそれが自分のかつての仲間である、『幽霊レムレース』の仕し業わざだと確信していた。裏切られた彼女も左肩かたを撃うたれていたが、恐らくはこの男も事件に巻き込まれたのであろう。貨物室の荷物を奪っていたというのだから、事件の最さい中ちゆうに鉢はち合あわせしてもおかしくはない。

　シャーネは自分の中でそう結論づけていたが、どちらにせよ、眼前の少年が重傷を負っている事に違いは無かった。

　奇き跡せき的に内ない臓ぞうや骨を避けていたと聞いていたが、それでも絶対安あん静せいにすべき時期の筈はずだ。

　それなのに、彼はどうしてわざわざここに来たのだろう。

　自分が法を犯せば、彼らの立場も危うくなるから止めようとしているのだろうか。

　だとするならば、合理的な保ほ身しんの為ための行動と言える。そんな制せい止しを聞き入れるつもりもないが、納なつ得とくできる理由ではある。

　そんな事を思し案あんしながら刺青いれずみの少年を見つめるシャーネ。

「……」

「あ、……ああ、そうか。なんでここに来たかっていうと……いや、別に君を邪じや魔ましようとか、そういうのじゃなくて」

　釈しやく然ぜんとしないといった視線で見つめられたジャグジーは、どこか困ったように笑いながら言葉を吐いた。

「ええと……。いや、一人だと危ないから……」

「……？」

「いや、ほら……もしも、あのヒューイさんって人を助けるんだったら、手伝った方がいいかと思って……」

　それは、少し意い外がいな返答だった。

　──手伝う？

　しばしその言葉の意味を咀そ嚼しやくし、シャーネは表情を変化させた。

　変化と言っても、眉まゆ根ねをほんの僅わずかに寄せただけなのだが。

　──何な故ぜ？

　自分を通じて父を利用しようと言うのならば、ここで恩おんを売るというのも解わかる。だが──仲間を全て連れてきているのならばともかく、彼一人ひとりでは自殺行こう為いだ。ニースを加えたところで結果は大して変わらないだろう。仲間を連れてきているのかとも思ったが、周囲にはこれといって誰も見あたらない。

　シャーネは自分が一人で警官隊たいを相手にしようとしていた事を棚に上げ、目の前の少年の正気を疑った。

　列車の中で出会ったあの赤い車しや掌しようや、父のような不ふ死し者というのならば話はわかる。だが、目の前にいるのは、スラムにいる小学生にすら殴なぐり殺されそうな雰ふん囲い気きの少年だ。どう見ても何か特殊な力を持っているようには思えない。

　頭の中にいくつもの疑問符ふを浮かべ始めるシャーネに、ジャグジーは少し羨うらやましそうな目でシャーネの事を仰あおぎ見る。

「でも……シャーネってすごいよねえ」

「？」

　唐とう突とつな言葉に、シャーネは駄だ目め押おしの疑問符を脳のう内ないに浮かべる事となった。

「たった一人でも、誰かの為ためにお巡まわりさんに喧けん嘩かを売ろうとするなんて」

　何気ない一言だったが、それはシャーネにとって重要な意味のある言葉だった。




　──一人。




　たった一人。

　ジャグジーの紡つむいだその単語は、確かに間違いではなかった。




　──だけど、違う。

　──一人『でも』じゃない。

　──私は、一人なんだ。それ以外の選択は存在しない。

　──一人『なら』やらない……そんな言葉は私の世界に存在しない。

　──だから……一人『でも』なんて考えた事もない。

　──この世界には、私と父とうさんしかいない。その現状に不満も無い。

　──その父が奪われている今は、私は、一人だ。

　──仲間なんていない。

　──家族もいない。

　──母には名付けられた分の繫つながりは感じているが、所しよ詮せんは会った事もない存在に過ぎない。

　──私は、一人で構わない。例えこのままでも、私は充分幸しあわせなのだから。

　──『幽霊レムレース』もこの街も同じだ。私という存在を置く仮かり初そめの宿に過ぎない。

　──これまでも、これからも──







「そういう基準でいいんだったら、ジャグジーだって強いよ。シカゴでマフィアを敵に回すなんて、どうみても頭がおかしいとしか思えないもの」

「ほ、褒ほめてるのそれ!?　いや、僕は……みんながいるからできただけだよ。ニ……ニースとか、さ……」

　自らの生き方を己おのれに言い聞かせ続けるシャーネをよそに、ジャグジーとニースは惚気のろけた会話を続けていた。

「あはは、ありがと、ジャグジー。……でも、流石さすがに警官っていうか国を相手に喧嘩するのはハッチャケ過ぎよね……？」

「で、で、でも、今思うと、お巡りさんとかは全員拳けん銃じゆう持もってるよね。普通に。い、いやね、今になって、撃うたれた時の痛みとかそういうのを思い出してきてね、しょっしょっしょしょしょしょしょ、正直、こ、ここここ、恐くなってきたよ本当に。そそそ、それを考えると、やっぱり思いとどまって貰もらって良かったよ。あ、あ、ありがとね、シャーネ。ハハ、ハハハ……」

　震える声で笑いながら、膝ひざをガクガクと震わせているジャグジー。

　再び泣き出しそうになっている彼の姿を見ながら、シャーネは静かに思し案あんする。




　──やはり、自分の保ほ身しんの事など欠片かけらも考えていなかったようだ。

　──私を手伝う為ために、自分の身の危険を忘れていたというのだろうか？

　──解わからない。

　──この男は、今まで見てきた人間達とは全く異い質しつな存在だ。

　──幽霊レムレースの中に身を置いている時は、毎日が噓うその連続だった。

　──自分から不要な情報を放つ代わりに……相手の噓を見み破やぶるコツを身につけた。

　──しかし、この男の言葉からは……噓が感じられない。

　──どうして……？




　シャーネは目の前の少年の性格に戸と惑まどいながら、大通りの中に立ちつくす。

　周囲にはいつも通りの喧けん噪そうが戻りつつあったが、彼女の感じる世界は、どこまでも暗く冷たいままであり、父を奪われた世界からは、温度すらも感じる事ができず──

　彼女はただ、立ちつくす事しかできなかった。
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同どう日じつ午後　フレッドの病院




【私は、列車を襲おそったテロリストの仲間です】

　病院に戻ったジャグジーに、一枚のメモ用紙が突きつけられる。

「……え？」

　突きつけているのは、つい先せん日じつ仲間になったばかりの、声を持たない不ふ思し議ぎな少女。

　手しゆ話わなども身につけてはいないようで、必要最さい低てい限げんの事だけを筆ひつ談だんで告げるのだと理解していたのだが──その少女が、初めて自発的に意い思し表ひよう示じをしてきたのだ。

　問題は、ジャグジーにはその意図がさっぱり解わからなかった事なのだが。

「いや、まあ……知ってるけど……」

　病院のベッドに横たわりながら、ジャグジーはメモとシャーネの顔を見み比くらべる。

　彼女が仲間に連れられてやってきた夜、ニースとニックから彼女についての事を散さん々ざん聞かされた。ニックは危険だから追い出そうの一点張ばりだったが、彼女を川から連れてきた少年達の必死の反論によって、結局様よう子すを見ようという事で落ち着いたのだ。

「そ、それがどうかしたの？」

　もしかして、自分が黒くろ服ふくの邪じや魔まをした事を今になって知り、その復ふく讐しゆうをしようと言うのだろうか？　だとしたら、ベッドの上の自分は調ちよう理り台だいの上の牛肉のようなものだ。医者も部屋におらず、ニースも今は退席しており、隣となりの病室には酒さけ臭くさい老人や目の下にクマを作った麻ま薬やく中ちゆう毒どく者らしき青年、足に大おお怪け我がを負った長身の男など、健康からは程ほど遠とおい患かん者じや達が寝ているだけで、助けを求めるにはあまりにも心こころ許もとない存在だった。

　ジャグジーがそんな事を考えながら怯おびえていると、シャーネはあらかじめ用意していたと思おぼしき二枚目の紙を差し出してくる。

【何な故ぜ、通つう報ほうしないのですか？】

「そ、そんなこと言われても」

　とりあえず襲おそわれる事はないらしいと判断したジャグジーは、ほっとしながらも、シャーネの質問にすぐに答える事ができなかった。

　なんと答えを返すべきか考えていると、シャーネは更さらに紙を差し出してくる。

【どうして彼らの仲間だった私を受け入れるのですか？】

「まだあるの!?」

　次々と渡される紙を受け取りながら、ベッドに横たわるジャグジーはわたわたとそれらを読み進めていく。そんなことは構わずに、シャーネはさらに駄だ目め押おしのメモ用紙を押しつける。

「よ、用意がよすぎだよ!?」

【危険を冒おかしてまで父とうさんを助ける事を手伝おうとする目的はなんですか？】

　丁てい寧ねいな文体で書かれたその紙からは、目の前の鋭い気け配はいを纏まとった少女の面おも影かげは感じられない。だが、実じつ際さい目の前でこちらに強い視線を送り続けているのも事実であり、ジャグジーはそのギャップに混乱して目に涙を溜ためていく。

「な、なんでって……うーん。そんなに一気に言われても……いや、書かれても……」

　今にも大おお粒つぶの涙をこぼしそうになりながら、ジャグジーは上半身を起こしながらしばし考え、自分でもよく解わからないといったような照れ笑いを浮かべながら口を開いた。

「そりゃ、あの列車で黒服の人達がやった事は許せない事だけど……僕達だって列車の貨物を盗んだわけだから大声で文句なんか言えないし……。それに、こんな事を言うのもなんだけど、君と、他の人達は違うからかな」

「……？」

「君は、家族の人を助けようとしたんでしょう？　だったら、その気持ちは僕にも解る気がするし……第一、君がいい人かどうかなんて、実際に一緒にいないと判断なんかできないからね」

　ジャグジーの言葉を聞いて、シャーネはベッド横の机の上にあったペンを取り、横に置いていたメモ用紙に次の言葉を書き記した。

【それで……私を「いい人」とやらと判断したから、手伝うと言ったのですか？】

「ええっと、そんな数日で人の善よし悪あしが解わかるほど頭は良くないんだ……ごめん。もしかしたら一いつ生しよう仲間でいても解らないかもしれないね。だけど、それならそれで、ずっと友達だからいいじゃない」

　困ったように笑うジャグジーに、シャーネはやはり不ふ思し議ぎそうな目を向け、先せん刻こくのメモをもう一度突つきつける。

【危険を冒おかしてまで父とうさんを助ける事を手伝おうとする目的はなんですか？】

「うーん……なんでだろうね。一いち々いち考えてなかったからよく解らないや。ごめん」

　素直な気持ちを吐き出したジャグジーは、僅わずかに緊きん張ちようしながらも次の言葉を吐き出した。

「でも、君を警察とかから匿かくまうには、僕達はまだこの街に慣れてなさ過ぎるんだよね……。マフィアに関わらなければ大だい丈じよう夫ぶかと思ってたけど、僕達と同じような不ふ良りようの集まりも最近増ふえてきてるみたいだし……」

　自信なさげに言葉を続けながら、ジャグジーは自分の事が心配になってきてますますその顔を暗くしていった。

「うう、どうしよう。血に染まった工こう具ぐを持ち歩いた凄すごく凄く危ない人が不良達を仕切ってるなんて噂うわさも聞いたし、そんな人に目をつけられたらどうしよう。僕がこの街に来ることにしたせいで、みんなが怪け我がとかしたり殺されたりしたら……ッていうか、それで真まっ先さきに死ぬのは僕なんじゃないかって気がする。どうしよう。あああ」

　今後の事を思って泣けてきたジャグジーが、ふと顔を上げると──

　そこには既すでにシャーネの姿は無く、病室のドアがキィ、と音を立てて揺れている。

　布ふ団とんの上に置かれたメモ用紙だけが、今の出来事が夢ではないと告げていた。

　しかし、少女が消えたあとも、ジャグジーは自分と仲間達の将来を悲ひ観かんしてボロボロと涙を零こぼし続ける。




「あああ……考えてみたら、僕ここの入院費ひ持ってないよ！　列車から盗んだ爆ばく弾だん、ちゃんと高く売れたってみんな喜んでたけど、僕の取り分、ちゃんと取っておいてくれてるのかなあ。うう、隣となりの部屋の麻ま薬やく中ちゆう毒どくの人が暴れ出したらどうしよう……。列車から落とした黒くろ服ふくの人が生きてて、僕を燃やしに来たらどうしよう……。そもそも、この街でみんな上う手まくやっていけるのかなあ……みんなはどう思ってるんだろう……。うう」

　列車を救った英えい雄ゆうの泣き声は、誰にも聞かれぬまま病室の中に響ひびき続けた。

　それはまるで、自分自身の弱さを責め立てるかのように。
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　──彼らは、何の打だ算さんも無く、自分の事を手伝おうとしたというのだろうか。

　──いや、違う。

　──自分を通じて父に取り入る為ための方ほう便べんだろう。

　理解のできない人間に直面したシャーネは、無む理り矢や理りにでもそう思う事にした。




　──だけど……噓うそが、見えない。

　──あの少年の目からは、やはり噓が全く感じられなかった。

　──同じだ。




　少女の脳のう裏りに浮かぶのは、列車の上で出会った一人の魔ま人じん。




　──あの男と、同じだ。

　──列車の上で白服を殺そうとしていた自分の前に、突とつ然ぜん現れた赤い影。

　──返り血で染まった車しや掌しよう服を着ていたあの男が、自分に向かって語った言葉にも、やはり噓は感じられなかった。




　──列車の屋根に刻みつけた置き手紙。……あれを読んだとしたら、かならず私を捜して……私の前に現れる筈はずだ。




　──その時に、私は……あの男を──

　──列車の上で出会った、あの赤あか毛げの車掌を……殺す。

　──父とうさんの為に。

　──父さんの為だけに存在する自分である為に。













間章『ＴＩＰＳ　幼おさな馴な染じみ』







「ったく、自分が怪け我が人にんだって事を忘れるなよなぁ」




　俺はそう言いながら、ジャグジーとかいう患かん者じやの包ほう帯たいを換かえてやった。

　なんだかんだ言って、俺は列車から無事に降りる事ができた。

　たまたまその場にいた医者フレツドに無む茶ちやを言って（もっとも、医者の旦だん那なはあっさり承しよう諾だくしてくれたんだが）、助手という事にして列車を降りた。同じ白服を着ていたものの、『たまたま列車内で幼馴染みのラッドと会って、無む理り矢や理り巻き込まれただけ』という言い訳が通るとは思わなかった。どうやらラッド達とは別々に切きつ符ぷを買っていた事と、医者の旦那が思ったよりも警察筋すじに顔の利く人間だったってのがでかかったらしい。

　行き場も無くなった俺は、警察の目を誤ご魔ま化かす事もかねて、実際にこの病院で医者の助手として働く事になったわけだが……。

　しかしまあ、この病院に入ってくるのは妙みような患者ばかりだ。

　麻ま薬やく中ちゆう毒どくっぽい兄にいちゃんや、酒さけ臭くさい爺じいさん。

　体中に何十丁ちようも銃じゆうを括くくり付けた兄ちゃんも大おお怪け我がをして運ばれて来たが、ここは頭の病院も兼ねてんのかね。




　だが、俺が気まずいのは、このもやしみてえな刺青いれずみ小こ僧ぞうの世せ話わだ。

　何しろ、こいつは俺がラッドの仲間だって事を知っている。

　あの列車で一緒だった……というよりも、どうやらこの小僧はラッドの敵らしい。なんでも、ルッソ・ファミリーの中でお尋たずね者だったらしいが、まさかこんな小僧がねえ。

　もっとも、ルッソ・ファミリーに連絡する気はさらさらない。

　元々、俺はラッド以外はあのファミリーと繫つながりなんざねえわけだし、下へ手たな事をすりゃ、あのデカぶつや、火か薬やくもってにんまりしてる眼がん帯たい姉ねえちゃんに殺されるのが関せきの山やまだ。

　結局、俺は医者の助手として、こいつの包ほう帯たいを換かえたりメシを用意したりする雑ざつ用ようを押しつけられたわけだが……やっぱり、気まずいものは気まずい。

　最初は会話もろくすっぽしなかったのだが、何日かしてようやく身体からだがほぐれてきた事と──この小僧が病院を抜け出して、貧ひん血けつになって帰ってきやがったという事に呆あきれ果てて、俺はついさっきみたいな愚ぐ痴ちを零こぼしてしまったというわけだ。

　小僧は俺の文句にビクリと身体を震わせながら、子ウサギみたいな態度でシュン、と頭を下げる。

「す、すいません、でも、いてもたってもいられなくなって……」

「仲間想おもいも結けつ構こうだけどな、お前はガタイがいいわけじゃねえんだから、少しは自分を優先にしねえと死ぬぞ？　ただでさえ、生きてたのは運がいいとしか思えない傷なんだからよ」

　この小僧は、ジャグジー・スプロットという名前だそうだ。

　ラッドの奴やつの話じゃ、何人もルッソ・ファミリーの構成員を殺した不ふ良りよう集団のリーダーって話だが……。顔面の刺青を差し引いた所で、どう見ても下したっ端ぱの使いっ走りがいいところだ。

　訝いぶかしげな目で見る俺に、ジャグジーは恐る恐る尋ねかけてくる。

「貴方あなた、あの……白服の奴の仲間なんですよね？」

　警けい戒かいする、っていうよりも、怯おびえたような目だ。

　おいおい、俺に怯えてるようじゃどうしようもねえだろ。

「ああ、そうだよ。ラッドの野や郎ろうとは幼おさな馴な染じみでな」

「なんで、僕を通つう報ほうしないんですか？　ルッソ・ファミリーの人達に」

　あまりと言えばあまりの質問に、俺は思わず苦く笑しようを浮かべてしまう。

「ど、どうしたんですか？」

　不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげるジャグジーに、俺は机の上に置いてあった紙を見て言ってやった。

「お前、わざわざ紙に『何な故ぜ、通報しないのですか』って書いて、俺にそうやって聞くのを練習してたのか？」

「え？　あ、あれッ!?　ち、違うんです！　それはさっき、シャーネが書いたメモで……」

「解わかってるよ。シャーネってのは、さっき出て行った黒いドレスの嬢じようちゃんだろ。お前の声だけが聞こえたから、嬢ちゃんの方は筆ひつ談だんしてたってわけか」

　ちょっとからかってやっただけなんだが、ジャグジーは顔を真まっ赤かにしながら目に涙を溜ため始める。なんだこいつ。

「き、聞いてたんですか！」

「安心しろ。あの黒ドレスの嬢ちゃんが出て行った後の泣なき言ごとは聞き流してやったから」

「ひいッ！　ご、ごめんなさい！」

「……なんで謝るんだ？」

　全く、わけの解らない野や郎ろうだ。

　本当に、どうしてこんな奴やつが不ふ良りようのリーダーなんだろうな。

　警察に捕まった時のスケープゴートいけにえってわけでもないだろうし、そもそも、お飾りのリーダーを立てるような集団にゃ見えないが。

　俺は包ほう帯たいを全部換かえ終わった事を確認し、窓まど辺べによりかかりながらさっきの質問に答えてやる事にする。

「ま、俺はラッドとは長い付き合いだが、マフィアってわけじゃねえ。あんなおっかねえ連れん中ちゆうに関わってたら、命がいくつあっても足りないしな」

「あのラッドって人の方が危ないように思いますけど……」

「それを言われると、俺も返す言葉がねえんだが……。まあ、あいつは仲間を殺すような奴じゃないし、その一点においては信頼できるってこった。それ以外はどうしようもないけどな。……それに比べりゃ、お前なんざ善ぜん人にんもいいとこだ。そんな奴をマフィアに引き渡したりしたら寝ね覚ざめが悪いだろ、いくら馬ば鹿か高い懸けん賞しよう金きんが掛かってるっていってもよ」

「け、懸賞金……」

　自分の立場を再さい認にん識しきしたんだろう。顔をみるみる青ざめさせてやがる。

　まったく、こんなんでよくルッソ・ファミリーに喧けん嘩かが売れたもんだ。

　俺はそのまま部屋を出ようとしたのだが、後ろからジャグジーの声が聞こえてくる。

「あ、あの……その、ありがとうございました」

「包帯換かえるのは仕事だから、礼を言うようなもんでもねえだろ」

「い、いえ、通つう報ほうしないでくれた事です。……その、正直、どうして貴方あなたみたいな人が、あんな恐い人と友達なのかが解りません」

　……こいつは、純粋な興きよう味みで聞いてるのかね。

　それとも、暗あんに俺に『ラッドとは縁えんを切った方がいい』って心配してくれてんのか？

　まったく、大きなお世せ話わと言いたい所だが、実際その通りだ。

「……あいつと縁えんを切った方がいいってのは、俺が一番解わかってるつもりだ」

「あ、い、いえ、すいません、ごめんなさい！　そんなつもりじゃ……」

「まあ、お前にも色々あるみてえに、俺にも、あいつにも色々あるって事さ」

　ああ、もうこうなりゃついでた。

　少しばかりあいつの事を教えておいてやるのもいいだろう。

「まあ、そんなおっかなびっくりにならなくてもよ、多分……お前はラッドには殺されないぜ」

「え？」

「あいつが殺すのは、自分が死なないと思ってのうのうと、なんの危機感かんも無く生きてるような連れん中ちゆうだ。お前のお気き楽らくな仲間連中は知らねえが、お前は自分や仲間がいつ死ぬかいつ死ぬかってビクビクしながら生きてやがるし……その傷、医者の旦だん那なが言ってたが、死ぬかもしれねえって解りながらなんかやらかしたって感じに見えるぜ」

　ったく、最初にあの客室に運び込まれてきた時は、ラッドの野や郎ろうがやらかしたのかと思ったもんだ。火傷やけどしてるわ腕にナイフが刺さってるわ腹や足に穴は空あいてるわ、本当に、こうして元気そうにくっちゃべってるのが奇き跡せきに思えるぜ。

「とにかく、そういう奴やつは、ラッドはまず殺さねえよ。奴がいくらイカれた殺人鬼きでもな」

「さ、殺人鬼!?」

　あ、やべ、もしかして知らなかったのか？

「……まあ、証しよう拠こは残してないだろうが、多分あいつは、あの列車に乗る前から何人も何人も殺してきてる筈はずさ。そもそもあいつが列車に乗った目的だって、列車の乗客やＮＹにいる連中を殺すのが目的だったんだろ。無む差別……じゃあねえな、あいつからすりゃちゃんと区別してるんだろうからな。だから、あの、お前の仲間のジャックって奴も運が良かったんだぜ？　下へ手たすればあいつに殴なぐり殺されててもおかしくなかった」

「そんな！　ど、どうして、どうしてそんな事ができるんですか！」

　ジャグジーはそう叫び、少しだけ、顔から臆おく病びようの色を消し去った。

　ラッドを人間として許せないと思ってるんだろう。

　そりゃそうだ。それが普通の反応だ。

　こいつは正しい。

　間違ってるのはラッドや、俺みてえな日和ひより見み野郎の方だ。

「……さあなあ。あいつの頭の中なんざ解らねえさ。あいつは何か原因があって殺人鬼になったわけじゃねえ。気が付いたらああなってたのさ。小さい頃から一緒に遊んでたけどよ……。本当に、気付いたらあんな奴になってたんだよ。そして、俺にゃ奴をどうする事もできなかったってだけの話だ。止めようともしない臆病者なんだよ。俺はな」

「……じゃあ、どうして一緒にいるんですか？　止めようともしないなら、一緒にいなければいいのに……貴方あなたは、あのラッドって人と一緒に、そういう事を楽しむ人にも見えません」

　納なつ得とくがいかないって面つらして、俺の事をじっと見つめてきやがる。

　目を逸そらしたくなるが、逸らしたら逸らしたで罪ざい悪あく感かんがある。嫌な目だな畜ちく生しよう。

　俺は部屋の扉とびらを閉めると、溜ため息いき混じりに部屋の隅すみにある椅い子すに腰を下ろした。

　そして、まだこっちを見ている刺青いれずみ小こ僧ぞうに、少しだけ昔むかし話ばなしをしてやる事にした。

「……あいつが殺人狂きようになった理由なんて知らねえし、多分、原因なんてないんだろうが……。ただ、そんなあいつを止められるかもしれない奴はいたんだ」




「レイラっていう、俺やラッドと幼おさな馴な染じみの女だったんだけどな」





⇔






　レイラの奴やつは、俺らの中じゃリーダーみたいな女だった。




　男おとこ勝まさりで、なんでも自分の思う通りにならなきゃ気が済まないってタイプでな。

　だが、その分だけ面めん倒どう見みも良くて、俺が誰かにぶん殴なぐられて泣いてたら、まずレイラがその相手に平ひら手て打うちして、相手がキレた所でラッドの野や郎ろうがレンガを持って加か勢せいする。ラッドはぶっきらぼうに相手が動かなくなるまで殴ろうとするんだが、『余よ計けいな真ま似ねしないでよ！』って言いながらラッドの奴を蹴けっ倒す。まあ、そうしないとレンガで殴られてる奴の方が死ぬからな。

[image: ]

　俺は、そんな二人をただ後ろから眺ながめて、その行動力に憧あこがれる。

　それがいつものパターンだった。

　レイラの奴ぐらいだぜ、ラッドに頭ごなしにあれこれ言えた女ってのは。想そう像ぞうつくか？

　面は結けつ構こう可愛かわいかったんだぜ？

　ラッドはマフィアの家か系けいで、レイラは金持ちの議員様さまの家系。

　ある意味、お似に合あいの二人だったかもな。

　一般人の俺は後ろで見てるのが丁ちよう度ど良い。そう思ってたのさ。

　だが、子供の時間が過ぎて、そろそろ世の中の酸すいも甘いも解わかってきた頃……だんだん、何かがおかしくなっていったんだ。

　ラッドが殺人狂だってのはまあ、この頃からだったんだが、レイラにはその一面は見せようとしなかった。

　レイラはレイラで、ラッドのそういう裏を知りながら、敢あえて黙ってた。

　後ろでそんな二人を見守ってた俺は、そんな両方の気持ちを知っていたが、まあ、どうすることもできなかったんだよ。

　だが、俺にはなんとなく、レイラなら、ラッドをまともな道に引き戻せるんじゃねえかと思ってた。これは、今でもそうだったと確信してる。

　ただ……結婚するとか、そういう想そう像ぞうはできなかったよ。

　あいつらはあくまで友達で、恋人同どう士しじゃなかった。

　幼おさな馴な染じみ同士の友情を、あいつらは恋と勘かん違ちがいしたんだ。

　そう、あれは勘違い。まだ二人とも、本当の男女間かんの恋なんざ知らないで、友情を愛情だと錯さつ覚かくしたまま暴走した。

　俺はそれに気付いていた。

　後ろから冷静に見てただけなんだからな。そりゃ気付くさ。

　だが、俺は何も言わなかった。

　たとえ誤ご解かいだろうと、二人は一緒にいるのが一番だと思ってた。

　あの二人が爽そう快かいに街を駆け回るのを見ていれば俺は満足だったんだ。

　だけどな、それがいけなかった。

　勘違いしたまま、レイラとラッドはとうとう駆け落ちしたのさ。

　そりゃ、お互いの家いえ柄がらは水と油だからな。レイラの親おや父じがマフィア排はい斥せき派はの議員だったってのもでかい。駆け落ちしかなかった、っていうより、駆け落ちが一番単たん純じゆんな答えだからそうしたって感じだったなあ。

　俺は、そんな駆け落ち劇も、ただ見てるだけだったよ。

　それで満足だったんだ。

　駆け落ちした先で、レイラが死んだって聞くまではな。




　何が起こったのか、一応は聞いたが、それが本当かどうかは解わからねえ。

　……流石さすがに、レイラの死し因いんまではホイホイお前に語るわけにゃいかねえよ。

　ただ、ラッドの奴やつが殺したんじゃない、って事は断言しとく。

　確かに俺の聞いた話が本当か噓うそかは判らねえが、その一点については、俺は奴を信じてる。

　もしもあいつがレイラを殺したんだったら、多分、あいつは今よりももっとヤバイ事になってたと思うぜ。俺やビッキーでも暇ひまつぶしに平気で殺すぐらいにな。

　だが、実際そうはなってない。

　結局、それ以上立ち入った事をあいつに聞く勇気は無かったし、あいつも自分からレイラの事を語るような真ま似ねはしなかった。

　俺は、何も聞けなかった代わりに、一つの事を理解した。

　いや、理解してた事を、改めて焼き付けられたってーのかね。




　死ぬんだ。

　人間ってのは、簡単に死ぬんだよ。

　それを思い知らされた。

　俺は観客。

　レイラとラッドは舞台役やく者しや。

　いや、俺なんかとは違う世界に生きてる、物語の主人公こうそのものだったよ。

　だから俺は、あいつらは永遠に生き続けるもんだと思ってた。

　ラッドみてえな強い奴の頭をひっぱたける奴が、俺より先に死ぬなんて想そう像ぞうもつかなかった。

　……。

　俺は、なんで同じ舞台に立ってやらなかったんだろうなあ、と思ったよ。

　同じ立場に立って、何か俺が言ってやれてれば、運命は変わったのかもしれねえ。

　それとも、それは俺のうぬぼれで、結局何なにも変わらないのかもしれない。

　だけどよ、同じ舞台に立ってりゃ……少なくとも、俺はもっとラッドに何か言葉をかけてやれたのかもしれねえと思う。

　結局、今でもそれを俺は後こう悔かいしてるが──

　ラッドと同じ舞台に立つ勇気も無いのさ。

　だから俺は、あいつと未だに連つるんでるんだろうな。

　あいつの結末を、観客席せきでも舞台の上でもなく、舞台の袖そでからこそこそ覗のぞきみる為ためにな。




　最低だと、自分でも解っちゃいるんだけどな。





⇔






「ラッドの野や郎ろうはそれから殺しに一つのポリシーを持ったのさ。『自分が絶対に死なないと思ってるような温ぬるい連れん中ちゆうから殺す』って、世間にとって糞くその役にも立たない信しん念ねんをな」

　……。

　珍めずらしく長なが話ばなしをしちまった。

　くそ、それもこれも、このジャグジーって小こ僧ぞうのせいだ。

　こいつは、俺にできなかった事ができる奴やつだ。

　仲間の為ために自分を天てん秤びんに載せる覚かく悟ごのある奴だ。

「……」

　俺の話を黙って聞いていたジャグジー。

　複雑そうな面つらをしてやがるが、まあ、どうでもいい事だ。

　俺はただ、保ほ身しんの為ために語ったに過ぎないんだからな。

「あいつにどんな過去があろうが、あいつも、それを止められない俺も屑くず野郎って事に代わりはねえ。幾いくらでも恨うらみたきゃ恨んでくれ。罵ののしりたきゃ好きにしろ。殺されたかないから、俺は殺さつ気きを感じたら迷わず逃げるが、それは勘かん弁べんしろよ？」

「あ、あの」

「だが、ちょいと話し過ぎた。まあ、今の話は適当な割合で忘れてくれや」

　俺は逃げるように椅い子すから立ち上がり、何か言いかけたジャグジーの声を振り切って病室から足早に立ち去った。




　そして、一人になった所で考える。

　結局、俺はどうだったんだろうな。

　俺は、レイラの事が好きだったんだろうか？

　いや、好きだったのは確かなんだが、果たしてそれは友達としてなのか、人間としてなのか、舞台の上のヒロインとしてなのか、それとも恋れん愛あい感情か。

　自分じゃ意い外がいと解わからないもんだ。

　逆に、ラッドの奴なら見て解るのかもな。まあ、聞く勇気も無いが。




　レイラがいなくなって、ラッドの殺しの欲望はますます膨ふくれあがった。

　その代わりにあいつの周りには、あいつに似に付つかわしい連れん中ちゆうが集まるようになったな。

　あいつ以上にトチ狂くるった死にたがりの女とか……変な自動車工場の解かい体たい工こうとかな。

　ルーアとラッドの関係は、本当に愛だと思う。もっとも、ルーアにラッドの暴走を止めるつもりなんざありゃしないだろうがな。

　そういや、あの解かい体たい工こうはなんて名前だったかね。デカいスパナを振り回してる……ああくそ、列車に乗る前の日にラッドに聞いた筈はずなんだが思い出せねえ。

　まあ、いつも悲しいだの楽しいだのって独ひとり言ごとを呟つぶやいてる、なんだか危ない野や郎ろうだったなあ。




　……確か今、ＮＹにいるとかなんとか……。
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数日後ご　ＮＹ某ぼう所しよ埠ふ頭とう　廃はい工場




「ああ……悲しい……とてもとても悲しい話をしよう」

　ハドソン川沿いに建てられ、今はもう捨てられた無ぶ骨こつなフォルムの廃工場。

　周囲に人通りは少なく、大通りと比べて、同じＮＹとは思えない程ほどの差を感じさせる場所だ。

　恐きよう慌こうによる煽あおりを受けて閉へい鎖さした工場にかつての力強い躍やく動どう感かんは無く、失しつ業ぎよう者しや達のように自ら次の仕事を探す事のできない建物は、ただ朽くちていくのを待つばかりのように思えた。

　社会の表おもて舞台の景気が転てん落らくし、裏うら社会の勢力が強くなったこの時代。そのどちらの舞台からも取り残され、灰色にくすんだまま忘れ去られていく。

　この工場も、そんな灰色の塊かたまりの一いつ角かくだった。

　そして、そこに集まるのは、やはりどちらの社会にも属さない灰色の人間達。

　一般人なら決して近づかないような空気の漂う建物内に、明らかに一般人ではない影が複数蠢うごめいている。

「関わった誰もが悲しくなる話だ。泣いておくなら今のうちだ」

　ドラム缶を椅い子す代わりにしているその男は、些いささか奇き妙みようなシルエットを薄うす暗ぐらい工場内に映し出していた。

　年は二は十た歳ち前後といったところだろうか。青く染まった工こう具ぐ服ふくだけを見れば、その工場で働いていた工員のような印いん象しようを受ける。

　だが、その青は通常の作業服ふくではありえない程ほどに鮮やかな青に彩いろどられ、町中を歩いたら目立つ事この上ない外がい観かんであると言えよう。

　そして、真に奇き妙みようだったのはその色ではなく、寧むしろ男が手で弄もてあそんでいるものだった。

　ナットなどを締める時に使うモンキーレンチ。

　その名前だけを聞けば、作業員の男が持っていてもなんの違い和わ感かんもなかったのだが──異常な点が二つあった。

　一つは、彼が持つレンチの大きさ。

　決して大おお柄がらとは言えない男の手に握られている銀色の棒ぼう状じようは、どう見ても子供の腕よりも長く、工具というよりも中ちゆう世せいの戦せん士しが使っていたメイスといったフレーズがしっくりとくる。

　そしてもう一つは──

　銀色に輝いている筈はずのレンチの表面が、赤くこびりついた血によって濁にごりきっていた事だ。

　一見すると、男は優やさ男おとこのように見えた。意い外がいと筋肉はがっちりしているが、艶つやのある金色の髪かみが額ひたいに垂れ、その下では寝ぼけているかのような半はん開びらきの目が浮かんでいるのが印いん象しよう的である。

　艶やかな髪と白い肌はだだけを見ていれば美び青年と言ってもいいかもしれないが、その瞳ひとみに湛たたえられた色はどこまでも淀よどんでおり、見る者を必ひつ要よう以上に不安な気持ちにさせた。

　歪いびつな巨大レンチをクルクルと両手で弄びながら、その男は目の前にいる少年少女へと向かって静かな声こわ色いろで語りかける。

「人間は悲しみの中で成長し、楽しみの怠たい惰だの中で生を謳おう歌かするものだと言う。だが、俺はこれ以い上じよう成長する気は無い」

　男は回していたレンチをピタリと止め、軽やかな動きでドラム缶の上から降り立った。

「それなのに、どうしてこんな悲しい話をしなければならない？　俺をこれ以上成長させてどうする気だ？　どこに連れて行く気だ？　俺は怠惰の中で生を謳歌して堕だ落らくしたいというのに！」

　奇き妙みような言い回しで苛いらつきを吐き出しながら、男はレンチを両手で弄ぶ。

「まず最初の悲しい話は、カジノでイカサマをやっていたトゥーディーが、両手の指を全部折おられて入院したことだ」

　無む表情な顔を左右に振りながら、男はレンチを上に放り投げた。

　高速で回転しながら落ちてくるレンチ。５キロ程ほどの重さがありそうなその鉄てつ塊かいを、男はパシリという小こ気き味みいい音と共にあっさりと摑つかみ取る。

「あのフィーロとかいう幹かん部ぶのガキ、可愛かわいい面つらして中々にエグイ事をする。いっそ殺してくれればスッキリしたものを……。だが待て、トゥーディーが死んだら悲しくてスッキリしなくなるぞ？　これは一体どういう矛む盾じゆんだ……ああ、この矛盾がまず悲しくて仕方がない！」

　投げては受け取り、投げては受け取り、頭に当たれば重じゆう傷しようは免まぬがれないであろう危険なジャグリングを繰り返し、男は次の話題を口にする。

「次の悲しい話は、俺の運転していた車に、ホテルの窓から灰皿が降ってきて突き刺ささりやがったことだ。……フォードの最新型がただぞ？　奇き跡せき的に運転は続けられたが、フォード車の頑がん丈じようさには頭が下がる思いだ。それでも悲しい事には違いないが」




　パシリ、パシリ。




　徐々にレンチを投げる感覚が短くなってくる。

　それに合わせて、レンチの回転も徐々に速くなっていく。

「ホテルに殴なぐり込みを掛けてやろうかと思ったが、そのホテルはルノラータ・ファミリーの息がかかっているらしくてなあ。流石さすがにあんなでかいマフィア組織を敵に回すのは面めん倒どう臭くさい」




　パシリ、パシリ。




「さらに、もう一つ」




　パシリ、パシリ、パシッ、パシッ。




「スミスの旦だん那なが、ガンドールの幹部と揉もめて、顔面の骨を折られて入院したらしい。……くそ、旦那が懐ふところに何十挺ちようも仕込んでた銃じゆう、いくつか貰もらう約束してたんだが、これでパアだ」




　パシッパシッパシッパシッパシッパシッ




「そして……一番一番一番悲かなしいことはなぁ……。ラッドの兄貴が大怪我して警察につかまったって事だ！　何がどうなってる！　ラッドの兄あに貴きが、警察に捕まっただけならまだしも、誰かに列車から落とされたらしい！」

　レンチの勢いは最さい高こう潮ちように達し、見た目には半はん透明の円えん盤ばんが宙を舞っているかのように見えた。




「そんなッ」

　　　　パシッ

　　　　　　　「やつがッ」

　　　　　　　　　　　　パシッ

　　　　　　　　　　　　　　　「この世にッ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パシッ

　　　　　　　　　　　　　「いるというのか!?」

　　　　　　　　　　パシッ

　　　　　　パシッ

　　　　　　　　　パシッ

　　　　　　　　　　　　　「ラッドの兄あに貴きに」

　　　　　　　　　パシッ

　　　　　　　　　　　　「怪け我がをさせられるような奴やつが！」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パシッ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パシッ

　　　　　　　　　　　　　　　　　パシパシパシパシ

　　　　　　　　　パパパパパパパパ

　　　　パパパパパパパ

パパパパパパ

　　　パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ




　最高の速度で回転が安定した所で、男はレンチを宙に投げる事を止め、回転を殺さぬまま両手でバトンのように回し続けた。

「ＮＹに来たら、一緒に沢たく山さん沢山遊あそぶ計画をしてたってのによ……ラッドの兄あに貴きが人を壊して、俺が物を壊す！　考えただけでも眠れなかった事が、そのまま夢ゆめ物語に終わるというのは一体どういう皮ひ肉にくだ!?　悲しい話だ。ああ、ああ、悲しい話だ！　俺に悲しい話をさせて、神は一体どういうつもりだ！　この世界はどういうつもりだ！　くそ！　悲しい、実に悲しい！　この世の中に舐なめられてる気がして悲しくて悲しくて悲しくて悲しくて悲しくて悲しくて悲しくてあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぐああがああぁぁぁぁぁぁ────ッ！」

　冷静だった男の叫びが最さい高こう潮ちように達した、その瞬しゆん間かん。

　落らく雷らいを思わせる轟ごう音おんが響ひびき渡り、つい先せん刻こくまで彼が腰こし掛かけていたドラム缶が、奇き妙みような形にひしゃげながら宙を舞った。

　周囲にいた人間達は身体からだをビクリと震わせながら、徐々に何が起こったのかを把は握あくする。それは実に単純なことで、ドラム缶を持っていたレンチで勢いよく叩たたきつけた。ただそれだけだった。

　しかし、中身が無いとはいえ数10キロにも及ぶ重さのドラム缶が、まるで紙かみ細ざい工くのように軽々とひしゃげ飛んだのだ。もしもあの破は壊かいが自分達に向けられたら、生きている事はまず不可能であろう。

　ブルリと身を震わせながら、工場の中にいた数人は、恐る恐る破壊の主ぬし──自分達の中心である男──グラハム・スペクターに視線を向ける。

「あああああああああああああああああああああぁぁぁぁああぁぁぁぁぁあああああぁああぁ」

　グラハムはレンチを握り締めたまま、尚なおもうなり声のような声を挙げていたのだが、次第にその声の質が変化していった。

「あああああ、ああー、あッ、あ、あああ……。……～～～～ああ、ああぁ────────────────すっきりした！」

　それまでの氷のような無む表情は何処いずこへやら、宝くじに当選した直後のような晴れやかな顔つきとなって、手にしたレンチを軽やかに振り回した。

「さて、楽しい話だ！　楽しい話をしようじゃないか！　笑っておくなら今の内だ！」

　口く調ちようは殆ほとんど変わらぬまま、テンションの方向性だけが一八〇度変化を遂とげている。

「人生は楽しい！　そう一日一万回かい唱となえてみろ！　頭がおかしくなって本当に全ての苦痛が無くなる！　ＯＫＯＫＯＫＯＫ、悲しさを乗り越えて俺は今より高いステージへと進化した！　力はいい。実にいい！　なあそう思うだろお前ら？」

　先せん刻こくと全く違う事を言っているのだが、周囲の人ひと影かげは揃そろって頷うなずく事しかできなかった。

　グラハム・スペクター。シカゴ出身。元もと自動車工場の作業員。

　シカゴでルッソ・ファミリーの下した働ばたらきのような事をやっていたが、工場が潰つぶれたのを機にＮＹへとやって来たらしい。

　ラッド・ルッソを兄あに貴き分ぶんと慕したい、破壊という行動に何よりの快感を感じる性せい癖へきの持ち主だ。

　もっとも、性癖以上に周囲を困こん惑わくさせるのが、喜き怒ど哀あい楽らくの移り変わりが異常に激しく、それぞれの感情の起き伏ふくが常に０か１００かという極きよく端たんな性格だった。

　意い図としてやっているのか無む意識に行っているのかは不明だが、どちらにせよ周囲の人間はテンションを切り替えるのに精せい一いつ杯ぱいとなる。

　躁そう鬱うつの激しさと言えば、ＮＹの中では情報屋のエレアンが有名だ。しかし、グラハムの場合は躁鬱状態というわけではなく、常に躁状態で感情の方向だけがコロコロと切り替わる。

　それが──ダラス・ジェノアードが消えた時期、彼と入れ替わってこの街に現れた、街の愚ぐ連れん隊たいを指し揮きする青年の概がい要ようだった。

「素晴らしい！　素晴らしいよ人生は全く！　よし、楽しい話をしようとしたがこれといって何も思いつかないぞ！　こいつはワクワクしてきた！　俺のＯＫ脳がＯＫじみる程ほどにＯＫ過ぎるぜお前ら、何か楽しい話をしろ！　しないとお前らの関かん節せつを一つずつ壊すがよろしいか！」

　暴ぼう君くん丸まる出だしの言葉を吐き出しながら、手にしたレンチを横に捻ひねるグラハム。

　レンチの先に自分の肘ひじが挟まれて捻り折られる姿を想そう像ぞうし、周囲の人ひと影かげ達はゾクリと背中を震わせる。

　沈ちん黙もくを続けて本当に折られても、また先せん刻こくの暗い調子に戻られても困る。そう判断した人影の一人が、恐る恐る声を絞しぼり出した。

「グ、グラハムさん……。ええと、その、楽しい話かどうかは解わかりませんが、最近街まちに入ってきた新入りどもの事は知ってますか」

「いや、知らないな。……やばい、知らない話だ！　俺、なんだかワクワクしてきたぞ！　この胸の高鳴りはどうやって抑えよう！　壊すか？　なあ、何か壊すしかないだろうそうだろう!?　どうする！　さあどうする！」

　そう言いながら、廃はい工場に打ち捨てられたなんらかの機械をレンチで弄いじり始めるグラハム。

　力任まかせに殴なぐるものかと思いきや、機械のジョイントなどを的確にレンチで外し、時には懐ふところから小さなドライバーやニッパーを取りだして二に刀とう流で解かい体たいを続けていった。

「い、いや……俺らみたいな愚ぐ連れん隊たいって感じなんすけどね……。どうも奴やつら、ミリオネア・ロウに出入りしてるらしいんすわ」

「ミリオネア・ロウ？　あの金持ち通りか？」

「はい」

　ミリオネア・ロウと言えば、国内でも指ゆび折おりの金持ちが別荘などを並べ立てている豪ごう邸てい通りだ。ＮＹの中でも特別に格かく式しき高い風ふう潮ちようを漂わせている地区であり、自分達が住んでいる場所とは物理的にも精神的にも隔へだたりのある場所だ。

「いいね、景けい気きのいい話は大好きだ！　で、なんでそんな、俺達みたいな連れん中ちゆうがそこに出入りしてるんだ？　強ごう盗とうか？　そうか、強盗しかないだろう！　くそ……先を越される前に俺達も家を解体して金庫を持ち出してここでゆっくりと頑がん丈じような金庫をバラしてバラしてバラして……あああ、興こう奮ふんしてきた！　超ちよう絶ぜつ的に絶対的に絶望的に興奮してきた！」

　機械を解体する手つきは正確なまま、グラハムの身体からだは踊るようにフニフニと動き続ける。機き嫌げんがよくなっているというより、破は壊かいの目が機械だけに向いている事に安心しながら、彼の部下である不ふ良りようが話の続きを切り出した。

「いや……それがどうもですね……ジェノアード家の当とう主しゆと知り合いらしくって、別荘の一つに入り浸びたってるらしいんすわ」

「ジェノアード？　ああ！　知ってるぞ！　去年、当主と長男がダムだか川だかに沈んで死んだって奴だろ？」

「ええ、当主っていうかなんてーか、今は次じ男なんのダラスってのも行方ゆくえ不明で、長ちよう女じよのイブとかいう嬢じようちゃんが財産を受け継いだらしいんすわ」

「なるほど！　つまりその新しくこの街に来た連れん中ちゆうが、どういうわけかそのイブって女に取り入ったんだか脅おどしたんだかしたってわけだ！　それはすごい！　天才じゃないのか？　ごめん、今、よく解わからないけどとりあえず天才って単語が使いたかっただけだ！」

　意味の解らないテンションのグラハムにつられるように、不ふ良りようもまた自らのテンションをあげていく。

「つまりっすね！　奴やつらを上う手まく取り込んで、しまいに乗っ取っちまえば、俺らも甘い汁が吸えるってわけでゴブァッ!?」

　言葉の最後が奇き妙みような呻うめきに変わり、不良はガクガクと膝ひざを震わせながら前まえ屈かがみに崩れ落ちる。

　彼の腹には巨大なモンキーレンチの先せん端たんが食い込んでおり、内ない臓ぞうが押されて脊せき髄ずいにまで衝しよう撃げきが走り抜けたと思われるように見えた。

「はいはいはいはい、ＮＯだよＮＯ。何その寄き生せい虫ちゆう根こん性じようまるだしな計画。俺なんだかワクワクしてきたよ！　でもＮＯ！　ザ・ＮＯ！　そんな弱気な事でどうするのっつーか、それじゃ何も壊せないじゃん。そいつらの友情とかは壊せるかもしれないけど、俺が壊したいのは物理的な物なの解る？　解ってるなら返事！」

　ニコニコと笑いながらレンチをぶらつかせるグラハム。

　対する不良は、腹を突かれた衝撃で上手く言葉を口にできない状況だ。

「……返事は？」

　目は笑いながらも、声は全く笑っていない。

　返事をしなければならないと思う心に反して、声せい帯たいは疎おろか肺すらも上手く機能してくれない。

　その状況に絶望と焦りを感じながら、男は必死で肺と心を落ち着かせようとする。しかし、バクバクと鳴り響ひびく心しん臓ぞうと腹部から感じる鈍どん痛つうが彼に休息を許さない。

　彼の心臓をさらに高鳴らせるかのように、グラハムが巨大なモンキーレンチを高々と振り上げ──不良にとってそれは、ギロチンの刃やいばの如ごとき『死』の象しよう徴ちようとして目に映る。

「返事がない。ただのしかばねに……なれや！」

「ひいああああああ────ッ！」

　ようやく絞しぼり出せた声は悲鳴にしかならず、部屋の中に鈍い音が響き渡った。




「ヒャハハハハハ！　冗じよう談だんに決まっているだろう！　なんでそんな、お前、気き絶ぜつする事ないじゃないか！　もう俺、無む茶ちや苦く茶ちや罪ざい悪あく感かんで一いつ杯ぱいだよ！　やばい、ワクワクしてきたどうしよう。下した腹はらのあたりがキューっとすぼまるような感じがある！　寂しさとうれしさが入り交じったような、旅行の前の日に感じるようなあの感覚だよ！　だからその感覚に免めんじて許せ、な？」

　砕くだけ散ったコンクリートの横で、白しろ目めを剝むいて気絶している不良少年。

　意識の無い彼に自分本ほん位いもいいところな謝しや罪ざいを済ませると、グラハムは作業着のポケットから取りだした野球ボールほどの歯は車ぐるまを用いてお手て玉だまを開始する。

「……で？　その新入りの連れん中ちゆうにもリーダーはいるんだろう？　それってどんな奴やつよ？」

　当然といえば当然の問いに、側そばにいた別の男が背せ筋すじを伸ばして答えを返す。

「は、はい！　フレッドの病院に行ったときにたまたま見かけたんですが、顔に剣の刺青いれずみをした、妙みようにオドオドした奴っした！」

「刺青してるのにオドオドしてる!?　ヤバイ。よく解わからんがすごい、そいつはすごいぞ！　下へ手たをすれば殺されかねんな……誰が？　俺が！　そしてお前らが！　誰かに！」

『誰かに!?』

　テンションが高い時の言げん動どうはいい加か減げんな物が多いと解っていても、不ふ良りよう達は思わず声に出さずにはいられなかった。

「顔に剣の刺青か……こいつは壊しがいがありそうな……ん？」

　当然のように周囲のツッコミを無視しながら、グラハムはハタと動きを止める。

「……確か……この辺に」

　そのまま工場の隅すみにある机に向かい、紙やゴミがちらかった机き上じようをガサガサと漁あさり始めた。

「あー、あった。これだこれ」

　その中から一枚の紙を見つけると、それを仲間の不良達の方に向かって無む造ぞう作さに突きつける。

「ひょっとして、こいつじゃないか？」

　その紙に描かれていた似に顔がお絵えを見て、部下の一人が思わず声を大きく張り上げた。

「あッ！　こ、こいつですよ！　間違い無いです！」

「ビィィィンゴォ！　ヒョウッ！　ヒョホハァ！　イー！　イー！　イー！」

　奇き声せいを並べたてて喜びを表現するグラハムの傍かたわらで、不良達はどうして似顔絵があるのかと疑問に思ったが──紙に描かれた情報を見て、彼らは即そく座ざに納なつ得とくした。

　そこにはかつてグラハムが関わりを持っていた、ルッソ・ファミリーの幹かん部ぶの署しよ名めいが入っており──文章を要約すれば、【捕ほ縛ばくした者には報ほう酬しゆうを与える】といった事が描かれていた。

　万まんが一いち警察に見つかっても単なる人ひと捜さがしにしか見えない文面だが、ルッソの名を知る者が見れば、この紙の意味する事は一つしかない。

　すなわち──賞金首。

「嬉うれしい……嬉しい話をしよう。嚙かみしめろ。楽しいと嬉しいはまったく別べつ物ものだ！　楽しいは一いつ過か性せいだが嬉しいは永遠に記き憶おくに残るものと俺は判断した！　今！　勝かつ手てに！　ふふ……身み勝手だと笑うか？　ならば笑うといい！　笑った奴から解かい体たいするがな！」

　無む茶ちやな事を言いながら、グラハムは再び大型機き械かいに向かい、先せん刻こく以上のペースで解体を進めていった。







「さて、楽しくも悲しい話をしよう。楽しさ、それは悲しさの裏うら返がえし……なのか？　すなわち天国と地じ獄ごく。鈍どん行こうと特急。ラブ＆ピース！　ラブッ＆ッピィースッ！」

「なんで二回言いうんすか……」

　数十分後ご──原げん型けいを止めないまでにバラバラにされた大型機き械かいを前にして、グラハムは何かをやりとげた男の顔で口を開く。

　細かく分ぶん解かいされた部品を更さらにレンチで叩たたき伸ばしながら、彼は一つの計画を口にした。

「とりあえず、ジャグジーって奴やつを捕らえればルッソの旦だん那なから金が入る。ム所に入ったラッドの兄あに貴きへの手た向むけにもなるかもしれん！　関係無ないけどな！」

　実はラッドとジャグジーが出会っているという事も知らずに、グラハムは徐々にテンションを上昇させて語り続ける。

「そう……ラブ＆ピースにちなんで一いつ石せき二に鳥ちようの話をしよう」

「ラブ＆ピースにちなむ必要はグボッ」

「ともかく！　まずはあれだ。そのイブって女を攫さらう！　ヤバイ……年とし頃ごろの女を攫うなんざもうそれだけでワクワクしてきたが、残念な事に俺は年上趣しゆ味みだ！　同い年と年下に興きよう味みはない！」

「え、じゃあ俺らにマヴァッ!?」

　モンキーレンチで仲間の腹を軽く叩たたきながら、彼は計画のおおざっぱな内容を語り出す。

「その人ひと質じちでジャグジーをおびき寄せりゃ、ジャグジーもゲット！　そして身みの代しろ金きんもゲット！　どうだ？　見事に楽しくも悲しい話だろう？」

「どこがどう悲しいんすか？」

　部下の余よ計けいな問いかけに、グラハムは自信に満ちた表情で言葉を紡つむぐ。

　楽しそうに。

　実に実に楽しそうに──

　その影に、どこか白服の殺人鬼きを思わせる笑顔を浮かべ──




「俺達は楽しくて……奴やつらは悲しいだろう？」













間章『ＴＩＰＳ　列車到とう着ちやく前夜の男女』







１９３１年　12月

リトルイタリー某ぼう所しよ　古ふるアパートの一室




　フィーロ・プロシェンツォという若いギャングスターにとって、その夜はいつもと少し違う空気に包まれていた。

　明日あしたは12月31日で、年の締めくくりという事もあるが──彼にとって、新年よりも前に迎えなければならぬものが存在した。

　一年前、とある事件で知り合った友人達。

　アイザックとミリアという名の、少し間の抜けたカップルだ。

　彼らが大陸横おう断だん鉄道『フライング・プッシーフット』に乗り、大陸の遥はるか西部、カリフォルニアから一年ぶりにやってくるのだという。

「それにしても、あいつらカリフォルニアで金きん掘ほりしてたんだって？　会ったときから変な奴らだとは思ってたけど、なんだって今いま更さら金きんなんか。それに、金って普通川かわで採とるんじゃなかったっけか？」

　童どう顔がんの青年は、そのような疑問の声を広い部屋に響ひびかせた。

　ちょっとしたホテルの内ない装そうを思わせる、広く整っているが、どこか個性の欠けた印いん象しようを与える地じ味みな部屋。

　独身者には贅ぜい沢たくと言える間取りのアパートだが、フィーロは数年前から一人でこの部屋に住み続けている。両親を結けつ核かくで失った事で、ヘルズキッチンにある元のアパートから出る事を余よ儀ぎなくされた。仲の良かった隣りん人じん達とも別れ、たった一人でこのＮＹという街の中に放り出される。

　その後、彼は『マルティージョ・ファミリー』というギャング組織の一員という立場と、それに見合った収入を得るようになった。マフィアではなく『カモッラ』と呼ばれる組織なのだが、社会からはどちらも同じギャング組織として扱われるのが通常だった。

　ともあれ、決して褒ほめられた仕事ではないながらも、フィーロ・プロシェンツォという青年は、自じ力りきでこのアパートに住み続ける権利を手に入れたのである。

　それから長い間、広すぎる部屋で孤こ独どくな夜を過ごしていたフィーロだったのだが──

　現在は、フィーロの声に答える同どう居きよ人にんが存在する。

「昔、まだ山から金が出た頃の坑こう道どうを更さらに掘り進めているそうですから、可能性はゼロではありません。限りなく低いですけれど……。それに、カリフォルニアには瑠璃石ラピスラズリの鉱こう脈みやくもありますから、なんとか食べていけると思います」

「食べていけるも何も、あいつらもあの『酒』を飲んだんだから、餓が死しする事は無いだろ？」

「栄えい養よう不足で完全に動けなくなる事はありませんが、やはり食事を摂とった方が効率良よく動けますし、精神的な空くう腹ふくは感じます。個体差さはあるようなのですが……。人間ではない私ですら、長期間食しよく事じを摂せつ取しゆしなければ飢き餓が感は感じます。……セラードと共にいた頃は、同行の必要が無ければ食事を与えられる事はありませんでしたので、空腹にも慣れてしまいましたが」

　淡たん々たんとした口く調ちようで語るのは、フィーロと同年代と思おぼしき若い娘だった。

　子供っぽさを残したフィーロとは対たい照しよう的に、どことなく凛りんとした顔つきをしており、知らぬ者の前に並んで立てば、フィーロが弟でエニスが姉だと言われても納なつ得とくする事だろう。

　説明口調で語られた凄せい惨さんな過去に、フィーロは目を丸くして口を開く。

「あ、い、いや、そんな、エニスに嫌な事を思い出させるつもりじゃなかったんだ、悪い」

「？」

　何な故ぜフィーロが謝るのか理解できないのか、エニスと呼ばれた娘は戸と惑まどいの色を表情に浮かべてみせた。




　彼女の名はエニス。

　年とし若わかい娘に見えるが、正確には彼女は人間ではない。

　何を以もって『人間』と定てい義ぎするのかにもよるが、彼女は人ではなく、『人を模もした何か』として生み出された存在だ。

　不ふ死しの酒の研究過か程ていで、その副ふく産物として生み出された彼女は、一年前までは創造主しゆであるセラードという錬れん金きん術じゆつ師しの手て駒ごまに過ぎぬ存在だった。

　だが──とある事件をきっかけとして、彼女には自由が与えられる。

　現在の彼女の主あるじは、目の前にいる童どう顔がんの青年だ。

　街に居を構えるギャングの一員という話だが、エニスにとってはその立場に何かを言う事はできない。彼女もまた、セラードの言いなりとなっていくつもの罪を犯してきたのだから。

　エニスは最初、何な故ぜ青年が自分に自由を与えてくれるのかが解わからなかった。

　それが青年の優しさだと気付いたのは、彼がエニスをこのアパートに連れてきた時だ。

　無言のまま食事を作り始め──エニスがそれを口にして『美お味いしいです』と告げた瞬しゆん間かんに、青年は、それこそ子供のように嬉うれしそうな笑顔を見せ、エニスはそれ以上彼の自分に対する扱いに疑問を持つ事は無くなった。

　ただ、彼の優しさに自分も報むくいなければならないと、要いらぬ気き遣づかいを抱えてはいたのだが。




　彼女は気付いていなかったのだ。

　フィーロという青年の中に、優しさ以外にも、実に私的な下した心ごころがあったという事に。

　そして、フィーロという青年もまた、その下心をエニスという可か憐れんな朴ぼく念ねん仁じんに悟さとらせるにはあまりにも奥おく手てな性格をしていたのだ。

　何しろ、彼女の『主』となり、同居を開始してから一年以上もの間──

　青年は、告白やキスは疎おろか、手を握る事すらできずにいるのだから。




　そんな奥手な青年と鈍どん感かんな娘ではあるが、その生活は実に充実していると言えた。

　純情な青年にとっては、少女はただそこに居るだけで良い。

　彼女の幸せを願うだけで、青年は彼女を愛していると満足してしまったからだ。

　朴ぼく訥とつな娘は、そんな青年が微笑ほほえんでいるのを見れば満足だった。

　青年の微笑みは、自分がここにいても良いという証明に思えたから。

　子供のような純じゆん朴ぼくさと、過去の経験が与えた疵きず痕あと。

　二人の気持ちは全く違うものながらも、奇き跡せき的に嚙かみ合っていた。

　だが、徐々にそうしたすれ違いも消え、エニスも純じゆん粋すいにフィーロという『家族』を得た事に幸せを感じ始め──フィーロもまた、何らかの進しん展てんが欲しいとは思い始めていた。
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数時間前まえ　ＮＹ某ぼう所しよ　地下カジノ




「あん？　なんだって？」

　ぶっきらぼうな声をあげたのは、フィーロより頭一つ以上も背せ丈たけの高い偉い丈じよう夫ふだ。

　ベルガ・ガンドール。

　近きん隣りんの小さなマフィア『ガンドール・ファミリー』を仕切る三兄弟の次じ男なんで、フィーロとは昔から気き心ごころの知れた幼おさな馴な染じみだ。

　明日、彼らの共通の知人がこの街にやってくる為ため、共に迎えに行こうという話になっていたのだが──そんな雑ざつ談だんの後に、フィーロが妙みような事を言い出したのだ。

「いや、だからさ、お前、一昨年おととしカリアさんと結婚したろ？」

「お、おお」

「なんだよその反応。ああ、もしかしてまた喧けん嘩かでもしたのか？」

「うるせえな、お前にゃ関係ねえだろ」

　どうやら図ず星ぼしだったらしく、目を逸そらしながら答えるベルガ。

　フィーロはそんな幼馴染みに苦く笑しようしつつ、やや確信をついた所を尋たずねかける。

「あのさ……ベルガとカリアさんってさ、どうやって結婚したんだ？」

「……なんだぁ？　俺があんな別べつ嬪ぴんな嫁よめ貰もらうのがおかしいってのか!?　あぁ!?」

　顔を顰しかめながら凄すごむベルガに、フィーロは溜ため息いきをついてから一歩も引かずに睨にらみ返した。

「ちげぇよ！　そういう話じゃなくてだな！　……あー、ほら、結婚しようって言い出す時とか……どうやって言い出したんだよと思ってな」

　徐々に声を小さくしながら呟つぶやくフィーロに、ベルガはあきれ顔で言葉を返す。

「何を言い出すかと思えば……んな事なんで今いま更さら聞くんだよ。結婚した時にいくらでも聞けたろうに、ああいうノリの時じゃなきゃ、こっぱずかしくて一いち々いち言える筈はずねえだろうが」

「いや、それは解わかるんだけどよ。あの時は俺の方が恥ずかしくて聞けなかったからさ」

「……まあ、俺の場合はカリアの奴からだよ。『それでは、来月ぐらいに結婚しましょう』なんてカリアに真ま顔がおで言われて断れると思うか？」

「そっか……カリアさんの方からか……じゃあ、参考にならないな……」

　ブツブツと呟くフィーロに、ベルガは何か察したようで、厳いかつい顔をにやつかせながら、からかい半分で問いかける。

「なんだぁ？　エニスの嬢じようちゃんにいよいよ求きゆう婚こんでもすんのか？　っつーかお前ら、いつの間にキスとかベッドとか済ませたんだ？」

　すると、フィーロは幼さの残る顔を真まっ赤かに染め上げ、照れを誤ご魔ま化かすように怒りの声を張り上げた。

「なっ……！　ば、馬鹿にすんなよ！　俺がそんな事を目当てにエニスと暮らしてるとでも思ってんのか！　お、俺が、エニスを好きだとでも思ってるのかよ！」

「違うのか？」

「あ……いや、完全に違うとは、言い切れないし、一ひと目め惚ぼれしたのは確かなんだけどよ……。その、だけど、キスとか手を握るとか、そういうのはやっぱり正式に結婚してからっていうか、まだ俺達付つき合ってるってわけでもないただの同居人なんだしよ……」

　あまりにもウブな反応を見せるフィーロに、ベルガは真剣な面おも持もちになって口を開く。

「……フィーロよぉ。お前、もしかしてあれをまだ気にしてんのか？」

「あ、あれってなんだよ」

　ビクリと身体からだを震わせるフィーロに、ベルガは淡たん々たんと一つの『過去』を語り始めた。

「ほら、ガキの頃に女と間違えて変へん態たいに攫さらわれて、そのまま襲おそわれそうになったのを親おや父じとキー兄に助けられた事があったろ？　アレ、まだ気にしてるんじゃ……」

「なっ！　なっ……っなわけねえだろ！　大体、あんなのは俺一人ひとりでもどうにでもなったって、前から言ってんじゃねえか！」

「でも、ラックの奴やつが『フィーロが奥おく手てなのは、女に手を出そうとする男が汚けがらわしくて恐ろしいものだと思ってるからかもしれない』って……」

「ら、ラックの野や郎ろう！　そ、そんなデタラメ言ってやがんのか！」

　声を上ずらせながら言うフィーロを見て、幼おさな馴な染じみの巨きよ漢かんは『図ず星ぼしだなこりゃ』という表情になって溜ため息いきを吐く。

　そして、思い出したように、明日あした迎えにいく共通の知人の名を口にする。

「クレアを少しは見習えよ。あいつ、昔から惚ほれた相手にゃ３秒で告白してたろうがよ」

「前から思ってたんだが、あいつって本当に人間か？」

「お前が言うかぁ？　それか……そうだな、少しはあの馬鹿そうなカップルを見習えよ」

「ああ、アイザック達か」

　──こいつに馬鹿とは言われたくないだろうな。

　フィーロはそんな事を考えつつも、今の台詞せりふは存ぞん外がい『名めい案あん』として青年の心に深く受け止められた。

　彼の脳のう裏りに浮かび上がるのは、かつて出会ったカップルの破は天てん荒こうなまでの親しん密みつ度ど。

　──あいつらみたいに開き直れたら、俺もエニスと……。

　──手を繫つないだりとか……。

　──おいおい、そんな事してもいいのかよ。

　──そもそもエニスが嫌がったらどうすれば……。

「おい、どうした？　熱でもあんのか？」

「えっ、なんだって？」

　慌あわてて顔を上げると、そこにはエニスとは遠くかけ離れたゴツイ男の顔があった。

「面つらがロブスターみてえに真まっ赤かになってんぞ」

「あ、ああ、いや……」

　誤ご魔ま化かすように手を振り、逃げるように背を向けるフィーロ。

「と、とにかく明日はマイザーさんと合流して行くから、運がよけりゃ駅の中で会おうぜ」

　地下カジノから出口に向かう階段を上りながら、青年の頭の中には明日あした以降のプランが着々と練り上がりつつあった。

　エニスとの仲を進展させる為ための、フィーロにとって一いつ世せい一いち代だいの大だい作戦が。
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　そして、アパートに帰り着いたフィーロは、エニスに明日の話を切り出したのだが──

　エニスもアイザックとミリアを迎えに行くつもりのようで、フィーロとしてはまさに願ったり叶かなったりの状況となる。

「そうか、じゃあ、明日はマイザーさんと俺の賭と場ばまで来てくれよ。そこから一緒に行こう」

「分かりました。では、私はアルヴェアーレから向かいます」

　エニスが淡たん々たんと答えるのを聞いて、フィーロは心しん中ちゆうで拳こぶしを握る。

　──よし、一緒に出かけるっていうのも久しぶりだから、この時点でもう成功だ。

　志こころざしの低いハードルのクリアではあったが、フィーロの欲望はその段階で既すでに充足している。

　──よ、よし。これで後は、アイザック達を迎えるだけだ。

　──アイザックとミリア。長い付き合いってわけじゃないが、大体どんな連れん中ちゆうかは分かってるつもりだ。

　──あいつらはいっつもベタベタだったからな。

　──その、なんだ、手を握ったりするに違いない。

　青年の頭の中では、アイザックとミリアのハイテンションな姿が何度も何度も再生され続ける。その中で彼らは互いに手を取り、道の真まん中なかでダンスを踊り始めたりしているのだが、実際の光景と殆ほとんど差さ異いの無い映像だった。

　──そこで、『俺達も手を握ろうか』と手を握る。

　彼の中においてのみ完かん璧ぺきなプランを考えつつ、フィーロはそこではたと思し考こうを止める。

　──……。




　──手を握って……な……何を話せばいいんだ!?

　──告白……は、ま、まだ早いよな？

　──いやまて、告白する前に手なんか握って許されるのか!?

　──くそ、こんな事、誰にも相談できねえしなあ……。




　フィーロ・プロシェンツォ。

　彼は女性に対して今まで奥おく手て過ぎた為ために──

　女おんな心ごころは疎おろか、自分の恋こい心ごころの扱い方すらも全く理解できない青年となっていた。

　それが良かったのか悪かったのかを理解するのは──

　何年も、何十年も先の話。





⇔






数日後ご　闇やみ酒場『蜂の巣アルヴエアーレ』




「……」

　フィーロはふと我に返る。

　フライング・プッシーフットの到着から暫しばらく経過したある日、彼は自分がドミノの牌はいを並べている状況を顧かえりみる。

　──俺、何してんだろうな……。

　そう、彼は今、自分の意い思しで、ドミノの牌を並べているのだ。

　アイザックとミリアの二人は、ＮＹに到着するや否や『ウィーアードミニストだ！』とわけの分からない事を言いだし、大量のドミノ牌を買い付け──




　現在、『蜂の巣アルヴエアーレ』内では、ちょっとしたドミノブームが起こっていた。

　様々な図ず柄がらを色分けしたドミノ牌で描き、それを指ゆび先さき一つで全て倒すという、構こう築ちくと破は壊かいが織りなすカタルシス。

　そんな作業に没ぼつ頭とうしていたフィーロは、悟さとりでも開いたのか、本ほん来らい自分が計画していた事を思い出したのだ。

　──そうだよ、俺、エニスと……。

　──アイザック達をだしにして……それからエニスとの仲を進しん展てんさせようと……。

　──なんで俺、ドミノなんか並べてるんだ？

　──ああ、そうか。そういやチェス君がうちに来る事になったからうやむやになったんだ。

　いい年して何をやっているのかと冷静に自分を見つめ直し、こんな事はもう止めようと顔を上げた。

　すると──そこには自分と同じように膝ひざをついて牌はいを並べているエニスの顔があった。

「……っ！」

「？　どうしました、フィーロ」

　淡たん々たんとした調子で尋たずねるエニスに、フィーロは思わず目を逸そらし、一言。

「い、いや……そろそろお昼だなって思ってさ。だから、そろそろ……」

　一緒に御ご飯はんでも食べようと誘いかけようとした次の瞬しゆん間かん──

　フィーロの惚気のろけた空気を全く読まない声が、彼らの上から容よう赦しやなく降り注そそいだ。




「おーい、フィーロ！　ペッチョ達に聞いたんだけど、お前、なんかカジノの社長なんだって？」

「カードだね！　スロットだね！　ルーレットだね！　モノポリーイブニングスだね！」

　見上げると、そこには底そこ抜ぬけの笑顔を浮かべる男女が一組。

　目を輝かせているアイザックとミリアに、フィーロは溜ため息いき混まじりに答えを返す。

「いや、社長ってわけじゃ……。つーか、モノポリーイブニングスってなんだ？」

　そんな疑問が聞こえていたのかいないのか、アイザックとミリアは左右から激しくフィーロの肩をゆすり始めた。

「なあなあ、連れていってくれよ！　俺、ギャンブラーってのに憧あこがれてたんだよ！」

「お子様にはミルクが出てくるね！　それを敵の顔にバシャーってかけるんだね！」

「お互いにイカサマをして、見み破やぶったら撃うち合うんだろ！」

「負けたら蜂はちの巣すだね！　勝ったら縛しばり首だね！　喧けん嘩か両りよう成せい敗ばいだね！」

「そんな西部の安やす酒場のカウンターみてえな遊戯台テーブルはねえよ」

　二人の声を聞く内に、フィーロの中からは再び『計画』の事が消え失せていった。彼らのように……とまではいかなくとも、少しはエニスと仲良くなりたいと思っていた思いが、彼らを見ていると薄れていくという矛む盾じゆん。

　そんな自分の心しん境きようの変化にも気付かぬまま、フィーロは苦く笑しよう混じりに口を開く。

「しょうがねえな……。代わりに、大おお損ぞんしても知らないからな」




　結局、押し切られる形でアイザック達をカジノに連れて行く事になったフィーロ。

「いってらっしゃい」

　柔らかい声に振り返ると、エニスが微笑ほほえんでいた。

　何か釈しやく然ぜんとしないものを感じていたフィーロだが、そんな心の陰いん鬱うつな雲など、彼女の笑顔一つで心の外側に吹き飛ばされる。

　単純で純じゆん粋すいなギャングスターは、今日も「これでいい」と微笑んだ。




　そう微笑む事ができる今の状況こそが、何よりの幸福だと信じながら。
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[image: 第四章『裏返る世界』]






















１９３２年　１月　ＮＹ　闇やみ酒場『アルヴェアーレ』前




「……ここにいるって聞いたけど……」

　冬を強く感じさせる、冷たい空気を伴った夕暮れ。

　社交用の外出着を身に纏まとった一人の女が、ＮＹの路ろ地じの上を静かに佇たたずんでいる。

　街頭の少ない路地の中で、一ひと際きわ目立った明かりと臭においを振りまく店があった。

　蜂はち蜜みつ専門店『アルヴェアーレ』。

　甘い蜂蜜の臭いが鼻び腔こうをくすぐり、立っているだけで腹がふくれそうになる。

「本当に、ここにあの子がいる……？　まさかね。社長に担かつがれているだけだよね……」

　そう呟つぶやきながら、作業服ふくの女──レイチェルは、昨年の年末に起こった事件を思い出す。

　フライング・プッシーフット事件。

　世間的には闇に葬ほうむられた事件だが、彼女は二つの顔を持ってその事件に関わっていた。

　一つは、情報屋の使い走りとしての顔。

　もう一つは、無む賃ちん乗車を繰り返す犯はん罪ざい者しやとしての顔。

　情報屋である『ＤＤ新聞社』の準じゆん社員のような形である彼女は、シカゴで起こったとある事件の情報を持ち帰る為ために列車に乗り合わせていた。

　ただし、正せい規きの切きつ符ぷを買わずに、無賃乗車という形をとって。

　無賃乗車をやめた今となっては馬鹿な理由だと思うが、レイチェルは復ふく讐しゆうの為にその所しよ行ぎように手を染そめていた。

　自分の父を裏切った鉄道会社。寧むしろ鉄道そのものを憎にくもうとしていた彼女にとって……そして、心の底では父が愛した鉄道を憎みきれなかった彼女にとって……無賃乗車は、唯ゆい一いつの復讐らしい復讐と言える行為だった。

　事件の全てが終わった後で、どうしても気にかかった事があり──彼女は自らの雇やとい主ぬしである情報屋の社長に尋たずねかけた。

『あの列車で、一人の子供が殺された筈はずだ』と。

　彼女は確かに見たのだ。

　赤い影の手によって線路に押しつけられた少年が、半身を大地に削けずりとられる瞬しゆん間かんを。

　──生きている筈がない。

　そう思ったのだが……あの赤く染まった怪かい物ぶつ車しや掌しようが、気になる事を言っていた。

　列車の中で少年の事を尋ねた時に、




『あとは本人に聞け』




　と、事も無げに言い放ったのだ。

　見方によっては『お前もあの子のいる地じ獄ごくに送ってやるぜ』という意味に受け取れなくもないのだが、そんな雰ふん囲い気きではなかったように思える。

　その後、色々とばたついてしまったが、レイチェルはその後、一度だけ少年の姿を確認している。もっとも、死体だという前ぜん提ていで見ていたのだが──あるガンマンと赤いドレスの女が、列車の下に縛しばられていた筈の少年を抱えて列車から落ちたのだ。

　彼女はそんな彼らを救おうと手を伸ばし──赤い怪物の助けもあって、列車からの転てん落らくだけは免まぬがれたと記き憶おくしている。

　だが、結果として、あのガンマン達はどうなったのだろう。

　引き上げられたとはいえ、一度は地面に叩たたきつけられたのだから、重じゆう傷しようを負っていてもおかしくないのだが。

　その辺りの事が疑問として残り、情報屋の社長に意を決して聞いてみた。

　少年の死体も企業によって隠いん蔽ぺいされた。

　救われない結末も覚かく悟ごしていたのだが、社長は書類の奥からこともなげに答えを返す。

「そんなの、本人に会って聞いてくればいいじゃないか」







　数時間後ご──

　彼女は、この『アルヴェアーレ』の前に立っていた。

　──でも……社長が子供の生き死にで冗じよう談だんを言うとも思えない……。

　何がなんだか解わからぬまま、とりあえずレイチェルは店の中に足を向ける。

　気の強そうな女おんな店主に向かって『扉とびらの奥へ』と注文すると、彼女は「新しん顔がおだね……。中にいるのは危ないのが多いから、あんまりハッチャけないようにね」と忠ちゆう告こくし、レイチェルを扉の奥に広がる闇やみ酒場へと案内した。

　そして、彼女は扉を潜くぐり、『闇酒場』の全ぜん貌ぼうを目もく撃げきする。

　──凄すごい広さね。

　通りから見る概がい観かんからは想そう像ぞうも付かない程ほどに豪ごう華かな内ない装そうの闇酒場に、レイチェルは思わず息を吞みかけたが、なんとか平静を装って空あいている席を探し始める。

　女店主の言った通り、店の中には堅かた気ぎと思えないような雰ふん囲い気きの人間が数多くいた。

　がっしりとした体格を揺らしながら笑う老ろう齢れいの東とう洋よう人じん。

　近寄りがたい空気を携たずさえた鋭い目つきの男。

　不ぶ気き味みに微笑ほほえみながらブツブツと独ひとり言ごとを呟つぶやいている男。

　首くび筋すじに大きな傷のある、歴れき戦せんの勇者といった風ふう貌ぼうの中年男性。

　料理に胡こ椒しようを大おお目めに掛けている、貫かん禄ろくのある初しよ老ろうの男。

　一見するとこの場所に似つかわしくないような、にこやかな笑顔を浮かべた眼鏡めがねの青年から、如い何かにもギャングといった雰ふん囲い気きを持つ、必ひつ要よう以上に瘦やせた男と丸まる々まると太った男まで──

　様々な人種と職業の人間が入り乱れているように感じられたこの場所は、どこかあの『フライング・プッシーフット』の食堂車しやを連れん想そうさせた。

　ようやく見つけた空席の傍かたわらには、まだ年とし端はもいかない子供の姿まであった。

　こんな子供が闇酒場で何を頼んでいるのだろうと、レイチェルはその席を覗のぞき込み──

　少年と、目があった。

「え……？」

　その瞬しゆん間かん、レイチェルの心が凍り付く。

　呆ほうけたような表情をしている彼女に、見つめられている少年が不ふ思し議ぎそうに声をかけた。

「？　どうしたの、お姉ねえちゃん」

　子供らしい言葉使い。だが、その声には聞き覚えがあった。

　悲鳴として。

　身体からだを削けずられる悲鳴として、彼女は確かにその少年の声を聞いていた。

「どうして……？」

　思わず声を漏らしてしまったレイチェルに、少年は訝いぶかしげな視線を向ける。

「？　な、なあに？　僕の顔になにかついてる？」

「あの列車で……死んだ筈はずじゃ」

「！」

　レイチェルの言葉は、少年の表情を露ろ骨こつに変化させた。

「え、エニスお姉ねえちゃん、僕、ちょっと散歩に行ってくるね！」

　対たい面めんに座っていた若い女にそう言うと、少年は飲みかけの蜂はち蜜みつジュースをテーブルにおいて立ち上がり、店の外へと向かって足早に歩を進めていった。
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　それを追って、レイチェルも入ってきたばかりの店から外へと向かう。冷やかしか捜そう査さ員いんの調査と思われるかもしれないが、今はそんな冷静な判断をする事はできなかった。

「お？　なんだなんだ」

「おいおい、その小こ僧ぞうは売り物じゃねえぜ」

　10歳さい前後にしか見えない少年と、それより10歳ほど年上と思しき娘が共に外に向かう姿を見て、店の中から軽快なヤジが飛ぶ。

「なんだ、あのませガキ、もう女をひっかけてやがんのか？」

「隅すみにおけねえなあ」

　瘦やせた男と太った男が下げ卑びた言葉をかけてくるが、レイチェルの耳には届いていなかった。

　──生きていた。

　身体からだの半分を失った筈はずの少年が、何事も無かったかのように、疵きず痕あとも無く。

　──まさか。

　自分の中にある常識という壁が、即そく座ざに目の前の現実を撥はね付けた。

　──そんな筈はずはない。

　もしかしたら双ふた子ごの兄弟かもしれない。

　そうだ、それで、ネブラの圧力で事件を無かった事にするように脅おどされているんだろう。

　レイチェルは自分の中でそう結論づけ、心を落ち着かせながら外に出たのだが──







　店の直ぐ横の路ろ地じ裏うら。周囲に人がいない事を確認した瞬しゆん間かん、少年が口を開いた。

「お姉ねえちゃん……僕が死んだ所を見てたの？」

「……」

「頭を撃うたれた所？　それとも、線路に押しつけられてた所かな」

　少年の発言によって、レイチェルの期待は見事に打ち砕くだかれる事となった。

　レイチェルはいよいよどうしようもなくなり、かける言葉も忘れてしまう。

　こちらを露ろ骨こつに怪あやしむような目で見上げながら、少年は沈ちん黙もくを打だ開かいするように自らの名前を名乗った。

「……僕はトーマスだよ。よろしく」

「え、あ、私はレイチェル……」

　何気なく自分の名を返したが、少年は何な故ぜか必ひつ要よう以上に安心した表情を見せ、そこで初めて警けい戒かいを解いた目をこちらに向けた。

「そっか……お姉ちゃんが不ふ死し者じゃなくて安心したよ。あの店に来たのは偶然？」

「いえ、あの……ＤＤの社長に言われて」

　こちらから聞きたい事は山ほどあったが、レイチェルは少年の生存に対する衝しよう撃げきで思うように言葉が浮かばず、結果として逆に質問される事となってしまっていた。

　ついうっかり『ＤＤ』という単語を出してしまった事を後こう悔かいしたが、それは彼女にとって手っ取り早く話を進める為ための特とつ効こう薬やくとなった。

「……ああ、あの情報屋だね……じゃあ、別にここで噓うそをついても後でばれるだろうから、本当の事を言っておくよ。僕の本当の名前はチェスワフ・メイエル。チェスでいいよ」

「え？」

　本名と言って全く違う名を名乗った少年。その意い図とが解わからず混乱していた。

　やはり何と答えていいのか解わからずに固まっている彼女に対し、チェスと名乗った少年は、大きく息を吐いてから、ゆっくりと言葉を紡つむぎ出す。

「……お姉ねえちゃんの反応を見ると、不ふ死し者から説明した方がいいのかな？」

「ふし……しゃ？」

「いいよ。お姉ちゃんが不死者じゃないって解って安心したからね。なんでも聞きたい事に答えてあげるよ」

　少年は悪戯いたずらをする時のような微笑ほほえみを浮かべたが──

　その微笑みは、レイチェルから見てどこか大人おとなびたものだと感じられた。







　チェスと名乗った少年が語り続けた30分程ほどの時間は、レイチェルにとって忘れられない記き憶おくとなった。

　冬の寒さは鋭さを増していたが、寒さすらもはじき飛ばす興こう奮ふんを覚えている。

　少年が自分の事を語る間、その全てが夢ゆめ物語のように聞こえ、そして少年自身の存在がそれを現実として認にん識しきさせる。

　自分の腕を強く引っ搔かき、剝むけた皮が瞬しゆん時じに再生する姿を見た時は、自分が本当に夢を見ているのではないかと疑った。

　フライング・プッシーフットでの事件で一度裏うら返がえりかけた彼女の世界が、今度は明確に──強固な確信をもって裏返った。

　不ふ老ろう不死。

　その存在を認めるだけで、自分の世界に対する認識が綺き麗れいに塗り替えられる。

　世界そのものは、何なに一つ変化していないというのにも拘かかわらず。




「……もう、こんな所でいいかな、レイチェルお姉ちゃん」

　無む邪じや気きな子供の声だが、確かにその裏には大人びた人格が隠かくれているように感じられた。

「う、うん……ありがとう……ございました」

「別にいいよ。ああ、僕の方が年上だけど、気持ち悪いから子供みたいに話していいよ？」

「う、うん、ありがとう、チェス君」

　──たった一つの情報で、私の世界が裏返った。

　それは同時に、彼女が『情報』の力を確かに感じ取った瞬しゆん間かんだった。

　これまでも、情報屋の小こ間ま使づかいとして様々な情報を収しゆう集しゆうしてきたが、それらを遙はるかに超える力を持った情報だ。

　情報は世界を変える。人の運命を変える。

　いけすかない情報屋であるヘンリーの奴やつがそう言っていたが、確かにその通りだ。

　──こんな情報が、世界には溢あふれているのか。

「本当にありがとう、チェス君」

「え？」

「おかげで──私の人生がちょっと決まったよ」

「？　よく解わからないけど……良かったね」

　──情報屋になろう。

　──これまでのような使い走りではなく、社長や副社長のような、より多くの情報を司つかさどる立場になりたい。

　『情報』さえ知っていれば、父のような人間を出す事を止める事もできるかもしれない。

　手にした情報をどう使うかは、どんな情報屋になるかはまだ決められないが──それもまた、これから手にした情報によって決まるのだろう。

　──新聞社に戻ったら──社長に聞いてみよう。




　どうしたら、彼らのような情報屋になれるのか。

　どうしたらＤＤ新聞社の正社員になれるのか。

　恐らくそれが、自分にとって最初の『重要な情報』になるのだろうから────




　夕暮れが包み込む冬の寒さの中で、彼女の顔はとても晴れやかに輝いていた。

　まるで、彼女の前に新しい世界が開けたかのように。










　──と、ここで終わっていれば、レイチェルとチェスにとって幸せな日となったのだが──

　少なくともチェスにとっては、今日が気持ちよく終わる事は訪れなかった。




「よッ」

　路ろ地じ裏うらから出てきたレイチェルとチェスに、軽い挨あい拶さつの声がかけられる。

「？」「？」

　頭に疑問符ふを浮かべる二人に、その青年は友ゆう好こう的な雰ふん囲い気きで語りかける。

「いやー、無む茶ちや苦く茶ちや偶然だなオイ。俺はフィーロって幼おさな馴な染じみに会いに来たんだけどさ、あいつ、なんか知り合いのカップルを連れてカジノに行ったらしくてさ。客が来てるのを邪じや魔ましちゃ悪いと思って、今日は帰る事にしたんだが……お前らは何をやってるんだ？　ていうか、いつの間に仲良くなってたんだ？」

「え？」

　──ＤＤ新聞社の記者だろうか？

　──いや、まて、この声、どこかで──

「……お兄にいちゃん、誰？」

　レイチェルもチェスも相手の正体が解わからず、訝いぶかしげな目で相手を見つめる。新あら手ての詐さ欺ぎかとも思ったが、それにしては声にどこか聞き覚えがあるような気がする。

「誰って……酷ひどいなそりゃ、確かに今は着替えてるし返り血も浴びてないけど……」

　男は、あくまで爽さわやかな笑顔のまま、実に物ぶつ騒そうな言葉を口にする。

「自分の事を殺そうとした相手の声ぐらい覚えておかないか、普通？」

「えッ……」

　レイチェルの中で違い和わ感かんが急速に集まり、記き憶おくの蓋ふたがこじ開けられようとしている。

　だが、開けてはいけない蓋であるような気がする。
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　思い出すべきか否かで迷っていると、男はあっけらかんとした様よう子すで物騒な事を言い出した。

「ああ、安心しろよ。列車も無事に着いた事だし、もうお前の事を殺し続けるのは勘かん弁べんしてやるから。それと、無む賃ちん乗車女さあ。あれから切きつ符ぷをちゃんと買ったらしいな。偉いなオイ。っていうか、それが普通なんだけどな本当は」

　その言葉によって、チェスとレイチェルの中に確信と恐怖が湧わき上がる。

　レイチェルは、当時の恐怖を思い出してのものだったが──チェスにとっては、現在進しん行こう形けいで湧き起こるとてつもない恐怖だった。

「あ……ぁ……いゃ……いやだよ……うわああああああああぁぁ！」

　自分自身を否定するかのような叫びを上げると、チェスは物もの凄すごい勢いで路ろ地じの中へと逃げて行った。獣けもののような脚きやく力りよくで、不ふ死し者であるにも拘かかわらず、生物としての本能に全く逆さからう事も無く。

　彼に本能を思い出させた『捕ほ食しよく者』の男は、些いささか不満げな表情で言葉を漏らす。

「安心しろって言ったのに」

　──無む茶ちやを言うな。

　心の中だけでツッコミを入れながら、彼女は目の前の青年に目を向ける。

　列車での事件の際に、彼女の心に絶対的な恐怖を植え付けた存在──

　──車しや掌しよう。

　彼女の中に、全身が赤く染まった車掌服ふくが思い浮かぶ。

　しかし、現在はいたって普通の格かつ好こうをしており、町中を歩く普通の青年にしか見えなかった。定てい職しよくについている雰ふん囲い気きは無かったが、これといって異常な雰囲気も感じられない、少し爽さわやかな印いん象しようを持つ青年にしか見えなかった。

　当の爽やかな青年は、先日の事件の凄せい惨さんさを微み塵じんも感じさせない笑顔で、レイチェルに対して誘いの言葉を投げかける。

「まあ、折せつ角かくだから、そこの闇やみ酒場で飯でも食っていくか？　いや、丁ちよう度どさ、誰か女の知り合いに相談したい事があったんだ」





⇔






　店内に戻ったレイチェルに、周囲の視線が突き刺ささる。

「お、おい、チェスが成長して戻ってきたぞ!?」

「どういう叙じよ述じゆつトリックだ!?　双ふた子ごを利用した大だい脱出か!?」

　チェスの代わりに車しや掌しようを連れて帰って来たので、店内には軽いどよめきが走った。だが、やがて完全な別べつ人じんだと解わかると、次第に自分達の話題に戻ってこちらを注目する事はなくなった。

　とりあえず空あいている席を探し、向かい合って座った後に適当に料理を注文する。

「ええと……あなたの名前だけど」

「ああ、前はクレア・スタンフィールドだったが、今は事情があってフェリックス・ウォーケンって名前にしてる」

「へ、へえ」

　どんな事情で名前を変えているのかも気になったが、向こうの方が相談があると言っている以上、それを追及する気にはなれなかった。

　もっとも、尋たずねた所でまともな答えが返ってくるとも思えなかったのだが。

「知ってるかどうか判らないけど、私はレイチェル。よろしく。それで……相談って？」

　挨あい拶さつもそこそこに、レイチェルは即そく座ざに本ほん題だいを切り出した。下へ手たに相手の事を知ろうとするより、直接その相談とやらを聞いた方が早いと考えたのだろう。

「なあ、好きな女がいるんだが、どうやって告白すれば上う手まくいくと思う。あ、別にレイチェルの事じゃないから安心していいぞ」

「……とりあえず、その無む神しん経けいさをどうにかするのが先決だと思う。まあ、確かに安心したけどね」

　眼がん前ぜんの男のぶっきらぼうさに呆あきれながら、レイチェルは素直に相談に答える事にした。

　とはいえ、自分も所しよ謂せん「普通の女の子」とは程ほど遠とおい生き方をしてきた人間だ。どれだけこの男の期待に答えられるだろうか。彼女はそう考えて些いささか表情を固くした。

　──まあ、流石さすがに変な答えを言った途と端たんに殺される事はないと……思う……けど……

　自分はまだ、目の前の男について何も知らなすぎる。

　気を許すつもりも無いが、必ひつ要よう以上に警けい戒かいして相手の不ふ機き嫌げんを買わないように注意を払い、彼女は少しずつ相手の相談内容を切り崩していった。

「……それで、好きな子っていうのは、知り合いなの？」

「ああ、こないだのあの列車で初めて会った。その時はその場ば限りで別れたんだけどさ……彼女の書き置きがあってね……ああ、一いち字じ一いつ句く覚えてる。【マンハッタンで待ちます。何い時つまでも貴方あなたを待ちます。どうか、どうか探して下さい。私も貴方を探します】ってさ」

「何だ。よく解わからないけど、充分脈みやく在ありじゃない」

　単なる惚気のろけ話を聞かせようとしているのだろうか？

　不ふ審しんに思いながらも、彼女は目の前の『化ばけ物もの』に話の続きを促うながした。

「いやー、それがさ、彼女が俺の事を殺そうとしてるのか、それとも好きだから会いたいって言ってるのか、まずそれが解らないんだ」

「……え？」

　この男は何を言っているのだろう。

　どうやら面めん倒どう臭くさい相談に乗ってしまったようだ。

　そんな思いが彼女の頭をしばらく埋め尽くしていたが、何しろ相手は常識の通じない相手だと思い出し、納なつ得とくしないながらも話を先に進める事にした。

「……ま、まあ、いいけどね。それで、自分の事を殺そうとしてるんだったらどうするの？　殺すつもりなの？」

　大衆のいる場所でする会話ではないと思っていたが、周囲を窺うかがうと、どのテーブルも「あいつの●●を引きちぎってやったらよぉ」「殺せばいいじゃないですか」「殺やっちゃいなよ」「でも殺すのは面倒臭くせぇしなあ」……等という会話が繰り広げられていたので、この際レイチェルは気にしない事にした。

　一方の車しや掌しようは、最初と全く変わらないペースで答えを返す。

「んー、いや、最初はそれも考えたけどさ、別に向こうが俺を殺そうと思っても、それが彼女が俺を愛してないって事にはならないと思うんだが」

「……思うんだが、って言われても」

「まあ待てって、ほら、殺したい程ほど愛してるとかさ、もしくは『本当は好きだけど、もっと大事なものの為ために死んで貰もらう』とかいうパターンもありえるじゃないか」

「そんな複雑な恋人、私だったら自分から身を引くけどね……」

　当然と言えば当然の指し摘てきだが、車掌はその問いをあっさりと受け流した。

「そうか？　俺は別に大だい丈じよう夫ぶだけどな……。まあそれは置いておいて。……正直さ、今までは好きになったら直ぐにプロポーズして、振られたら直ぐ次の女を捜して声をかけるって事をやってきたんだけどさ」

「心の底から駄だ目めなパターンだね……だったら、今回もそうすればいいだけじゃないの？」

　半なかば適当な調子で言葉を返すと、そこで車掌は、初めて自分のペースを揺るがした。

「うーん……それが、な。最初はそう思ってたんだけどさ……彼女の書き置きを見たり、彼女が白服と殺し合ってる所とか、一言も喋しやべらないあの無表情な顔とかを思い出すと……思い出す度に、どんどん好きになるってのかな。もしかしたら、最初に彼女を助けるって言ったのも……今思えば同情とかじゃなくて、運命的な一ひと目め惚ぼれという奴やつなのかもしれない」

　視線を逸そらして長く呟つぶやく男の頰ほおが、気のせいか、僅わずかに紅こう潮ちようしているのが見てとれた。

「……今、初めて貴方あなたも人間なんだって思えたよ。途と中ちゆうで殺し合いとか変な単語が聞こえた気がするけど……」

　普通の人間なら会って二度目の相手にこんな事は言わないと思うが、その辺りは列車の中での行動と、この数分の会話から相手が普通じゃないと理解していたので気にならなかった。

「今まで人間と思ってなかったのか？　と聞きたいが、正直俺おれも混乱してる」

　ますます人間らしさを見せる車しや掌しように対し、レイチェルは人間としての好感を僅わずかに抱きかけたのだが──次の彼の言葉で、それは一いつ瞬しゆんで消え失せる。

「まあ、絶ぜつ対たい成功するとは思ってるけどな。時間はかかるかもしれないが、きっと上う手まくいく。向こうが俺の事をなんとも思ってないって言うなら、俺を好きにさせて見せるまでさ。たとえ何年かかってもね」

　後の世ならストーカー呼ばわりされても仕方のない考え方だが、レイチェルはまったく粘ねばつきの感じられない車掌の言葉に、呆あきれながらもいくつかのアドバイスをしてやる事を決意する。

　──こいつに気に入られたって子が可か哀わい想そうになってきたからね。

　せめて人間的なアプローチを教えてやらねば。

　今の話を聞く限り、相手の情報の異常さがかなり気にかかるが、目の前の男ほど人間離ばなれしているという事はないだろう。レイチェルはそう判断し、話を先に進める事にした。

「それで、まずは相手の子を探すところから？」

「いや、実はな、居い場所はもう解わかっているんだ」

「え？　そうなの？」

「ああ……お前の所の情報屋に聞いた」

　──なるほど。それなら確実ね。

　どの社員に聞いたのかは知らないが、ＤＤ新聞社の職員が『情報屋』として答えたのならば、その仕事に間違いはないだろう。そういう意味で、レイチェルは自分の提供した情報が正しく伝わる事を嬉うれしく感じていた。

「そうだね……それじゃ、最初のアプローチが結けつ構こう重要だね」

　普通に考えれば手紙か電話でアポをとって会うというのがベターなのだが、何しろ相手が好意を抱いているのか殺さつ意いを抱いているのかも解らないのだ。眼がん前ぜんの男ならば待ち合わせ場所に相手がマシンガンを持ってきても余よ裕ゆうで挨あい拶さつするような気はしたが、できることなら自分のアドバイスが原因で殺し合いが勃ぼつ発ぱつするというような自体は避けたかった。

　──情報屋になるって決めたんだから、このぐらいの相談は軽くクリアしないと……。

　情報の売買と人じん生せい相談の区別がついていないながらも、レイチェルは次第に真剣に考え始めるようになっていた。

　通常の恋れん愛あい相談ならばまだしも、見るからに相手は規き格かく外がいだ。

　更さらに、相手の女も一ひと筋すじ縄なわではいかない相手と推測できる。

「そうね……相手の気持ちを確かめるなら、まずは手紙と一緒に、プレゼントでも贈ったら？」

　苦し紛まぎれの答えだったが、それを聞いた車しや掌しようは少し考え、納なつ得とくしたように頷うなずき始める。

「なるほど。プレゼントか」

「そう、彼女に似に合あいそうな奴やつをね。それを受け取って喜んだら貴方あなたにいい意味で会いたがってるって事でしょう？」

「なるほど」

　相手が納得した事に安心しつつ、レイチェルは自らの考えを続けて口にした。

「もしも貴方に対して殺さつ意いがあれば、まあ捨てるまで露ろ骨こつな事はしなくても、何か特別なリアクションをするだろうしね。ていっても、彼女の部屋を覗のぞくわけにもいかないから……町中を歩いてた時に見て解わかるように、アクセサリーとかそういうのがいいと思う」

「おお……お前、頭いいな」

　自分では大して頭のいい答えだと思えなかったのだが、目の前の超ちよう人じんに褒ほめられたのだと思うと、うれしさと虚むなしさの混じった複雑な感情が湧わき上がる。

「うーん……ナイフは、もう大たい抵ていのは持ってそうだしな……」

「……貴方の好きになった相手については、あんまり追及しない事にしておくわ」

　複雑な感情は即そく座ざに消え失せ、入れ替わりに面めん倒どうそうな疑問がいくつも脳のう内ないに溢あふれかえった。

「そうか？　ナイフや軍ぐん服ぷくが似合いそうな可か憐れんな子なんだが……」

「ナイフと軍服が似合う時点で可憐とは言えない気がするけど……。そんなに浮うき世よ離ばなれした子なら、もっと普通の女の子が着るような服でもプレゼントしてあげたら？」

　目の前の男だけではなく、相手の娘も相そう当とう浮世離れしている。それだけは確かなようだ。

　もっとも目の前の男の性格からして、５歳さいの幼女や90歳の老ろう婆ばに『軍服やナイフが似合う』と言い出す可能性もあるのだが、敢あえてそれは考こう慮りよしない事にした。

「よし解った！　プレゼントだな！」

　一ひと通とおり話を聞き終えた車掌は、立ち上がりながら椅い子すに掛けていたコートを羽は織おり、レイチェルに向かって爽さわやかな笑顔で親おや指ゆびを立てて見せた。

「助かったよ。御お礼れいに、ここの代金は俺が払うから」

「別にいいよ。そんな気を遣つかわなくても」

「いやいや、こういう事はきちんとしとかないとな」

　男は誇らしげに胸を張ると、

「おーい、ウェイトレスさん！　ここの会計、フィーロにつけておいてくれ！」

「え、ええー？　フィーロって、さっき言ってた幼おさな馴な染じみの……」

「いや、あいついつここに来るか解らないからさ。こうしとけば、後であいつの方から俺に金を取りに会いに来るだろ？　手て間まが省はぶける」

「そりゃ来るだろうけど」

　釈しやく然ぜんとしないものを感じながら、まあ、この男と長く交友を続けられるという事は、そのフィーロという男も変へん人じんなのだろうと判断しつつ、レイチェルは溜ため息いき混じりに呟つぶやいた。

「……やっぱり、一いつ般ぱん常識をもっと徹てつ底てい的に教えた方がいいかしら」







数分後




　──まあ、いきなり服なんか贈られたら大たい抵ていの子はひくだろうけどね。

　──でも、あいつの彼女になるなら、そのぐらいで動じない子の方がいいのかも……。

　彼が去った後、彼女は料理を全て食べ終わり、静かに店を後にした。

　入れ替わりに、数人の男女が店の中に入ってくる。

「畜ちく生しよう……ディーラーの野や郎ろう、どうしてあの大おお一番であんなポカミスやらかすかね」

　ブツブツと呟かれる声の後ろから、賑にぎやかな声が響ひびき渡る。

「いやー、今日はすげえ儲もうかったぜ！　ラッキーセブンにコインを全部つぎ込んだら、本当にそれが来るんだもんな！」

「アイザック、すごおい！」

「ようし、今日はお祝いだ！　店中の御ご馳ち走そうを食い尽くすぞ！　みんなで一緒に！」

「わあい、アイザック、おだいじーん！」

「ふふふ……一人じゃ食いきれない料理でも、三人合あわされば毛もう利りの知恵……つまり、食いきれない時はみんなに分ければ頭が良くなるって意味に違いない！　モーリってのが誰だかは知らないけど、モーセっぽい名前だから、きっと偉い人に違いないぞ？」

「弱じやく肉にく定食だね！」

「そうだ、確かモーリってのは、一人じゃ海を割れなかったけど、兄弟三人でチョップすれば海を割れるとかそういう仲良し兄弟の話だった気がする」

「家族の愛の奇き跡せきって奴やつだね！」

　意味は全く解わからないが、店の周囲の空気が温まるような、そんな無む邪じや気きな男女の会話だった。

「ああ……できれば金を全部ここで使ってくれ。そうすりゃうちとしてもマイナスが減る……」

　どこかで見た事があるカップルの前で独ひとり言ごとをブツブツ呟いているのは、まだ少年という言葉が似に合あうような、薄うす緑みどりのスーツを纏まとった男だった。

　格かつ好こうを見るに、どうやら堅かた気ぎの人間ではないようだが、どう見ても堅気にしか見えないカップルを引き連れて店の中に入っていく。

　そして──そのカップルの陰に、一人の子供が隠かくれていた。

　先せん刻こく車しや掌しようから逃げ出した不ふ死し者の少年、チェスだ。

　チェスは店を出てきたレイチェルに気付くと、周囲をキョロキョロと見回しながら恐る恐る彼女に尋たずねかける。

「あ、あいつ……もう、いない？」

　レイチェルが頷うなずくと、チェスは心の底から安あん堵どしたというように息をつき、ほっとしたような笑顔を見せた。

　そんな子供の様よう子すを見て、レイチェルもどこか安心したような笑えみを漏らす。

「ハハ……不ふ死し者っていっても、人間と同じだね。喜んだり怖がったり……もっと超ちよう越えつしたような存在だと思ってたけど」

「……ふん。そんなにいいものじゃないよ……。それじゃあね」

　チェスは即そく座ざに笑顔を消してソッポを向くと、童どう顔がんの青年やカップルを追って足早に店の中へと消えていく。

　その人間らしい姿を見送りながら、レイチェルは静かに独ひとり言ごとを呟つぶやいた。

「それにしても……あの化ばけ物ものに好かれた女って……どんなのなんだろうね？」





⇔






「え、俺にツケ？　何それ？」

　レイチェルが去った後のアルヴェアーレに、薄うす緑みどりスーツの青年の声が木霊こだまする。

「……フェリックス・ウォーケンって……。だ、誰だー!?」
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数日後ご　ミリオネア・ロウ　イブ・ジェノアードの別荘




「……」

　煌きらびやかな上じよう品ひんさを持った装そう飾しよくが並ぶ豪ごう邸ていの中、シャーネは一人──固まっていた。

「どうしたの？　シャーネ。さっき小こ包づつみが来てたみたいだったけど」

　奇き跡せき的な早さで病院から退院してきたジャグジーが、金かな縛しばりにあったように立ちすくんでいるシャーネに声をかけた。まだ杖つえを使って少しずつしか歩けないが、治りかけの時点で病院を抜け出したりした割には良好な状態であると言えるだろう。

　ファンとヨウンのつてを使い、この豪邸のハウスキーパーとして寝ね泊とまりする許可を得たジャグジー一いつ行こうは、シャーネも一緒に住むという事になり、徐々に彼女の特殊な性格に慣れ親しんでいった。

　声を出さないのはいつもの事だが、ここまでカチコチになっているのも珍しいと思い、心配になって声をかけたのだが──

「あら、この服……すごい！　素す敵てきな白いドレスですね！」

　ジャグジーと一緒に部屋を訪れたニースが覗のぞき込むと、シャーネの前には、深しん窓そうの令れい嬢じようが身に纏まとうような、シンプルながらも気き品ひんのあるドレスが広げられている。

「これ、さっきの荷物ですか!?　素敵ですね……一いつ体たい誰が贈ってくれたんですか？」

「へええ。すごいね。これ、シャーネに凄すごく似に合あうと思うよ？」

　ジャグジーはそう言いながら、何気なく小こ包づつみに書かれた贈り主の名を見たのだが──

「え……？」

　それを見た瞬しゆん間かん、ジャグジーもシャーネと同じように固まった。




『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』




　フライング・プッシーフットの上で、彼らが出会った一体の『伝説』。

　赤く染まる身体からだを朝焼けの中に溶け込ませ、多くの謎なぞを残して消えていった怪かい物ぶつだ。

「ど、どういう……こと？」

　全く予測もしていなかった名前にジャグジーが固まる一方で、シャーネもまた、激しい自じ問もん自じ答とうの渦うずにその心を吞み込まれている最さい中ちゆうだった。




　──どういうつもりなんだろう。

　──服……？　こんなものを、父とうさん以外の誰かに贈られたのは初めてだ。

　──父さんは、私が小さい頃はよく服をこしらえてくれた。

　──とても、嬉うれしかった。

　──だけど、あの男に服を貰もらって、私はどういう感情になればいいのだろう。

　──私は、あの男を……父さんの障しよう害がいになりそうなあの男を殺すつもりだというのに。

　──解わからない。解らない。

　──どうして、あの男が私に贈り物などするのだろう。

　──一体、なんの得があるというのだろう。

　──あの男のことがますます解らなくなった。

　──考えるな。あの男は、父さんの計画の障害なんだ。殺す事だけを考えなくては。

　──父さんの障害……？

　──いや、違う。あの男は父さんを護まもると言った。

　──その為ために、私と結婚するなどとも言っていた。

　──……結婚。

　──結婚というものがどういうものかは、興きよう味みは無かったが理解はしているつもりだ。

　──互いに必要としあった男女が、その関係を強固なものとして『家族』になる為の儀ぎ式しきだ。

　──家族。

　──私と父とうさんのような関係だろうか。

　──でも、それであの男になんの意味があるのだろう。

　──何を思ってあの男があんな事を言ったのかは全く解わからない。

　──少なくとも、私が彼を受け入れれば……彼は父さんを護まもるだろう。

　──あの男の言葉に……噓うそは、感じられなかった。だからこそ、私は混乱したのだ。

　──それならば……私は、あの男の申し出を受け入れるべきなのだろうか？

　──恐いのは、私だ。あの男を消し去りたいのは私の方だ。

　──私は何を恐れているというのだろう。

　──ああ、ああ、自分の恐れを正当化する為ために、父さんを言いい訳わけに使うなんて。

　──私はなんと愚おろかな人間なんだろう。

　──あの男は何を思って、こんな愚かな人間に結婚を申し込んだのだろう。

　──父さんが私の支えであるように、私が誰かの支えになる事など……無理だというのに。

　──どうして、私にこんなものを──

　──？




　シャーネがふと気付くと、周囲にはちょっとした人だかりができていた。

「!?」

　何かしらを期待するような目をしたジャグジーの仲間達が、ドレスを持ってシャーネの身体からだと寸すん法ぽうを比べたりしてざわめき合っている。

「おお……誰よこのレイルトレーサーってのは」

「すげえ！　この服、超ちよう似に合あいそうじゃね？」

「どうかな。俺の妹の方が似合う」

「お前に妹はいないだろ」

「未来の妹だ」「彼女先に作れよ」「彼女より妹だろ！」「なんでだよ！」

「あははー、シャーネさん、もう１３６秒もその服を見つめっぱなしですよー？」

「可愛かわいいよシャーネ可愛いよ」

「ヒャッハァ！」

「ひゃっはぁー」

　──何い時つの間に!?

　彼女は驚きよう愕がくした。

　声をかけてきたジャグジーとニースの存在については気付いていたが、ここまでの大おお人数が部屋に入ってきていたなどと。
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　意識の殆ほとんどを『あの男』への疑問に集中させていたとはいえ、どう考えても……どう考えても、これは違う。

　いくら思し案あんに夢む中ちゆうになっていたとはいえ、以前なら──『幽霊レムレース』の連れん中ちゆう相手ならば、絶対にこんな油ゆ断だんはしなかった。

　それなのに、気け配はいを消す訓くん練れんも受けていないような面々に、どうしてここまでの接近を許してしまったのだろう。

　実じつ戦せんをほんのわずかに離れただけなのに、ここまで鈍るものなのだろうか。

　自分の感覚が鈍った事を焦りながらも、彼女はもう一つの可能性について、あえて考えないようにした。

　──私が……この人達を受け入れているなどと！

　それは、孤こ独どくな世界を護まもり続ける彼女にとって、あってはならない事だった。

　彼女はあからさまに狼ろう狽ばいしながら、心しん中ちゆうで自分自身の未み熟じゆくさを叱しつ咤たし続けた。

　そんな彼女の事情など知らずに、気のいい不ふ良りよう達はシャーネに更さらなる試し練れんを与えようとする。

「なあ、シャーネ！　早さつ速そく着てみろよ！」

　──え？

「おう、俺ら着替えてる間は外に出てっからよ」

　──いや、そういう問題では……

「待て、俺達は仲間として、彼女の着替えを見守る義務があるんじゃないだろうか」

「ちょっと待って、今、誰かが凄すごくいいこと言ったよ？」

「パードゥンもつかい言つて？」

「俺達は仲間として、彼女の着替えを見守る義務が……」

「……皆さん、吹き飛ばしますよ？」

「やめてニース笑顔で胸元から爆ばく弾だん取り出すのやめてマジで」

「うッわ！　出す瞬しゆん間かん見み逃のがした……ッ！」「痛つう恨こんだ……ッ！」「胸元って……どこから!?」

「……」

「やめてニース笑顔でマッチ取り出すの止めてマジで」

「まあこんな馬鹿どもは放っておいて、一緒に散歩にいこうぜ！」

　──彼らは何を言っているのだろう。

「新しい自分を発見しちゃおうぜ！」

　──そんなもの発見したくはない。

「よし、じゃあ早速今いま着ている服を脱いでくれ」

　──ふざけるな。私は絶対にこんなものは着ないぞ。

　──あの男からの贈ぞう答とう品ひんだからというわけではない。

　──こんな動きにくそうな服……。……？

　そう言って彼女が服を良く見ると、動きやすさに関しては、今着ている服と殆ほとんど変わらないように見えた。

　さらに驚いたのは──ドレスの背中に、何かを引っかけるような器具がついていた事だ。

　一見するとそれはデザインの一つに見えるのだが、シャーネには、それがなんなのか直ぐに理解する事ができた。

　──これは、ナイフをつける為ための……？

　それが、確実に自分の為だけに作られた服だという事を理解し、彼女は更さらなる混乱の渦うずにたたき落とされた。

　疑問符ふを浮かべ続ける彼女の背に、周囲の不ふ良りよう達の声が投げかけられる。

　まるで、混乱する彼女を奈な落らくの底へと後あと押おしするかのように。

「いいから着ようぜ」

「やばい、もう想そう像ぞうするだけで鼻はな血ぢが出そうだぜ……」

「23秒前からもう垂れてますよー？　鼻血」

「ていうか、誰!?　この贈り主って彼かれ氏し!?　彼氏なのか!?」

「ヒャッハァ」

　そして、シャーネは────
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ミリオネアロウ　某ぼう自家用車内ない




「あ、グラハムさん。誰か出てきたっすよ」

「……そうか。退たい屈くつな話にならない事を祈るとしよう。ああ、ああ……退屈は罪だ。人に与えられた限りある時間を、怠たい惰だに過ごすでも快かい楽らくに溺おぼれるでもなく、ただそこに存在するだけで食い潰つぶしていく……。こんなこと耐えられない！　退屈は罪だ！　死ね！　退屈は死ね！」

「殺せるもんなら殺して欲しいっすけどね……。あ、ちょっと……なんか一人、浮いてる女がいますよ。あれじゃないすかね」

　フォード車の後部座ざ席せきに寝ね転ころがっていたグラハムは、部下の言葉を聞いておもむろに上半身を持ち上げた。

「うおお……すげえ可愛かわいい子っすよ……。あのお嬢じよう様さまっぽい服装から言っても、まず間違い無いっすよ」

「……退屈な時間というのは、人生の山場を完全な状態で迎える為のコーヒーブレイク。そう思う事にしよう、という格かく言げんが思いつくぐらいに可愛い子じゃないか」

「格かく言げん……？　そりゃともかく、あれがイブ・ジェノアードですかねやっぱり」

　一度は間違い無いと言ったグラハムの仲間の不ふ良りようだが、万まんが一いち違っていた場合にレンチで殴なぐられるのはゴメンだとばかりに確認を促うながした。

　対するグラハムは、首をコキリと鳴らしながらニヤリと笑う。

「違ってたら違ってたでそれもまた人生のスパイスだと俺は主張したい。なぜならこの世界に退たい屈くつな事など何一つとしてありはしないのだから」

「さっきと全然違う事言ってますけど大だい丈じよう夫ぶですかボス。主に頭が」

「シャフト……お前、一回気き絶ぜつしてから随ずい分ぶんと恐い者知らずになったな」

　堂々とした物もの言いいの仲間を見て、グラハムは数日前に殺しかけた男と同どう一いつ人物なのかと訝いぶかしんだ。こんな事ならあの時本当に頭を叩たたき割っておくべきだっただろうかとも考える。

　そんなグラハムの思いを知ってか知らずが、シャフトと呼ばれたチンピラは疲れたような声を吐き出した。

「死ぬかもしれないという悲しみを経て一回り成長したんですよ。……あれ、なんか散歩に行く見たいですよ。数人で動き出しました」

「そうか……ならば、悲しい話を紡つむぎ出すとしようか」




「奴やつらにとってのな」
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　ミリオネアロウの大通り。

　普段はジャグジー達のような不良達から目を逸そらす街の面々も、今日ばかりはその集団に釘くぎ付づけになっている。

　透すき通る風のような印いん象しようを与える美少女が。彼らの中心となって歩いているからだ。

　白い肌はだ。艶つややかな黒くろ髪かみ、金色の目。

　普段の黒いドレスでも人ひと目めを引いていたが、今日のドレスは一ひと際きわ彼女の美しさを際だたせるものであり、道行く人々の誰もが、憧あこがれや羨せん望ぼうの目でシャーネの姿に視線を絡ませ続けた。

　しかし当のシャーネは自分自身の魅み力りよくに全く気付いていないようで、似に合あわない格かつ好こうをしているからみんな好こう機きの視線で見ているのだろうと判断する。

　──着てしまった。

　周囲の仲間達の強ごう引いんな勧めを断り切れず、結局シャーネは『あの男』から贈られたドレスを身に纏まとう事となった。

　──なんだろう。どうしても調子が狂う。

　ジャグジーを始めとしたこの不良達の集まりは、今までにシャーネが出会った事の無い集団だった。

　父とも違う。『幽霊レムレース』とも、敵であった警察組織とも違う。

　一般的な生活からかけ離れていた彼女にとって、彼らは初めて出会うタイプの人間達だった。

　確かに、彼らは不ふ良りようだ。

　違い法ほうな事もするし、列車強ごう盗とうだって企くわだてる。

　だが、不ふ思し議ぎと彼らには後ろ暗さが感じられない。誰もが持っているような、ドロドロとした嫉しつ妬とや憎にくしみ、野や心しんの為ために他人を蹴け落おとす算さん段だんなど、『幽霊レムレース』の中では日常茶さ飯はん事じだった感情の流れが、ここではまったくと言っていいほど感じられなかった。

　それが何な故ぜなのかは解わからない。

　いい事なのかどうかも解らない。

　ただ、自分の中で何かが揺らいでいるような感覚だけが繰り返し繰り返し襲おそってくる。

　このままでは、自分が壊されてしまうのではないか。

　父と自分の二人だけの、幸せだけを内ない包ほうした世界が。

　思し案あんを続けながら徐々に恐れを抱き始めたシャーネは、このままどこか遠くに逃げてしまおうかとも考えた。父がアルカトラズに入れられたというのならば、警察に出しゆつ頭とうして自らの罪を洗いざらい吐き出して自らもそこにいこうかとも考えた。

　──アルカトラズは、女性は収しゆう監かんされないのだろうか。

　そんな事を考えながら街を歩いていると、彼女は前方から一台の車が近づいてくるのに気が付いた。

　咄とつ嗟さに警けい戒かいを強め、周囲の空気に自分の感覚を巡らせる。

　妙みように遅いスピードで近づいてくるその車に、彼女の本能が危険を知らせたのだ。

　──どうしてこれが、先刻さつきできなかったのだろう。

　どうでもいい事が頭を一いつ瞬しゆんよぎったが、直ぐに打ち消し、目の前の車に視線を集中させた。

　あからさまに警戒しているという目で睨にらんだのだが、車は一いつ向こうに尊そん大だいな態度を変えようとはせず、シャーネ達から少し前の路ろ肩かたで完全に停車した。

「あん？　なんだ？」

　流石さすがに不良達も何か不ふ穏おんな気け配はいを感じたのか、シャーネと歩いていた数人が怪あやしげな車に視線を向ける。

　それと同時に、黒くろ塗ぬりの扉とびらが開いた。

　中から現れたのは、自動車の持ち主というよりも、その自動車を作ったという方がしっくり来る外見の男。

　真まっ青さおな作業服に身を包み、手には人間の腕ほどもある巨大なレンチ。

　所々に赤あか黒ぐろいものがこびりついた銀色の棒ぼう状じようをぶらつかせながら近づいてくる男の姿を確認し、不良達の間に即そく座ざに緊きん張ちようの糸が張りつめた。

　男は悠ゆう然ぜんとした足取りでこちらに歩みよると。レンチを肩に担かつぎながら機械細ざい工くのように口を開く。

「悲しい話を……悲しい話を始めようじゃないか」

「……！」

　あからさまに異常な言げん動どうの男に、不ふ良りよう達は混乱したように顔を見合わせる。

　そしてシャーネは、男の雰ふん囲い気きの中にとてつもなく危険なものを感じ取った。

　何気ない口く調ちようと態度の中、油ゆ断だんの全くない目でこちらを見み下くだしている。

　──この男……似てる。

　シャーネはそれがつい先日殺ころし合った男と同じ空気である事を感じ取り、警けい戒かいレベルを一気に最大限まで引き上げた。

　──あの、列車の上にいた……白い服の殺人鬼きに！




　すでに不ふ意い打うちのできなくなった状態にも拘かかわらず、男は尚なおもシャーネの方に足を進め──

　更さらに一言、不ふ条じよう理りな言葉を投げかけた。

「悲しみで胸が張り裂けそうになる話だが……まあ、俺は楽しいから安心してくれ」
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数分後ご




「ジャグジー！　ジャグジー！」

　息せき切って戻ってきた仲間の一人が、ジャグジーの襟えりを摑つかみながら大声を張り上げた。

「なッ……どど、どうしたの!?　そんなに慌あわてて！」

「いいから聞け！　やばい！　シャーネが……シャーネが攫さらわれた！」

「えええッ!?　ど、どういう事!?　も、もしかして警察の人に!?」

　シャーネが逮たい捕ほされるという最悪の展開を想そう像ぞうしたジャグジーだったが、それに対する返答は、最悪の更に上を行くものだった。

「モンキーレンチをぶらつかせた警官がいて堪たまるか！　あいつだ！　この辺の愚ぐ連れん隊たいの元もと締じめの、グラハムって野や郎ろうだ！」

「ええッ!?　そ、それってどういう事!?」

「畜ちく生しよう……何されたのかも全然わかんねえよ！　あいつがレンチを振り回したかと思ったら。俺ら、知らない間にすっころんでよ……。気が付いたらシャーネがもう車に乗せられてて……あの野や郎ろう、こんな手紙を残していきやがった！」

　状況を手早く説明すると、不ふ良りよう仲間はジャグジーに対して一枚の紙を突きつけた。

　そこには整然とした字で、相手の目的と自分達が成すべき事が同時に解わかる文面が書き記されていた。

【親愛なるジャグジー・スプロット。イブ・ジェノアードは預かった。助けたければ、出せるだけの金を持って港の13番地にある廃はい工場まで来い。無む論ろん、一人でな】

　ただ、それだけしか書かれていない脅きよう迫はく状じよう。

　自分達の住む別荘の持ち主と、シャーネの事を勘かん違ちがいしている事は明らかだった。

　だが、そんな事は相手に通じないだろう。しかも、どうやら向こうは自分の名前を知っているらしい。これは、こちらが警察に駆け込めない事を知っているという意味だろう。

　金を持っていかなかった場合にどうなるのか、そんなことはいちいち書くまでの事でもない──そういう意味だと判断したジャグジーの顔から、みるみる血の気が失われていった。

　だが──

「どうするの？　ジャグジー！」

　ニースの緊きん迫ぱくした声に、刺青いれずみの少年はガタガタと震えながらも、迷う事無なく口を開いた。

「どうするって……行くよ、もちろん！　……行くしかないじゃないか！」

　力強い叫びが響ひびいたかと思ったのも束つかの間ま。

　彼はふらりと壁によりかかりながら、脅迫状をクシャリと力なく握り締めた。

「……こ、こ、恐くて仕方ないけど、さ……」
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　ジャグジーが混乱するその一方で、冷静に状況を判断しようとしている男が一人いた。

　ミリオネア・ロウの一いつ角かく。ある程てい度ど人通りのあるその場所から、シャーネが攫さらわれるまでの一部始し終じゆうを観察していた男が、コメカミを指で押さえながら独ひとり言ごとを紡つむぎ出す。

「いや、俺の贈った服……着てくれたんだ。まさかこんなに早く着てくれるとは思わなかったから……その、なんだ、凄すごく嬉うれしいわけだが」

　自じ問もん自じ答とうというには如い何かにも仰ぎよう々ぎようしい調子の言葉だったが、確かに彼は自分の中に疑問を抱き、珍めずらしくこれからどう行動するべきか悩んでいた。

「あの車から出て来た青い作業員は誰だ？　追うべきか？」

　車から現れた謎なぞの男が、自分が好意を寄せる娘を連れ去った。

　まだ実際に付き合っているわけではないので、一般人の男性ならば恐怖を覚えて躊躇ためらうか、それとも勇気を振り絞しぼって助けに走るかは半はん々はんといった所だろう。

　ただし、彼の場合は一般人とは事情が違った。

　巨大なレンチに対して恐怖は感じていなかったし、助けようと思えば走って車に追いつく事も可能だったかもしれない。

　だが、彼はシャーネという人間をある程度──もしかしたら、『幽霊レムレース』の面めん々めん以上に理解していた。だからこそ、彼は彼女の行動を見て追いかける事を躊躇ためらってしまったのだ。

「なんでシャーネは、あんなにあっさりと連れて行かれたんだ？」













間章『ＴＩＰＳ　不ふ死し者しや達』







１９３２年１月　地下酒さか場ば『ジェーン・ドゥー』




　『身み元もと不明の女』という意味の名を持つ、それなりの広さを持つ闇酒場スピークイージー。

　席は数多く存在するが、客の気け配はいは殆ほとんど感じられない。

　それもその筈はずで──この地下酒場は文字通り地下に造られており──その地上にあるものは、ＮＹにある墓はか場ばの一つだったからだ。

　墓場に見合った不ぶ気き味みな内ない装そうが更さらに人を寄せ付け辛づらくしており、吸きゆう血けつ鬼きのねぐらだと言われても信じてしまいそうな空気に満ちている。

　黒くろ服ふくの店主の顔面には無数の疵きず痕あとが走り、彼の後ろには強ごう盗とう対策のショットガンや巨大なナタがこれみよがしに置かれている。

　数少ない客達も殆どが『来る所を間違えた』という顔をしており、その他の者達は店主や店の主あるじに負けじと不気味な雰ふん囲い気きを纏まとった者達ばかりだった。




　と、その席の一つに、『来る所を間違えた』という側の男が座っていた。

　しっとりと頭に貼はり付いた黒くろ髪かみが特とく徴ちよう的な、大人おとなしい印いん象しようの青年だ。

　テーブルを挟んで彼の対たい面めんに座っているのは、涼すずしい顔をした一人の記者。その胸元にはＮＹ市内にある小さな新聞社の徽き章しようがつけられているが、何かの記事の取材といった雰ふん囲い気きではなく──まるで、個人的な興きよう味みで話を聞いているような素そ振ぶりだった。

　しばし沈ちん黙もくが続いていたテーブルだが、ウエイトレスと思しき陰気な少女が飲み物とジャーキーを運んできたのをきっかけに、なよやかな青年が仏ぶつ頂ちよう面づらのまま口を開く。

　外見にそぐわぬ乱らん暴ぼうな口く調ちようだが、素人しろうと目めにも強がっていると解わかる調子の声で語り始めた。




　半月ほど前に、自らが『フライング・プッシーフット』の車内で体験した出来事を──
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　昨日きのうはどこまで話した？

　……ああ、そうか。

　俺があの不良の連れん中ちゆうにとっ捕まった所までだったな。

　そう、俺は確かにあの『フライング・プッシーフット』に、黒くろ服ふく集団の一員として乗り込んで、奴やつらのテロに荷か担たんしてたよ。

　そして、わけの解らない不良連中にとっ捕まって……

　本当なら、ここじゃなくて刑けい務む所しよか、運が悪けりゃあの世だった。

　……いや、運が悪ければ、じゃないな。

　普通の運じゃ、まず俺は死んでただろう。

　俺は相当に運が良かったんだと思う。

　あの白服の殺人鬼きや、赤い怪かい物ぶつにミンチにされる事なく、警察からも逃げおおせてる。

　……。

　俺は、そこまで確かつ固こたる信しん念ねんがあったわけじゃないからな。

　ネイダーの奴に裏切りを誘われた時も、その話に乗っかるか迷ってた。

　ヒューイ師しの持つ『不ふ死し』に近づきたかった、ってのはあるが、正直、ネイダー達にそれを話して信じるとも思えなかったし……。っつーか、あんたらみたいな新聞記者がヒューイ師の身体からだについて知ってた事が驚きだ。……だからこんな取材を受けたんだけどな。警察の罠わなとも思えなかったしよ。

　まあ、迷ってた所で、偶然他ほかの奴やつがネイダーの行動をグースに密告するのを聞いちまってな。俺はその尻しり馬うまに乗って一緒になってグースに報告して、裏切り者として処しよ刑けいされずに済んだ。それだけの事さ。

　自分は、大した事ができるような人間じゃない。

　俺もヒューイ師の不ふ死しの恩おん恵けいは欲しかったが、その為ために命を賭かける程ほどじゃない。

　そもそも、俺はそんな器うつわじゃないんだ。




　思い知らされたよ。

　不死者だのなんだの、俺には真しん底そこ無む縁えんの話だったんだ。

　……あれは、現実にあるのは確かだ。俺もヒューイ師の『再生』を見てるからな。

　だが、現実にあろうが、御お伽とぎ噺ばなしなんだよ。

　俺みたいな人間が足を踏み入れていい領りよう域いきじゃなかったんだ。

　あっち側に行ったとしても、俺はまともでいられる自信がない。心が死ぬんじゃ、いくら身体が不死になった所で意味がねえから。




　ああ、そうだ。思い知らされたんだ。

　あの列車に乗ってた、二人の不死者にな。




　……二人。

　そう、列車には、少なくとも二人……不死者が乗ってたんだ。

　ヒューイ師と同じ身体からだのな。

　俺は、あの刺青いれずみの小こ僧ぞうとデカいメキシコ野や郎ろうにとっつかまってから、洗いざらい『幽霊レムレース』の目的を吐かされた上で、縛しばり上げられて貨物車しや両りように放り込まれた。

　ああ、もう駄だ目めだ。もう俺はここで死ぬんだ。

　そんな事を考えて、情なさけない話だが、泣きそうな面つらをしてた時に──

　あいつが来たんだ。




　……どんな奴かって？

　そうだな、これと言って特とく徴ちようもなかったし、地じ味みな奴だったけど……。

　ああ、そうだ。

　笑顔だ。

　あの緩い笑顔は、ハッキリと覚えてる。




　結局、その後でどんな状況になっても……あいつは、ずっとずっと笑ってたよ。

　それで、ことあるごとに俺に言うんだよ。

　……『笑おう』ってな。




　あいつの事を一言で表すなら、そうだな……。

　さしずめ、笑顔中毒者スマイルジヤンキー、ってとこか。
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　男が墓はか場ばの地下でそんな事を語っていた頃──

　ジャグジーが倉庫に向かった直後、残されたニース達は路ろ上じように集まってうなだれていた。

「どうすんすか、ニースの姐あねさん」

「どうするもこうするも……ジャグジーを信じるしかありません」

　拳こぶしを握りしめて俯うつむくニースだったが、不ふ良りよう少年達は理解している。

　もしもここで彼女から目を離したら、彼女は大量の爆ばく弾だんを携たずさえてジャグジーを追い、周囲の目もかまわずに爆ばく破はの饗きよう宴えんを始める事だろうと。

　一番ジャグジーを止めたかったのは彼女であり、一人で行くと言ったジャグジーの意い思しを誰よりも尊そん重ちようしたいのも彼女だった。

「殴なぐってでも止めるべきだったんじゃ」「あの怪け我がの状態で止まるまで殴ったら死ぬだろ」

「ジャグジーもああなると止まらないからな」

「もう１２９秒も経たってます。行くなら早く行かないと……」

「それに、俺らが無む理り矢や理りついていったら、ジャグジーはともかくシャーネが……」

「ああ、あのレンチ野や郎ろう、何しでかすか解らなそうな奴やつだったからな」

「行かないよりはマシだろ！」「だけど、ジャグジーは着いてくるなの一いつ点てん張ばりだったからな」

「知るか！」「ヒャッハァ！」

　そんな喧けん噪そうが続く中、緊きん迫ぱく感かんの無い声が唐とう突とつにニックにかけられる。

「ちょっと、その脅きよう迫はく状じよう見せて」「？　おお、ホラよ」

「えーと……。なるほど。無む論ろん、一人で……か」

　声の主の青年は、脅迫状を暫しばし眺ながめ──

「思ったんだけどさ、こうすればいいんじゃないかな」

　そう言って、一つの案を口にした。

「──────。────────」

　ヘラリと笑う青年の口から語られた言葉に、不良少年達は顔を見合わせ──

「それだ！」「なんだ、そんなんでいいのかよ！」「なんでそんな簡単な事に！」

「これならジャグジーの奴やつも納なつ得とくさせられるな！」

「あとは、シャーネを無事に助け出せるかどうかだ」

　要ようは、きっかけだった。

　青年が告げた方法を取ろうが、何も考えないまま乗り込もうが、結果は殆ほとんど変わらなかっただろう。だが、ジャグジーを信頼しているが故ゆえに、ジャグジーに「来るな」と言われて迂う闊かつに動く事ができなかったのだが──青年の言葉によって、そのジャグジーの思いを踏みにじる事なく堂々と動く事が可能な事に気が付いたのだ。

「まあ、成せばなる！」「ヒャッハァ！」「ひゃっはぁ！」

「ムガ、早くいかないと、ジャグジー、危ない」

　ドニーの声に触しよく発はつされ、不ふ良りよう少年達は力強い笑えみを浮かべて頷うなずきあった。

　駆け出そうとする少年達の背に、青年の声が響き渡る。

「事情はよく分からないけど、みんなが笑顔になって良かった。そのジャグジーって子や、イブさんって子やレンチの人っていうのもみんなで笑えるといいねえ。じゃ、俺は用事があるからこれで」

　それだけ言って、青年はミリオネア・ロウの通りの奥へと消えていった。

「おお、サンキュー！」「ヒャッフー！」「ひゃっふー」

　少年達は、そんな男の背を見送り──誰ともなしに呟つぶやいた。




「……ところで、今の奴、誰だ？」




「え？　お前の知り合いじゃないのか？」

「いや？　ニースは？」

「いえ、私もてっきりニックさんかジャックさんあたりの知り合いかと……」

「初めて見る顔っすよ」

「ああ、あいつ確か、この辺で人ひと捜さがししてる奴ですよ。クェーツだかクォーツだかいう爺じいさんを捜してるとかなんとか。随ずい分ぶんとお節せつ介かいな野や郎ろうらしいんですけどね。困った面つらしてると必ず声をかけてくるとかなんとか」

「俺らが困ってた面してたから助けてくれたのかな」

「うわあ、俺ら、てっきり詐さ欺ぎ師しかなんかだと思ってたのに」「悪い事したなあ」

「御お礼れいとか言った方がいいんじゃね？」「ヒャッハァ？」「ひゃっはぁ！」

「ムガ。急がないと、ジャグジー危ない」

　再び呟かれたドニーの言葉に、少年達はとりあえず青年の件は後あと回まわしにする。




「ま、とにかく今の案で行こうぜ！　これで堂々とジャグジーを助けられる！」
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　……とにかく、あの男は変わってたよ。

　俺は……縄なわを解かれた瞬しゆん間かん、相手の目的が解わからなくて……あいつの喉のど元もとにナイフを突きつけたんだ。

　だって、おかしいだろ！　あんな状況の列車の中を、笑顔のままヘラヘラと歩き回って、明らかに怪しい俺の縄を解くなんて……。

　あいつこそが赤い怪かい物ぶつなんじゃねえかって思って、俺は……恐くて仕方なかったんだ。

　だけど、だけどあいつは……




　あいつは、自分から首をナイフに押し込んだんだ。




　信じられるか？

　俺の目の前で、パア……って赤い血ち飛沫しぶきが舞ってよ……。

　……。

　まあ、その後の事は分かるだろ。

　不ふ死し者ってのがなんなのか知ってるんだろうからな。

　そう、ヒューイ師の身体からだと同じ事が起こったのさ。

　流れ出た筈はずの血が、何万、何なん億おくっていう赤いダニの群れみたいによ……こう、ジュワジュワと人間の服や肌はだを這はい登って……俺のナイフでぱっくりと切り開かれた傷口に戻っていく。神こう々ごうしい、っていうよりは不ぶ気き味みな感じだったな。ヒューイ師に続いて見るのは二度目だったけど、何なん度ど見てもあれは慣れないと思う。

　直後にもう一回見る事になったんだが、やっぱり慣れなかったしな。

　まあ、その時は俺も怪け我がして混乱してたからってのもあるかもしれねえけどよ。




　ああ、そう。服で隠かくしちゃいるが、ちょっと腕を刺さされちまってね。

　赤い怪物にミンチにされたり、白服に頭を吹き飛ばされるよりはましさ。

　……何があったのかって？

　別に、その笑顔の不死者にやられたわけじゃないぞ。

　言ったろ、不死者はもう一人乗ってた、って。




　それで、そのもう一人ってのが……。

　……。

　……。

　……なんて説明したらいいんだろうな。

　ちょっと、抽ちゆう象しよう的な話をするんだが……。

　例えば、この店の中に誰かが入ってきて、突然トンプソンを乱らん射しやして俺達を蜂はちの巣すにしたとするだろ。いや、例えばの話さ。

　その軽けい機き関かん銃じゆうを持ってる奴やつは、どういう動どう機きかは知ったこっちゃないが、とにかくこの店の中の連れん中ちゆうを皆みな殺ごろしにしようとしてる。

　動く奴から順じゆん番ばんに、ひたすらにひたすらに鉛なまり玉だまをぶち込み続ける変へん態たいが現れたとして──例えば……また例えば、っていう話だけどよ、その危ない乱射魔の後ろに立ってる奴がいるんだ。

　乱射魔は全員皆殺しにしようとしてるのに、後ろに立ってる男には銃じゆう口こうを向けない。

　だが、別にその男と乱射魔は仲間ってわけじゃあねえ。

　なのに、まるで、最初からその状況を楽しむみたいに、自分は安全じゃない所にいる筈はずなのに、さも安全みたいな面つらをしてるっつうのかな。

　……観客。

　そう、観客なんだよ。そいつは観客なんだ。

　俺達が真剣に、本物の人生を生きてるのに、そいつにとって、俺達の存在は舞台の上の出来事に過ぎないんだ。

　乱射魔がいくら銃を振りかざそうが、観客にその弾だん丸がんが届く事は無い。

　その癖くせ、話には絡もうとするんだ。

　ほら、ミュージカルを見て、アレは良りよう作さくだ、アレは駄だ作さくだの、俺ならこうするねだのなんだのデカイ声で周りに自分の意見を押しつける奴がいるだろう？

　そいつは静かに、しかし確実に遠くまで声を届けるんだ。

　回り回って役者や演出家の耳に届いて、その声は相手の行動を無む意識のうちに縛しばり付ける。

　あいつは、そうやって、観客として絶対に安全な場所から芝しば居いを動かすんだ。自分が見ていて楽しいようにな。

　脚きやく本ほん家かなんて上じよう等とうなもんじゃない。

　あくまで観客は自分一人でいいんだ。他人の事なんか一いつ切さい考えない。

　そして、さっきの例えで言えば……乱射魔が皆殺しを終えた所で、その耳元に囁ささやくのさ。

『ほら、まだ動いてる奴がいるぞ？　君だよ』

　ってな。

　……そういう不ぶ気き味みさがあるんだよ。二人目の不死者には。




　俺はそいつと長い時間を過ごしたわけじゃない。せいぜい数分って所だ。

　その間に俺がやられた事っつったら、刺さされて殺されそうになったぐらいだけどな。




　……ああ、そうだ。

　刺されたんだ。あの不ぶ気き味みな野や郎ろうに。

　あれは、俺が笑顔中毒スマイルジヤンキーの不ふ死し者と一緒に車しや掌しよう室に行ったときの事だ。

　俺は、なんとか状況を探ろうとしてそいつについていったんだが────

　そこで見たのが、糞くその役やくにも立たない肉にく文ぶん鎮ちんになってる車掌達だったのさ。




「んー、何があったんだろうね？　一人は撃うち殺されてて、一人は何か……ドラゴンにでも食べられたような感じだね。それも一口で体の半分をぱっくりと。ここに来る途と中ちゆうの貨物室にもこんな死体がいくつかあったけど、ねえ、これってなんなの？」

「……こッ……こっちが聞きたい」

「この人達にも家族がいるのかなあ。その人達に、どうこの事実を伝えれば……より早い時間で家族の死から立ち直ってくれるんだろうねえ」




　二つの死体を前にして、俺と奴やつで会話にもならない会話をしてた。

　全くおかしな事を言う奴だったよ。

　ま、それはともかく……俺が死体を前にして、シャーネさんの心配をしてたらよ……。

　……あん？

　シャーネさんの事は、今はどうでもいいだろ？

　とにかく、色いろ々いろ考え込んでたら──

　車掌室の入口の方、つまり俺の背中から、声が聞こえたんだ。




「邪じや魔ま」




　って、単純な言葉がな。

　……。

　あの声は、今思い出すだけでも寒さむ気けがする。

　深い憎にくしみがあったわけじゃない。

　悪あく魔まみたいな威い圧あつ感かんがあったわけでもない。

　そんなものは、何もなかったんだ。

　……。

　ああ。

　なんにもなかったよ。

　その声にゃ、悪あく意いも善ぜん意いもなくて、ただ、『邪じや魔ま』っていう意味だけが込められてた。

　わけも分からないまま振り返ったらよ、そこには一人の男が立ってて……

　俺に向かって、手にしたナイフを振り下ろす所だったさの。




　で、俺は刺さされたが、とっさにこっちもナイフを取り出して相手を刺してやったんだ。

　まったく、危ない所だったよ。今となっちゃ『幽霊レムレース』に未み練れんはないが、あの頃の訓くん練れんがなかったらどうなってた事か……。

　ともかく、それで相手の心しん臓ぞうを一ひと突つきにしてやったんだが……後は解わかるだろ？

　例の光景が、そこにあったんだよ。

　笑顔の奴やつと同じように、吹き出た血が赤い蟲むしになって自分達の巣に帰る光景さ。




　その不ふ死し者どもは、どうやら知り合いのようだった。

　何か色いろ々いろ話してたが、俺にはついていけない話だったよ。

　ヒューイ師しの名前とか、他の仲間みてえな奴の名前が出てきたが……

　ああ、ついていけないんだ。

　俺はその後、二人目の不死者に殺されそうになった。

　ああ、まだ会って数分さ。

　刺されただけだ。

　だけど、な、解ったんだよ。

　こいつは、俺とはどこか違う所にいるんだってな。

　例えばだ、ピーターパンの小説の中のフック船長が、その本を読んでるアンタに向かっていくら鉤かぎ爪づめを振り回した所で、アンタには絶対届とどかないだろ？　それと一緒さ。俺は本の中のフック船長。あいつは俺を読んでせせら笑ってるガキみたいなもんだ。俺はそう確信したんだ。

　さっきも言ったが、あいつはそういう次元の存在なんだよ。

　で、フック船長が気にいらなけりゃどうする？

　普通に本を閉じればいいが、相手がとんでもない利り己こ主しゆ義ぎ者のガキだとしたら？

　フック船長の出てるページを破かれてそれまでだ。




　ああ、俺は破かれる。




　二人目の不死者がナイフを持って襲おそいかかってきた瞬しゆん間かんは、今言ったみたいな観客だのなんだのと細かい事は考えてなかったが、感覚的にはそんな感じだったよ。

　為なす術すべもない、っていうのかな。恐くてなにもできねえんだ。

　住む世界が違う。

　真しん底そこそう感じて、おっかなくって仕方なかった。

　俺の事を助けてくれた笑顔中毒者スマイルジヤンキーの方も、二人目の不ふ死し者の方も、同じぐらい恐かったのさ。

　だけど……そんな風ふうに怯おびえてた俺を、そんな俺なんかを、あの笑顔中毒者スマイルジヤンキーは、また助けてくれたのさ。

　あいつは俺の前に立ち塞ふさがって、俺の代わりに腹をナイフで深く刺さされたんだ。

　そのまま、相手の腕を強く握って……少しずつ、車しや掌しよう室の後部に向かっていったのさ。

　開きっぱなしになったドア。

　解わかるだろ？

　……あの笑顔中毒者スマイルジヤンキーは、自分もろとも相手を列車から落とそうとしたのさ。




　そして、二人目の不死者が落ちる瞬しゆん間かん、俺は聞いた。

　心の底から愉たのしそうに、奴やつの口が歪ゆがんで……

『いつか、思い知らせてあげるよ』

　って呟つぶやきながら落ちていくのをな。

　あの言葉は、笑顔中毒者スマイルジヤンキーに向けられたんだって事は分かってる。

　それでも俺は……思い出すだけで恐ろしくて仕方ないんだ。

　あいつの復ふく讐しゆうは、多分笑顔中毒者スマイルジヤンキーの奴だけに留まらない。

　多分、あいつはたった一人に何かをするために、世界そのものを壊すだろう。俺は、いつそれに巻き込まれるか解らないのさ。俺だけじゃない。アンタも含めて、この世の中に住む全ての人間がな。

　……。

　なあ、この辺でいいだろ。

　もう、特にあいつらについて語る事なんてない。

　笑いっぱなしだった方の不死者については、色々と思う所もあるが……それは、俺の心にしまっておくよ。それこそ他人にする話じゃないし、俺の感想なんざ事実にはなんの影えい響きようもないだろうからな。

　そもそも……あいつは自分の事は秘密にしてね、とか言ってたんだよ。

　だからよ、俺はあいつらの名前もハッキリと覚えてるが、それは教えられない。

　ろくな生き方はしてきてないが、せめて、半分ぐらいは約束を守ろうと思ってな。

　なんで半分かって？

　……こんな馬鹿げた話、普通は誰も信じないだろ？

　そんなもんをずっと自分の中にため込んだまま生きていけるほど、俺も強くない。

　だから、せめてあんたみたいな『情報屋』には伝えておこうと思ってな。

　にしても、不ふ死し者の情報を欲しがる奴やつが居るとはね。

　下へ手たにこんな情報流ながしたら、それこそ信しん用よう問題だろうけどな。




　俺は、暫しばらくこの町で生きていくつもりだが……御ご存ぞん知じの通り、脛すねに疵きずを持つ身の上だからな。

　今後町まちの中で会っても他人、って事にしようや。

　それじゃあな。ここの店の飯、中々美う味まかったよ。

　常じよう連れんになるかもな。

　でも、明日あした以降は他人って事で頼むぜ。
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　そう言って、アパムと名乗った青年は地下酒さか場ばを後にした。

　ＤＤ新聞社の徽き章しようをつけた男は、そのまま暫しばらくテーブルの前で酒を呷あおっていたのだが──




　10分程経ほど過した所で、後方の席──

　椅い子すを挟んで、背中合わせの位置に座る男に声を掛けた。

「えーと……もういいんですかい？　旦だん那な」

「ええ、構いませんよ」

　背後の席の男は、徽章の男を振り返らぬままそう告げる。

　すると、男は安心したように深く息を吐き出し──

　そのまま、背後の男と朗ほがらかな会話を紡つむぎ始めた。

「じゃあ、今みたいな感じで良かったんですかい、旦那」

「ええ、自然な会話だったと思います」

「いや、こんな場ば末すえの役者に声をかけて頂いてありがとうごぜえやす。不死者だのなんだの、俺にゃさっぱりわけが解わかりやせんでしたが……もしこの脚きやく本ほんが完成したら、端は役やくでいいんで、あっしにも声をかけてくだせえ」

「ええ、喜んで。おかげでより良い脚本を練る事ができます」

　背後の男は僅わずかに微笑ほほえんだ気け配はいを見せる。

　情報屋役の男は徽章を外し、へつらうような笑顔を浮かべて後ろの男に言葉を返した。

「や、お役に立てればなによりで……。しかし、面白い事を考えますねえ。芝しば居いの設定だけ俺やさっきの若わか造ぞうみたいなのに渡して、それでお互いにそういう役になりきって会話させてリアルな脚本を作ろうだなんて」

　役者の男は感心したように頷うなずくが、『劇げき作家』の男はそれには答えず──

「しかし、犯はん罪ざい者しや役やくを演じた彼には、一つ間違いがありました」

　と、些いささか唐とう突とつな事を口にする。

「はあ」

「彼は、二人目の不ふ死し者に刺さされた後、颯さつ爽そうと反はん撃げきしたりなんかしていません」

「へ？」

　首を傾かしげる記者役の男。

　背後の席の男はやはりこちらは向いておらず、なんとも言えず無む機き質しつな雰ふん囲い気きが漂っている。まるで絵にでも話しかけているような奇き妙みような気分になったが、情報屋役の男は、前まえ金きんとして渡された大たい金きんによってそれを危険と判断する感覚が麻ま痺ひしていた。

「彼は、情なさけなく床に転がっていたんですよ。その後、不死者が笑顔中毒者スマイルジヤンキーの存在に気付き、驚いていた時にズブリ、と不意をついたというのが真しん相そう……いや、そういう設定だったんですが、ほら、彼も駆け出しの役者ですから、自分の役を格かつ好こう良よく脚きやく色しよくしたかったんでしょうねえ」

「ああ、なるほど！　まあ、若い役者さんだったから、そういう事もありやすよ！」

「ともあれ、本当にありがとうございました。では、少し場所と気分を変えて話しましょう。追加報ほう酬しゆうと──実際にこの芝しば居いができた時の話もしたいですからね」

　依頼主ぬしが動いたのを見て、慌あわてて情報屋役の男も席を立つ。

「ええ、ありがとう御ご座ざいます！　あ……え、ええと……すいません、旦だん那なの名前……」

　情報屋役の男は、そこで相手の名を失しつ念ねんしている事に気が付いた。

　何度も聞いた筈はずなのに、何な故ぜ忘れてしまうんだろう。

　彼は不ふ思し議ぎに思ったが、すぐにそれも無理はないと考え直す。

　今、目の前にいる男は、あまりにも特とく徴ちようが無いからだ。

　強しいて言うなら、前まえ髪がみによって両目が完全に隠かくれているという一点だが、決して目を見せない事から、自然と印いん象しよう自体が薄いものとなっている。

　ブロードウェイの劇げき作家だという男は、名前を覚えぬ情報屋役の男に対して『気にしないで下さい』と微笑ほほえみかけ──




「ヴィクター。ヴィクター・タルボットですよ。改めて、よろしくお願いします」




　と、爽さわやかな声でその固有名詞を読み上げた。
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数分後ご　マンハッタン某ぼう所しよ




「さて……」

　情報屋役やくの男を引き連れた『劇げき作家』は、首をコキリとならしながら路ろ地じ裏うらを歩いていた。

　日もすっかり暮れており、周囲の人通りはまばらになっている。

　そのまま、彼らは目的地に向かって歩いていたのだが──

　彼らの前に、一つの影が立ち塞ふさがった。

「あ、すんませんオッサン！　倉庫街がいってどっちでしたっけ！」

　と、二人の前に立ち塞がって尋たずねてきたのは、見るからに柄がらの悪そうな少年だった。

　言葉遣づかいは間違っているが、一応目め上うえの者に敬けい意いを払っているような物もの言いいで尋ねる少年に、情報屋役の男が答えを返す。

「あん？　この辺の倉庫街って言ったら、そこの通りを右に行ってまっすぐだ」

「すんませんっす！　俺まだこの辺に来たばっかで！　サンキューっす！」

　不ふ良りよう少年は簡単に礼を言うと、そのまま勢いよく走っていった。

「チクショー！　みんなもう先にいっちまってるかな！」

　そんな少年の叫びに、反応を見せる男が一人。

「倉庫街の方で何かあるのか……」

『劇作家』の男は、倉庫街の方に走っていく男を見送ると、誰にも聞こえぬ、それこそ蚊かの鳴くような声で呟つぶやいた。

「なら、川はやめておくか」

「え、なんすか、旦だん那な？」

「いえ、こちらの話です。では、具体的な話は貴方あなたのアパートの方で話しましょうか」

　爽さわやかな笑顔で呟く『劇作家』に、情報屋役の男は困ったような表情で口を開く。

「え？　でもその、だいぶ散らかってますよ」

「気にしませんよ。寧むしろ、そういう生活感かんがある場所の方が報ほう酬しゆうの話はしやすいでしょう？」

「……まあ、そうっすけどね！　新しい仕事ができりゃ、うちみたいな狭いアパートはおさらばですよ！　頼みますよ？　旦那ぁ」

「はは、夢を見るのはいい事です」

　媚こびるように笑う男に、『劇作家』の男は静かに口元を緩め、言った。




「人生は長いんです。夢を見ないと、すぐに飽あきてしまいますからね……」







[image: 第五章『俺の世界』]






















廃はい工場




　グラハム達がアジトとしている河岸沿ぞいの廃工場。

　日はとっぷりと暮れ、周囲は冷たい闇やみに包み込まれている。冬の寒さと夜の暗さが朽くち果てた雰ふん囲い気きに拍はく車しやをかけ、より一いつ層そう不ぶ気き味みな物に仕立て上げている。

　そんな工場の中心で、暗あん澹たんとした空気に見合った怪あやしい影がいくつも蠢うごめいていた。

　しかし、影に取り囲まれているのは──このような場所には似に合あわない、白いドレスを纏まとった可か憐れんな少女。

　無む論ろん、それは外見だけの話だったのだが。




　周囲に機械の部品が散さん乱らんする広い屋内。

　その片かた隅すみで、シャーネはパイプを組み合わせた粗そ雑ざつな椅い子すに座らされていた。

　目の前に置かれたドラム缶の中では木ぎれが大量に燃やされており、煌こう々こうと揺らめく炎ほのおが周囲の闇やみを赤く照らし出していた。

　明かりの中に浮かぶのは、暗い瞳ひとみの割に妙みようにテンションの高い作業服ふくの男と、その仲間と思しき不ふ良りよう達の姿だった。

「可か哀わい想そうに。怯おびえて声も出せないみたいっすよ。へへ」

　運転手をしていたチンピラの言葉にも、椅い子すに座らされたシャーネは沈ちん黙もくを貫つらぬいている。

　もちろん怯えているわけではなく、単に言葉を話せないだけだ。

　シャーネは父から教えこまれた様々な機き密みつを護まもる為ため、自ら望んで声を捨てた。手しゆ話わもあえて覚えようとはせず、必要最さい低てい限げんの事を筆ひつ談だんで意い思し表ひよう示じするのみだ。

　声や手話だと、拷ごう問もんや薬を使われた際にあっさりと自白してしまう可能性があるので、彼女は最初に言葉を捨てた。そして、会話を捨てる事によって他者との壁をより強きよう固こにする為に。

　筆談をすることも滅めつ多たに無く、余よ程ほど言いたい事がある時にしか使わない。

　そして現在は──シャーネは呆あきれて、相手に真実を伝える気も無いといった状況だった。

　最初は、もしかしたら父の関係者かと思い、相手の目的を探るべく素直に攫さらわれるふりをしたのだが──会話に耳を澄すませてみれば何のことはない。自分の事をイブという少女と勘かん違ちがいしているだけらしい。

「悪いな、お嬢じようちゃん。だが、声を出せないという事はある意味幸しあわせな事だ。人は悲しみを口にするのにも喜びを口にするのにも怒りを口にするのにも、非常に強いエネルギーを消費する。恐怖や痛みとなれば尚なお更さらだ」

　パシリパシリと工こう具ぐを弄いじる男。周りの雰ふん囲い気きを考えると、やはり彼がこの集団の中心で間違いなさそうだ。

「そういう意味では、言葉を失う程ほどに怯えるというのは……ある意味、極きよく限げん状態においてエネルギーの消費を抑える為の、人間の本能が営む自じ衛えい行動だとは言えないだろうか？　しまった。俺は少々頭あたまの良いことを言ってしまったぞ？　よし、褒ほめろお前ら」

　その合図に合わせて不良達はぱちぱちと無む表情のまま拍手を送る。

　一ひと際きわ醒さめた表情で拍手を送りながら、シャフトが淡たん々たんと呟つぶやいた。

「台詞せりふの後半で台だい無なしっす。いや、ある意い味み最初から阿あ呆ほな発言ですけど」

「お前、本当にいい度ど胸きようになったな……喜ばしい事だ。レンチを腹に突きこんだ甲か斐いがあったという事だろうか。だが後で覚えてろ」

　不良達の会話を馬ば鹿か馬鹿しいと思いつつ、シャーネはこれ以上ここに居ても無意味だと判断し、おもむろに椅子から立ち上がった。非ひ力りきなお嬢様と思われていたのだろう。特に縛しばられる事もなければ、ボディチェックを行われる事もなかった。

「ん？　おい、何を勝かつ手てに立ち上がって……」

　──それにしても、背中の武ぶ装そうにすら気付かないとは……素人しろうとにも程ほどがある。

　この時点で父の関係者という事はあり得ないだろう。シャーネはそう考えながら、背中に取り付けられたナイフを抜き放った。

「うわあ!?」

　突然現あらわれた銀色の輝きに、手て近ぢかにいた不ふ良りようが悲鳴を上げる。

　一方で、作業着の男も驚いていたが──その表情は寧むしろ、予想外がいのアクシデントを楽しんでいるかのようだった。

「ほう……ただのお嬢じよう様かと思ったら面白い物を。そいつは護ご身しん用よう……にしちゃ、ちょっと大き過ぎやしないか？　だが、いい。少し驚いたが、驚くのは良いことだ。驚きというものは、常に人間に、『人生は先の読めない闇やみだ』という事を思い出させて────」

　シャーネは男の言葉を最後まで聞くこと無く、低い体勢のまま地を蹴けっていた。

　一ひと呼吸の間に距離を詰めたシャーネは、その細ほそ腕うでをバネのように弾はじけさせ、男の腕へとナイフの刃やいばを走らせる。

　先せん刻こく、相手がジャグジーの仲間達に対して行った行為は実に手て際ぎわの良いものだった。手にした巨大レンチを皆の足などに引っ搔かけ、音もなく地面に転ばせていく。特にダメージを与えた様よう子すはなかったが、それはこの男が追つい撃げきしなかったからに過ぎない。

　──この男の本質は、レンチを扱う技術。

　シャーネはそのように推すい測そくした。

　だからこそ、この男の腕を潰つぶせばこの場を逃れるのに充分だと判断したのだが──

　刃が相手に届く直前、激しい金属音おんと共に、ナイフの動きが止められる。

　──ッ！

「驚きその２だ。……お前、ひょっとしてイブ・ジェノアードじゃない？　ちょっとこれ、今の、素人しろうとの動きじゃないんだが。その、正直驚いたよ。あと人の話は最後まで聞いてくれると嬉うれしい」

　シャーネの鋭えい敏びんな動どう体たい視力は、何が起こったのか即そく座ざに理解する。

　右手はレンチを構えて心しん臓ぞう部から頸けい部ぶをガードし、左手には、いつの間に取りだしたのか、工業用のペンチが握られていた。そのペンチの口はガッチリと閉じられ、シャーネのナイフを力強く挟み込んでいた。

　殺さぬように手て加か減げんしたとはいえ、シャーネは自分の刃が受け止められた事に驚きを覚える。

　それでも殆ほとんど変化を見せないシャーネの表情を見て、作業着の男はカラカラと笑いだす。

「面白いな、お前。ＯＫ過ぎる程ほどにＯＫだ。やばいな、ワクワクしてきたよ。よし、決めた、もう俺はお前が火星人じんだと言われても驚かない。さあ、早く腕を八本生はやしてみてくれよ。人間じゃないとなりゃ──壊しがいがあるってもんだ」

　──やはりこいつ……あの白服の男と似ている。

　──喋しやべる内容から、身に纏まとう殺さつ気きに至るまで！

　目の前の男を危険だと判断したシャーネは、自らもまた、殺さつ意いを強く固め始める。

　同時に、地を蹴けって相手の太ふと股ももを蹴けりつけた。

　その反動でペンチからナイフを引きはがそうと考えたのだが──作業着の男は、それを読んでいたようだ。

　シャーネが蹴りつけようとした位置に、巨大なレンチを素早く移動させ、そのまま彼女の足をレンチの先で挟み込む。

　痛みは無かった。だが、力を受け流されるような感覚が全身を走り──気が付くと、彼女の体は宙を回転していた。

　手から引きはがされナイフが、乾いた金属音おんと共に地面の上を転がり跳ねる。

　──ミスだ。

　ハイテンションな言げん動どう。

　あの白服に似ている殺さつ気き。

　そして、手にした巨大な武器。

　シャーネはそれらの条件から、無む意識のうちにラッド・ルッソに対するそれと同じ闘い方を仕掛けてしまった。実際には、ラッドが力押しのタイプなのに対し──目の前の男は、相手の力を受け流すタイプの戦い方だった。

　先せん刻こく一度はそう判断した筈はずなのに、ラッド・ルッソと錯さつ覚かくした為ため、対応を誤ったのだ。

　自分の迂う闊かつさに苛いら立だちながら、シャーネは素早く距離を取る。

　──ナイフはまだ、背中にもう一本仕し込こんである。

　相手の隙すきさえつければなんとでもなる。問題は、どのように隙を作るべきかだ。

　シャーネが思し案あんしている間にも、作業着の男は悠ゆう然ぜんと歩をつめてくる。

「なんだか愉ゆ快かいになってきたよ。実に実に実に愉快になってきた。愉快な話を紡つむぎ出す為に、ここは一つ手を組もうじゃないか。具体的に言うとあれだ。俺に負けろ」

　狂ったような言葉を紡ぎながらも、男の動きに隙はなかなか生じない。

　テンションを高ぶらせた相手が巨大なレンチを振り上げた瞬しゆん間かん、シャーネは好こう機きと踏んで地を蹴ろうとしたのだが──




　二人の緊きん迫ぱくは、ある意味場ば違ちがいな男の登場によって打ち砕かれる事となった。




「や、やめて下さい！」

　悲鳴に近い制止の声が、工場内に木霊こだまする。

　もちろんそれはシャーネの放ったものではなく──彼らのいる場所から少し離れた、工場の中央付ふ近きんから響ひびいてきた──腰こし弱よわな不ふ良りよう少年の声だった。
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「あ、あの……お金は持ってきましたから、その子を直ぐに離してください！」

　ガタガタと震えながらも、目に強い意志の光を携たずさえた少年──ジャグジー・スプロットは、グラハム達に向かってゆっくりと歩を進めていった。と言っても、両足を杖つえで支えている状態で、一歩一歩が一ひと苦労という印いん象しようだ。

　──まさか、来るとは思わなかった。

　シャーネは一いつ瞬しゆんそう考えたが、考えてみれば父を奪だつ還かんしに行こうとした時にも、体の怪け我がを押して追ってきたような男だ。この場に現れるのも不ふ思し議ぎではない。

　だが、彼にこの状況で何ができるというのだろう。

　正直な話、シャーネの中にはまだ疑ぎ念ねんが残っていた。

　彼らが父の事を知っていて、取り入り、利用する為ために自分達に近づいたという疑念が。

　しばらく彼らと行動して、その疑念が薄まっていったのも事実ではある。だが、完全に消えたわけではない。それがシャーネとジャグジー達の間にある、最後の溝みぞのようなものだった。




　だが──それから僅わずか数分で、彼女の中からその疑念は完全に消える事となる。




「ほほう、早かったな。よし、驚きの話から俺にとっての嬉うれしい話に物語をスイッチするとしよう。いやあ、いい。金はいい。よく解わからないが、みんないいものだと言う……。そして、その金に喜び踊らされ破は滅めつしていく姿が最高にいい」

　テンションの高さを維い持じしたまま、グラハムは瞳ひとみに似に合あわぬ爽さわやかな笑顔でジャグジーへと体を向けた。しかし、意識の半分はシャーネの方に集中しているようで、簡単に隙すきを見せるような真ま似ねはしなかった。

「待てよ。金を持ってきたというが……、どう考えてもお前、手ぶらにしか見えないんだが」

「いえ、お金っていうか……代わりのものは、ちゃんと持ってきました」

「？」

　訝いぶかしげな目を向けるグラハム達に、ジャグジーは怯おびえながら口を開く。

「し、信じて貰もらえるか解わからないけど……僕は……」

　そこで一いつ旦たん言葉を切り、ジャグジーは大きく息を吸ったかと思うと、腹の中に溜ためた覚かく悟ごを眼がん前ぜんの不ふ良りよう達に向かって一気に吐き出した。

「僕は、シカゴにいるルッソ・ファミリーっていうマフィアに賞金をかけられてる」

「!?」

「僕の身み柄がらを引き渡せば、それで……沢たく山さんお金を貰える筈はずだよ」




　沈ちん黙もく。




　それは、誰にとっても意い外がいな一言だった。

　てっきり、金は無いから力ずくでシャーネを奪い返しに来たものだと思っていた。予想外がいに弱そうな少年が現れた時点で面めん食くらっていたという事もあるが、その少年が、自分自身の命を張る提案を突きつけてきたのだ。

　そもそも、グラハム達の第二の目的はジャグジーだ。彼の身柄を拘こう束そくする為ために誘ゆう拐かい事件を起こしたようなものだったのだが──まさかその事実を突きつける前に、自分からそんな事を言ってくるとは、まったく予想していなかったのだ。




　当然ながら、ジャグジーの言葉はシャーネにとっても予想外の事だった。シカゴでお尋たずね者になっているという事は彼の仲間達から聞いて知っていたが、まさか、自分自身をその取とり引ひき材料として使うとは。

　──何な故ぜ？　私を……助ける為に？

　自分や父を私し欲よくの為に利用しているのならば、自分の命を捨てるような取引は矛む盾じゆんしているとしか言いようが無い。

　──どうして……まだ、会ってから少ししか経たってない私の為に……？　家族でもなんでもない存在の私に、どうして……？

　一いつ瞬しゆん、彼女の中に一つの思いが浮かび上がる。

　それは、あってはならない感情だった。

　ジャグジーとその仲間達の笑顔と共に──

　──彼らにならば、たとえ利用されても後こう悔かいはないなどと。




「ハハッ……やれやれだ。グラハムさん。こいつとんだ大おお馬鹿野や郎ろうですよ！　俺達の本当の目的も知らねえでぶほぁッ」

　ジャグジーの滑こつ稽けいさを笑おうとした舎しや弟ていの腹にレンチを突き込みながら、グラハムは己おのれの淀よどんだ目を見開いて、呆ほうけたように口を開く。

「お前、すごいな」

　周囲の誰もが注目する中、グラハムはレンチを宙ちゆう高たかく放り投げる。

　落ちてきた鉄てつ塊かいを勢い良く摑つかみ取り、パシリという小こ気き味み良よい音を工場内に響ひびかせた。

「畜ちく生しよう……俺を感動させやがって。面白い。お前、楽しいぞ。そして悲しいな、ジャグジー・スプロット。だが、感動だ。楽しさと悲しみは常に紙かみ一ひと重えと言うが……お前は！　今！　この瞬しゆん間かん！　その紙の間に俺の心を閉じこめた！」

　狂った詩し人じんのような事を叫びながら、グラハムは再びレンチをパシリと打ち鳴らす。

「いいだろう……この感動に免めんじて、この女は解放してやる。……どうせ、イブ・ジェノアードじゃないんだろ？　……それに、女を解放したところで……お前のその足の状態じゃあ、逃げられそうにないからな。正直、よくここまで歩いてきたもんだ。強い男だ」

「いえ、そ、そんな……。痛くて恐くて泣きそうです」

「強くて弱い……くそう、また紙一重の紙の薄さの中に俺を閉じこめる気か」

　楽しそうに苛いら立だちながら、グラハムはシャーネの方に向き直る。

「ほら、行けよ。あいつに感謝するんだな」

　そう言われた人ひと質じちの少女は──動こうとしなかった。

　寧むしろ、先せん刻こく以上に鋭い眼がん光こうを持って、グラハムの動きに意識を集中させている。

「……ん？　どうした？　もしかして……俺と、まだやる気か？」

　殺さつ気きを崩すことの無いシャーネに、グラハムは苦く笑しようしながらモンキーレンチを構え直した。

「実は、そう反応してくれることを半分望のぞんでた」




「しゃ、シャーネ……！」

　ジャグジーの声を聞きながら、シャーネは静かに覚かく悟ごを決めていた。

　どうしてそう思ったのかは、理解していなかった。

　ただ、ここでこの男を倒せば、ジャグジーが殺される事も無い。

　その事実だけを確認しながら、シャーネは静かに精神を集中させて行く。

　生と死を分ける境きよう界かい線せん。

　境きよう界かいは歪いびつな膜まくとなり、シャーネとグラハムを包み込み、ドロリとした空気をその内側へと圧縮させる。

　そのように、再び緊きん迫ぱくしかけた工場内ないだったが──

　次の瞬しゆん間かん、一いつ触しよく即そく発はつの緊迫感は、あっさりと霧む散さんする事となった。

　工場の壁が、小しよう規き模ぼな爆発によって打ち破られたからだ。




　ジャグジーの視し界かいの端はしで赤い光が膨ふくれあがったかと思うと、工場の壁の一部が派は手でな音を立てて吹き飛んだ。

「ひいッ!?」

　当然ながらその事態に驚いたのはジャグジーだけではなく、内部にいた殆ほとんどの者達が轟ごう音おんの根こん源げんに目を向ける。グラハムとシャーネはお互いに好こう機きと受け取ったが、お互いが思っていただけにどちらも隙すきを見せず、結局膠こう着ちやく状態のままとなっている。

　炎ほのおは一いつ瞬しゆんで消え去り、黒と白の煙が入り交じった空間から現れたのは──




「シャーネさん！　無事でしたか！」

「うあ……ニース、ドアが開いてたのに、なぜ爆発させる」

「ドニー、んなこと聞かなくても解わかってるだろ？　ニースの姐あねさんはただ爆発させたかっただけに決まってるだろうが」

「……今の爆発が通つう報ほうされれば直ぐに警察が来ますよ！　大人おとなしく逃げる事をお勧めします！」

「あれ、ちゃんと考えてた!?」

「つけ足し臭いけどな」

「そもそも、警察呼よぶつもりなら普通に通報した方が……」

「つーか、まず捕まるのはニースの姐さんじゃ」

「大だい丈じよう夫ぶですよー。私の計算では、警察がここに来るまでに最低でもあと６２３秒はかかりますからー」

「おいメロディ、どうやったんだその計算？」

「勘かんですよー」

「勘かよ！」「勘なのに『最低でも』って言い方おかしいだろ！」

「謝れ！」「なんでだよ」「メロディは俺に謝る義務がある！　いや、寧むしろこの世界が俺に謝るべき」「どういう根こん拠きよで？」「勘だ」「勘かよ！」「便利だな勘！」「なんでも勘に押しつけやがって！」「勘に謝れ！」「ごめんなさい」「謝った……!?」

「ヒャッハァ！」

「ひゃっはぁ！」

　と、わけの解わからない喧けん噪そうを携たずさえて、ジャクジーの仲間達が工場内に入り込んできた。

　どやどやと現れた数十人の不ふ良りよう達に対し、工場内ないのチンピラ達はあからさまに狼ろう狽ばいする。

　グラハムは冷静だったが、不ふ思し議ぎそうな表情でジャグジーに問いかける。

「……あれ？　俺、手紙に一人で来いって書いてなかったっけか？」

「そ、そうだよみんな！　なんでここに!?　あれほど言ったのに！」

　ジャグジーもそれに続いて疑問と抗議の声を挙げたのだが、ニースは冷静な表情のまま答えを返す。

「ええ、手紙に書かれていた通り、ジャグジーが一人で行ったので──」




「私も、一人でここまで来ました」

「俺も一人で歩いてきた」

「俺も」

「俺モ」

「なんと俺もだ！」

「うあ、俺、一人で来た。アメリカまで、メキシコから」

「俺だって一人さ」

「人生は常に一人だ。助けなんか期待するな！」

「人はみんな最終的には一人だろ」

「俺も一人で来た」

「すまねえ、俺、実は妹と来たんだ……来たはずなんだ！」

「だからお前、妹いねえだろ」

「妄もう想そうが一人歩きしてここまで来たってわけなんだネー」

「チャイニーは黙ってヒャッハァ言ってろ！」

「ヒャッハァ！」「ひゃっはぁ」

「ともかく、俺も一人だ」

「俺も」「俺もだ」「僕も」「俺様も」




　彼女達が一いち様ように答えた言葉に、グラハムは自分の書いた文章を思い返し──

「あッ、矛む盾じゆんはしてない。さてはお前ら……頭がいいと見える」

「ボスが頭悪わるすぎなんですよ！　どど、どうするんすかこれ！」

　腹を突かれた痛みから復活したシャフトが、顔を真まっ青さおにして訴えかける。

　だが、当のグラハムは平然としたまま、自信に満ちた表情で言葉を継げる。

「安心しろ、こっちには人ひと質じちがいる事を忘れたか」

「もう人質の体てい裁さいを成してないでしょうが！」

　その叫びに、グラハムはナイフを持ったまま固まっているシャーネを見て、フム、と考え込み──

「代わりにシャフトを人ひと質じちにしたら、こいつらは止まってくれるだろうか」

「どういう論ろん理りでそうなるんすか！」

　抗議の悲鳴をあっさりと無視し、グラハムは余よ裕ゆうを見せて口を開く。

「まあ、このぐらいの人数なら余裕だろうと俺は判断する。相手が全ぜん部ぶ自動車とかだったら壊しがいがあって楽しかったんだが。正直、人間の関かん節せつを破は壊かいするのは好きじゃないしな……」

　そんな余裕を見せる事が呟つぶやかれてる一方で、ジャグジーの仲間達にも異い変へんがあった。

「……おい。今の『俺も』の中にさ……聞き慣れない声があったんだが」

「あ、やっぱお前もそう思う？」

「ひゃっはぁ」

「ていうかよ、あそこの壁かべ際ぎわにいる……」

「あの赤あか毛げの奴やつって……誰だ？」

　不ふ良りよう少年達の視線はやがて一ヶ所に集約し、その壁際にいた一人の男を浮き彫りにする。

　ジャグジーやニースも、そこに立っていた赤毛の男に強い違い和わ感かんを感じとり──

　シャーネに至っては既すでに大地を蹴けっていた。




「くッ!?　しまった！」

　グラハムは、シャーネの予想外がいの突進に思わず隙すきを作ってしまった。

　──このままでは殺やられる。

　瞬しゆん時じに体を捻ひねって致ち命めい傷しようを避けようとしたのだが──

　シャーネはそんな作業着の男を無視して、赤毛の男へと弾丸のように突進していった。

　可か憐れんな砲ほう弾だんの刃やいばが、赤毛の男の喉のど元もとに吸い込まれようかという時──

　シャーネは、刃を止めていた。

　赤毛の男の腕に止められたのではない。

　自らの中に生まれた混乱が、その刃を止めていた。




　──何な故ぜ、止めた!?

　──どうして私は、この男を殺す事を躊躇ためらった！

　──目を見て一いつ瞬しゆんで解わかった。この男は──あの時の男だ！

　──なのに、どうして刃を止めた!?

　──おかしい、今日の私はおかしい。

　──さっき……ジャグジーを助けようとした事といい、まったく不ふ合理な行動をしている。

　──この男は……父とうさんの障しよう害がいになる。そう決めた筈はずなのに……。

　──いや……今日、この男に服を贈られた時に解っていた。

　──この男を殺そうとするのは──私のエゴだ。

　──私は、恐い。

　──父とうさんと二人だけで生きてきた世界に、新しい誰かを受け入れるのが。

　──私の信じてきた過去が、壊れてしまう事が恐くて仕方がない。

　混乱するシャーネを余よ所そに、赤あか毛げの男は首くび筋すじに突きつけられたナイフを奪おうとも避けようともせず、少し頰ほおを赤らめながら口を開いた。

「……久しぶりに会って、こんな事を言うのもなんだけどな……」

　青年の口から流れてきた声は、間違いなくあの男の……『線路の影をなぞる者レイルトレーサー』の声だった。

「いや、別に……お前が俺を殺そうと思っても構わない。だけど、一度はちゃんと告白しとくのが筋すじだろうと思ってな」

　──何を言う気だ。これ以上私を混乱させるな。私の心を狂わせるな。

「あの列車の上では、理り屈くつばっかり言って、俺の想いという奴やつを伝えてなかった気がする」

　──やめろ、言うな。

「ストレートに言うが……困った事に、俺は心の底からシャーネを愛してるみたいだ。……悪い。噓うそをついた。実は困らない。でも愛してるのは本当だ。……ああ、やっぱり言葉を飾るなんてのは性しように合わないな。ストレートに言うと……好きだ、結婚しよう！」

　浪漫ロマンの欠片かけらも無い、淡たん々たんとした告白。

　ジャグジーもニースも、グラハムさえも、突然の乱らん入にゆう者しやにどう反応すればいいのか解わからなかった。だが、男の頰がうっすらと紅こう潮ちようしている所から考えると、どうやら今の冗じよう談だんとしか思えない告白は本気であると理解できた。

　その一方で、シャーネもまた──相手の言葉に噓が無い事を理解していた。

　『幽霊レムレース』にいた時も、軽い気持ちで愛という単語を投げかけてくる男は沢たく山さんいた。

　だが、その裏には様々な噓が見て取れ、シャーネの気き性しようを知った後は決まって声をかけてこなくなっていった。

　──でも、この男は、違う。

　列車の上でこの男が私に見せた『世界』に、噓は欠片も感じられなかった。

　──ああ、恐い。

　同時にシャーネは、自分の中に渦うず巻まく感情に整理が着かずにいる。

　──恐くて仕方がない。

　相手を好きになるかどうか、その以前の問題だ。

　──こんなにも……こんなにも恐ろしいなんて。

　愛情というものに彩いろどられた誰かの言葉を、結果はどうなるにしろ、まず真しん摯しに受け止めるという行こう為い自体が、彼女にとっては全く未み知ちの領りよう域いきだったのだから。

　──父さん以外の誰かを私の中に受け入れるという事が──こんなにも恐ろしいものだったなんて。

「恐いのか？」

　シャーネの瞳ひとみを見て、クレアがゆっくりと言葉を紡つむぐ。

　周囲でジャグジー達が聞いているのにも拘かかわらず、寧むしろ彼らが『誓ちかい』の証人であるとでも言うかのように、ハッキリとした声こわ音ねで、高らかに高らかに。

「大だい丈じよう夫ぶだ、約束する。俺は、絶対にお前の信じてきた世界を壊さない。もしも、俺を信じてくれるなら──俺は、お前の信じた俺の世界を絶対に、絶対に壊さない」

　まるでシャーネの心を読んだかのように、クレアは自信に満ちあふれた想いを告げる。

「世界は、そんなにヤワじゃない。人が入り込んで壊れる世界なんか無いさ」

　まるで、自分自身の世界に言い聞かせているかのように。

「ただ──広がるだけ。それだけだ」

　その青年は、自分自身がシャーネという少女の世界を受け入れる覚かく悟ごを決めた事を、自分自身の世界に確認する。

「お前の世界が壊れそうになったら──俺が護まもってやる」

　何度でも、何度でも確かめる。

「こんな言葉を言う奴やつは普通は信用できないだろうけどな」

　自分の世界でだけ通じる、自分だけの愛を確かめる。

「知っての通り──俺は、普通じゃない」




　照れたように笑う青年を見て、気付けばシャーネはナイフを下ろしていた。

　──この男といい……ジャグジー達といい……

　自分が今まで見てこなかった世界、見ようとしてこなかった世界には、こんなにも恐ろしい存在がいた。

　これまで必死になって築きあげてきた『殻から』にあっさりと穴を穿うがち、笑顔で握あく手しゆを求めてくる。なんと恐ろしい存在だろうか。

　だが──今のシャーネには、不ふ思し議ぎとその異い邦ほう人じん達に、父と同じような感情を抱いていた。

　自分の殻の中に入ってきた者達を、二度と失いたく無いという感情を。

　それが果たして、愛という感情なのか──それは、シャーネ自身にも解わからない。

　彼女はこれまでの世界で、ただの一度たりとも──父親に『愛している』と言われた事が無かったのだから。





⇔






　轟ごう音おん。




　甲かん高だかい金属音おんが工場内に響ひびき渡り、そこで全員が我われに返る。

　何が起きたのかさっぱり理解できていないジャグジー達が、音のしたと思しき方向に目を向けると──そこには、困ったような表情を浮かべているグラハムの姿があった。

「あー、理解不ふ能のうな話をしよう。理解できないという事は人間の営みにおいて──どういう事だ？　……理解できないな。まあいい。そんなものは考えるだけ無む駄だだ。……という事で、よく解わからないが……状況を再開してもいいのか？」

　完全に空気から取り残され、苛いら立だちで煮えたぎっているグラハム。

「いいだろう。俺が許可しよう」

　その言葉に最初に反応したのは、場の空気を途と切ぎれさせた張ちよう本ほん人にんである赤あか毛げの男だった。

「さて、まあ、シャーネに答えを聞いていないわけだが……とりあえず、シャーネとその仲間に敵対するのなら、俺が相手になろう。よし、逃げるなら今のうちだぞ？」

　尊そん大だい極まりない乱らん入にゆう者しやの言葉に、グラハムは一いつ瞬しゆん呆気あつけにとられたが、やがて大きな溜ため息いきをつきながら問いかけた。

「ていうか、そもそも最初にして最大にして実はどうでもいいかもしれないが個人的興きよう味みでどうしても聞いておきたい事がある！　お前……誰だ？」

「俺か？　俺の名は……本当の名はお前らには秘密だが、とりあえずフェリックス・ウォーケンと名乗っておこう」

　青年がそう名乗った瞬しゆん間かん、グラハムの手て下した達が露ろ骨こつに表情を変化させた。

「え……？」

「フェリックスって……あの……伝説の殺し屋の名前じゃ」

「でも、あれって……ただの噂うわさ話ばなしだろ？」

　混乱する仲間達を余よ所そに、グラハムはレンチをぶらつかせながら余よ裕ゆうの籠こもった口を開く。

「慌あわてるな。こいつが伝説の殺し屋なら……俺達は伝説の殺人鬼きを知っているだろう。ラッドの兄あに貴きを見てきたお前らが、今いま更さら名前だけでびくつく必要など無い、そうだろう？」

「殺人鬼のラッド？」

　グラハムの言葉を聞いて、赤毛の青年は何かを思い出すように口を開いた。




「それって、こないだ列車から落ちた奴やつの事だろ」




　刹せつ那な──空気が、冷え切った。

　グラハムの仲間達は、自分の口こう内ないから急速に水分が失われていくのを感じていく。

　底そこ冷びえした空間、その意味を知っている彼らは、無む意識のうちにグラハムから離れるように後ずさっていった。

「……なんで、それを知っている。身内以外に……噂うわさで流れるような話じゃないぞ？」

　聞いた者の魂たましいを削けずるような、重く、黒く、鋭い声。

　しかし、赤あか毛げの青年はこともなげにその答えを吐き出した。




「だって……落としたの、俺だし」




　次の瞬しゆん間かん、銀色の棒ぼう状じようがあり得ない回転をしながら青年の体へと飛び込んだ。

　その光景を見ていた誰もがこう思う。『あ。あの赤毛の奴やつ、死ぬぞ』と。

　だが、青年はその巨大なレンチの質しつ量りようをあっさりと受け止めると──更さらに回転を加え、来たとき以上のスピードで投げ返す。

　誰もが『あ。あの作業着の奴、死んだ』と思った威い力りよくだったが──グラハムはやはり何事も無かったかのように受け止める。勢いを殺すように体の周りでクルクルと回しながら──そのまま、自らの身も一八〇度反転させた。

　──背を向けた？

　ジャグジー達がそう思ったのは一いつ瞬しゆんの事。

　グラハムは更に半回転し、三六〇度の勢いを上うわ乗のせしてもう一度レンチを投げはなった。

　更に上回る回転数すう。

　もはや銀色の円えん盤ばんにしか見えなくなったレンチ。

　赤毛の男は、今度はそれを受け止める事はせずに紙かみ一ひと重えで避けるが──

　直後、目の前に青い影が迫る。

　投げると同時に、そのレンチを追う形でグラハム自身も跳ちよう躍やくしていたのだ。

　両手には小こ降ぶりなレンチとペンチが握られており、滑こつ稽けいとも思える二に刀とう流りゆうが赤毛の男の身体からだに迫る。

「ほう」

　赤毛は僅わずかに感心したような声をあげると、そのまま勢いよく後ろに飛んだ。

　刹せつ那な、爆発音おん。

　実際に何かが爆発したわけではない。

　巨大なレンチの円盤が、赤毛の背後にあったドラム缶を破は壊かいした音だ。

　空だったとはいえ、ドラム缶は大きくひしゃげ、直ちよく撃げきした部分が大きく切り裂かれている。

　もしも人間だったならば、上半身と下半身が泣き別れになっていたのではないか。

　ジャグジーはその光景を想そう像ぞうして目の前が暗くなる。だが、目の前の激しい攻こう防ぼうは勢いを増すばかりで、ジャグジーに気を失う余よ裕ゆうすら与えない。

「いやあ、驚いた。思ったよりもやるな、お前」

　先せん刻こくから何度も『死』の塊かたまりを避け続けているというのに、赤毛の男は寧むしろ余裕とも思える面つら構がまえで感心したように言った。

「もしかして、あのラッドって奴やつよりも強いんじゃないか？」

「俺がラッドの兄あに貴きより強い……？　それはそれで嬉うれしい言葉だが俺はそんな世せ辞じには踊らされない強い心を持っている！」

　工こう具ぐによる乱らん撃げきを繰り返しながら、律りち儀ぎに赤あか毛げの言葉に返答するグラハム。

　攻撃のリズムを全く無視して紡つむがれる言葉。まるで口と身体からだが別々に動いているかのように。実際、彼の連れん撃げきは解かい体たい作業という肉体に染しみついた行動に基づいているので、実際に頭と身体は別々に動いているのかもしれない。

　そんな無む軌き道どうで予測し辛づらい攻撃を避けながら、赤毛は静かに笑う。

「ラッドの野や郎ろうは俺の挑ちよう発はつにカンカンだったから、精神力はお前の方が上じゃないか？」

「馬鹿な……ラッドの兄貴が挑発に乗るのは自然の摂せつ理りだ。何な故ぜならラッドの兄貴は喧けん嘩かが強すぎるから、相手の挑発に乗った上で叩たたきつぶすのは自然の理ことわりであり、なんの矛む盾じゆんもない！　つまりラッドの兄貴は常に挑発に乗りやすいというハンデを背負っているわけだ！　恐ろしい男だぞう、ラッドの兄貴は……！　そして俺はいまやっとさっきのが世辞というよりも挑発だったという事に気が付いたが今いま更さら怒るタイミングを逃した俺はもうだめなのか!?」

「俺に聞かれても困る。ああ、なんかお前、喋しやべり方も面白いな」

　ハハ、と短く笑う赤毛の男。

　仲の良い二人の憎にくまれ口の叩き合いに聞こえるが、実際に動いている二人の姿を見ると、そんな関係とは程ほど遠とおい事が解わかる。

　グラハムは一いつ歩ぽ相手から下がりながら、地面に転がっていた巨大レンチを手に取り──そのままそれを、地面に擦こするように思いきり振り抜いた。

　金属音おんが響ひびき、何かが赤毛の顔面めがけて飛ひ来らいする。

　それは、先せん刻こくグラハムがシャーネの手から引き剝はがしたナイフだった。

　レンチによって器き用ように掬すくい打うたれた銀の刃やいばが赤毛に迫るが、彼はそれをあっさりと受け止め、背後に立つシャーネに柄つかを先にして差し出した。

「ほら、シャーネのだろ」

「……」

　戦せん闘とうの最さい中ちゆうだとは思えない行動に、シャーネは目を白黒させつつもそのナイフを受け取った。

　と、次の瞬しゆん間かん、赤毛の姿がシャーネの眼がん前ぜんから消える。

　横から来たグラハムがレンチを縦たてに振るったのだが、赤毛の青年は一いつ瞬しゆん早くそれを躱かわし、床に叩き込まれたレンチを踏み台にしてグラハムの肩へと駆け上ったのだ。

　そのまま身体を捻ひねり、天てん井じようからつり下がるフックを摑つかみ、手て近ぢかな柱を蹴けって空中を泳ぐように鎖くさりに繫つながる自分の身体を操あやつる赤毛の青年。

「まだやるか？」

　そう尋たずねてくる赤あか毛げの男を見上げながら、グラハムは再び不ふ条じよう理りな事を言い出した。

「赤毛の男。貴き様さま、俺のレンチに対して全く恐怖が無いな。畏おそれがない。恐れがない。怖れが無い！　全く失礼な話だ！　俺はともかく、レンチの一いち撃げきの衝しよう撃げきと物理法ほう則そくに謝って貰もらおう！」

「そりゃ確かに恐くはないが、当たれば死ぬってのは弾だん丸がんでも一緒だし、斬ざん撃げきって意味ならクッキーとの喧けん嘩かで慣れてるからな」

「クッキーって誰だ！」

「俺の友達だ。知らないのか？」

　更さらに理り不ふ尽じんな会話を返す赤毛の男に、グラハムは手て近ぢかにあったドラム缶を軽く蹴けり上げ──

「知るか！　後で紹介しろ！　お前と喧嘩できる友達ってのは、やっぱり化け物か！」

　宙に浮いたそのドラム缶を、レンチで野球ボールのように打ちあげた。

　赤毛の男はフックから手を離し、そのドラム缶に上う手まく足を乗せ──そのまま歪ゆがんだ鉄の円えん筒とうごと地面に着地する。

「まあ、身長は３メートルは軽く超してたな」

「怪かい物ぶつだ！」

　玉たま乗のりのような形でドラム缶に乗る赤毛の青年は、歪みのせいでガコガコと音を鳴らす円えん柱ちゆうの上に立ち、少しだけ残念そうな顔をした。

「そうかー、俺はともかく、あいつは有名だったんだけどなあ。紹介してやってもいいけど、あいつ鉄の臭においが嫌いだから、お前とか多分喰くわれるぞ？」

「喰われる？」

　わけのわからない会話が交わされる空間。

　会話は全く嚙かみ合わないが、攻防のリズムは美しいまでに嚙み合っている。

　ジャグジーを始めとした傍ぼう観かん者しや達は、その余りの異常な動きに、ここは夢の中なのではないかと現実そのものを疑い始めた。




　そんなやり取りが数分続つづけられた後、グラハムは不意に気付く。

　相手が、まだ一度もこちらに反はん撃げきらしい反撃をしてきていないという事に。

　──……。

　──俺が押してるから避けるのに精せい一いつ杯ぱいで、反撃できない。

　──という甘い考えが通じる相手じゃないのは確かだ。

「なるほど、ラッドの兄あに貴きを列車から落とした、か……」

　互いに距離をとったところで、呼吸を整えながら徐々に破は壊かい衝しよう動どうを抑え始める。

「噓うそじゃ……なさそうだな」

　レンチでコツコツと地面を叩たたきながら、グラハムは静かに俯うつむき──

　表情を誰にも見せないまま、呟つぶやいた。

「……帰るぞ」

　と、ただ一言。

「え……？　え？　あれぇ？」

　仲間の不ふ良りよう達は困こん惑わくしていたが、グラハムは赤あか毛げの青年に背を向けたまま、独ひとり言ごとを工場内に高らかに響ひびかせる。

「ああ……悲しい。とても悲しい話をしよう」

　モンキーレンチを肩に担かつぎ上げながら、グラハムは心の底から悲しそうな声を紡つむぎ出した。

「こんなにも憎にくい仇かたきが目の前にいるのに、俺は手を出す事すらできやしない」

「今、思いっきり出してたじゃブホ」

　シャフトの腹に小さい方のレンチを軽く突き込みつつ、グラハムは朗ろう々ろうと言葉を繫つなぐ。

「だってそうだろう……その男は……いずれ、ラッドの兄貴自身がぶち殺すんだからな。俺が手出ししたら、俺がラッドの兄あに貴きにむごたらしく惨むごたらしく酷むごたらしく殺されるだろうから」

　そんな台詞せりふに対し、赤毛の男はやや真剣な面おも持もちになって、相手に軽い敬意を払う形で口を開いた。

「……ご忠ちゆう告こく、ありがたく受けとっておくよ」

「忠告じゃない。死し刑けい宣せん告こくだ」

　グラハムはそれだけ吐き捨てると、ジャグジー達の横を通り過ぎ、正せい規きの扉とびらから外へと出るべく歩き出した。他の不良達も困こん惑わくしながら、素直にその後に続いていく。

　すれ違いざまに──グラハムは、ジャグジーに対して小さな声で呟つぶやいた。

「お前は気に入ったよ。……この倉庫で良かったら、いつでも使え。俺の所有物だ」

「えッ……？」

「じゃあな、また会おうや。あの忌いま々いましい赤毛がいない時にでもな」

　苦く笑しようしながら去っていくグラハムを見て、ジャグジーはよく解わからない気分になっていた。

「結局……あの人って、いい人のなの？　悪い人なの？」

「どっちでもいいじゃない。こうしてみんな無事だったんだから」

　ジャグジーの独ひとり言ごとに、ニースが間かん髪はつ入いれずに答えを返す。

　そのいつもの調子に安あん堵どしたのか、ジャグジーはへなへなとその場に座り込んだ。

「なんだか知らないけど……僕達……助かったの？」

「そうだよ、ジャグジー。……って言っても……あの人……なんなの？」

　ニースの視線の先には、突とつ然ぜん現れた嵐あらしのような男の姿が映っている。シャーネと向かい合い、互いに目を見つめ合わせながら何かを話しているようだった。

　と言っても、赤毛の男が一方的に話しかけているだけだった。

　ジャグジーは、その赤毛の男の姿に見み覚おぼえがあるような気がしたが、今は追及せずに話を切り上げる事にした。

「なんだか知らないけど……いいんじゃない、放っておいて」

　仲間である少女の姿を見て、どこか安あん堵どしたような笑顔を浮かべ──

「シャーネ、少しだけ……嬉うれしそうだしさ」





⇔






「シャーネにだけは、俺の本当の名前を教えておくよ。シャーネだけに預ける、俺の魂たましいの名前だ。それが──俺の誓ちかいだ」

　シャーネの姿を真剣な表情で見つめながら、まるで冗じよう談だんか喜き劇げき役者のような事を口にする赤あか毛げの男。

「クレア。……クレア・スタンフィールド」

　改めて自己紹しよう介かいしたことに少し照れながら、照れるついでにもう一つの事を尋たずねかけた。

「もし良かったら──友達からでもいい。俺を──好きになってくれないか？」

　シャーネは無言で目を逸そらすが──その頰ほおが……ほんの僅わずか、朱しゆ色いろに染まる。




　それが──シャーネの答えだった。

[image: ]







[image: 終章『語られる世界２』]






















大陸横おう断だん鉄道　一等客きやく室しつ




　パシリ、パシリ。

　乾いた音が、一等客室の中に響ひびき渡る。

　そのリズムに合わせるかのように、情報屋が淡たん々たんと結果を述べる。

「それから２年……グラハム一派はよくやったが、ジャグジー達と違い、大手のマフィアの管かん轄かつする地区で暴れすぎた彼らは、徐々に目をつけられていきました。そこに、渡りに船とばかりに、かつて関わりのあったルッソ・ファミリーから声を掛けられたというわけですなあ……」

　懐ふところに銃じゆうを忍ばせている副社長は、鋭く光る目を細めながら、実に落ち着いた態度で『商品』を『客』に受け渡していた。

　情報という形の無い商品を、ゆっくりと、相手の脳のう髄ずいに刻みつけるかのように。

「シカゴに向かう為ために彼らが乗った列車は、少々警備に問題がありましてね。ある地点を過ぎれば……一等客きやく室しつで強ごう盗とう事件が起こっても、駅に到着するまで気付かないという欠点が。景けい気きづけにと、彼らのボスは、敬けい愛あいする殺人鬼き、ラッド・ルッソの行動にあやかり──この列車を襲おそう事を考えるであろう……。しかも、一等客室の乗客が、世せ間けん的にも評判の悪い金持ちという噂うわさをどこかで聞いていたと思われます。まあ、本当にやる可能性は低いと思っておりましたが、念のためにと紙かみ鉄でつ砲ぽうを用意していたところで、廊下を走る音を聞いて確信を持ったということですよ」

　そんな副社長の隣となりでは、カメラマンの少女が握り合わせた手をカタカタと震わせていた。

　彼女には解わかっていた。目の前に座る男が、拳けん銃じゆう一いつ丁ちようでどうにかなる男ではないという事を。

　だが、その拳銃を操あやつるのは、先せん刻こく三人の乱らん入にゆう者を即そく座ざに叩たたきのめした副社長だ。どう転ぶか想そう像ぞうもつかない状況だが、どちらにせよ巻き込まれる自分の命は風ふう前ぜんの灯ともし火びだろう。

　副社長の話が終わった事を確認したキャロルは、恐る恐る向かいの椅い子すに座る作業着の男──グラハム・スペクターへと視線を向けた。

　隣に座る上じよう司しのような、鋭く射い抜ぬく目ではない。寝ぼけているかのように半分閉とじられたグラハムの瞳ひとみは、暗く暗く淀よどんでおり、全てを押しつぶすような気き味みの悪い重じゆう圧あつ感かんを持っていた。

　部屋の中に沈ちん黙もくが訪れるのと同時に、パシリ、という音が途と絶だえた。

　グラハムの動きが止まったのを確認すると、副社長はニヤリと笑いながら口を開く。

「……と、いう事で宜よろしいでしょうか？　お客様」

　挑ちよう発はつするかのような言葉を聞いて、それまで無む表情だった男の顔に劇げき的な変化が現れた。

「フフ、ハハ、ハハハハハ！　ああぁぁぁぁあああぁぁあ、理解した！　ああ、ああ、とてつもない程ほどに果てしなくすっきりしたよ！　やれやれ、最後の所だけを語ればいいものを、そんな一昨年おととしの事まで全部語かたられるとはな！　俺はどうやら、まんまと利用されたらしいな！　お前が、そこの小こ娘むすめに長なが話ばなしを聞かせる為ために！」

　しかし、彼は別べつ段だん怒っている様よう子すもなく、寧むしろ状況を楽しんでいるかのように。

「いいえ。サービスでございますよ、お客様。これからシカゴに向かうのでしたら、今しがたの話を思い出しておいた方が宜しいかと思いましてね」

「ハハ……ハハハ！　大したものだ、大したものすぎるな、今どきの情報屋という奴やつは！　どうしてそこまで細かい事が解る？　確かに俺は、これからシカゴで一ひと仕事する事になってる。確かに、ルッソ・ファミリーの幹部連れん中ちゆうも『不ふ死し者』とか『ヒューイ・なんとかレット』がどうこう抜かしてたよ！　不ふ老ろう不死ってのには未だに半はん信しん半はん疑ぎだけどなあ！」

　先せん刻こくまでの重おも苦くるしい方向に張りつめていた空気は何ど処こへやら、グラハムは笑い過ぎて血管が切れるのではないかと心配になるぐらい、明るい空気を部屋の中に張りつめさせていた。

「ともあれ、懐なつかしい話を聞いてテンションがあがったのは確か過ぎる程に確かだ。ああ、面白い、今日はなんて面白い日だ！　万ばん物ぶつを面白いと思える感情は神が人間に与えた最大の美点にして欠点だ！　ハッ！　最近用よう心じん棒ぼうに雇やとったってぇ牙だらけの赤目野郎とやらも、お前やジャグジー達と同じぐらい面白い奴やつだといいんだがな！」

　右手で無ぶ骨こつな工こう具ぐを実に軽快に回転させながら、男は鼻はな歌うた交じりに左手で冷めた紅茶を飲み干した。

「ヤバイな。美う味まい。紅茶の真の味は冷めた時にこそ引き出されるとはよく俺が勝かつ手てに言ったものだが、もしかしてそれを見み越こしてあの長なが話ばなしをしてくれたのか？　まあいいや。じゃあ、約束通りお前らは見み逃のがしてやる。というか、もう強ごう盗とうって気分でもなくなってきたけどな」

　立ち上がって部屋を後にしようとするグラハムに、副社長も冷めた紅茶を啜すすりながら蛇だ足そくの言葉を付け加える。

「ほほう……、では、紅茶を褒ほめていただいた御お礼れいに、一つ情報をサービスしておきましょう。通路に出て一つ運転席側がわに進んだ一等客きやく室しつに、チョビ髭ひげを生はやした太った男がいるのですが……彼は、人に自分の財力を誇こ示じする為ために、常に大量の現金と宝石を持ち歩いているそうですよ。そして、貴方あなた達が聞いた『評判が悪い金持ち』というのは恐らくその男でしょう。まあ、この情報をどう活用するかは、お客様次し第だいでございますがね」

　副社長の言葉に、男は一いつ瞬しゆん眉まゆを顰ひそめたが──すぐに笑顔を取り戻すと、廊下へと続く扉とびらを勢いよく開け放った。

「ふん……ただで貰もらった情報だ。信用できるとも思えないが……とりあえず、確かめてみるとしようか。さあ、お前らそろそろ起きろ！　話の途と中ちゆうから目ぇ醒さめてたってのはバレバレだぞ？」

　グラハムの言葉に、入口付ふ近きんで倒れていた男達が、微び妙みような表情を浮かべながらむくりむくりと起きあがる。

　その中でも最初に立ち上がった男が、後こう頭とう部ぶをさすりながら、

「ま、まだやるんすか、もう止めましょうよ」

　と、社会的に非常に正しい泣き言を吐き出した。

　だが、目の前の作業着の男の脳のう味み噌そは、社会性云うん々ぬん以前の問題だった。

「ＯＫ。大だい丈じよう夫ぶだ、俺はまだ怪け我がしてない」

「酷ひどい理り屈くつっすよまったく！　あ、すいません情報屋さんとやら。俺にも紅茶一いつ杯ぱい下さい」

「お前も相当図ずう々ずうしいな!?　まあいいや、すぐに来いよ」

　身み勝がつ手て極まり無い会話を終えると、グラハムは残る二人の仲間を引き連れて廊下へと出て行ってしまった。

　残されたチンピラの一人は、自分で紅茶を注つぎながら、やけにニコやかな笑顔を副社長へと向けていた。

　──さっき思い切り頭を打ち付けられて、少しおかしくなったのだろうか？

　副社長に対して恐れも憎にくしみも抱いていない様よう子すの不ふ良りよう青年を見て、キャロルはそんな事を考えていたのだが──

「いや、申もうし訳わけありません。まさかギュスターヴさんが乗ってるとは思わなかったもので」

　口く調ちようが先せん刻こくとガラリと変わり、カップを片手に持ったまま恭うやうやしい態度で頭を下げる。

　──へ？

　突とつ然ぜん副社長の事を名前で呼んだ不ふ良りように対し、当の本人は少し眉まゆ根ねを寄せて言葉を返す。

「おや……君は……シャム君か。驚いたな。こんな所にまでいるとは」

「いやあ、ヒューイ様には内ない緒しよですよ」

「……とうとう自分の意志で行動範はん囲いを広げ始めたのかね？　我々への情報提供という副業といい……君は、ヒューイ・ラフォレットや『ネブラ』すらも手て玉だまに取るつもりか？」

「いいえ、ヒューイ様には感謝してますし尊そん敬けいもしてますから……ただ、こっちも自由を満まん喫きつしたいだけですよ。個人的に好きな人間はヒューイ様だけではありませんから」

　──ヒューイ？　ヒューイって、さっきの話にも出てた……あのテロリストの？

　混乱するキャロルを余よ所そに、シャムと呼ばれた不良が笑顔のままで言葉を続ける。

「グラハムさんは……おっかない人ですけど、面白い人ですよ。いや本当に恐いし、レンチで腹はら殴なぐられるとマジできついんですけど……。まあ、あの人風ふうに言うなら『良くも悪い人』って感じです」

[image: ]

　そこまで話した所で、廊下から『終わったからずらかるぞ！』というグラハムの声が聞こえ、シャムは慌あわてて紅茶を飲み干した。

「仕事も早い人ですしね。……と、それじゃあ、くれぐれも……我々が情報提てい供きようしてる事、ヒューイ様にも内ない密みつにお願い致しますよ！」

　言うが早いか、廊下の扉とびらを開けて外を走る人ひと影かげ達と合流し──来たときと同じような足音を響ひびかせて、列車の後部へと遠ざかって行く。

　キャロルは一連の会話に沈ちん黙もくする事しかできず、一等客きやく室しつの中には、まるで最初から何事も無かったかのような静せい寂じやくだけが残された。







「……混乱したか？　まあ、新たな情報に触れるというのは、少なからず混乱を伴うものだ。彼の事を詳しく知るのは……もう少し情報に慣れてからの方が良さそうだな」

　嵐あらしが去った。

　キャロルにとっての、謎なぞと恐怖の嵐が。

　この場で起こった事を自分の中で整理しようとするが、思い返せば思い返す程ほど、頭の中は混乱するばかりだった。

　そんな彼女を見かねたのか、副社長が新しく入れた紅茶を一口啜すすり、問いかける。

「何か聞きたい事があれば、言ってみたまえ」

「え？」

　唐とう突とつに話を振られたが、聞きたい事が多すぎて逆に混乱してしまう。

　何な故ぜかせかされているような錯さつ覚かくに陥おちいった彼女は、質問というよりも、自分の感情に任せた言葉を紡つむいでしまう。

「い、いいんですか、犯はん罪ざいを教きよう唆さするような真ま似ねして!?」

「隣となりの部屋にいるターナーという男はな、昔、私から『そんな話が信用できるか』と言って情報料りようを踏み倒し、なおかつその情報を抜ぬけ目め無く利用してぼろ儲もうけした事がある。だからこれは非ひ合法ではあるが正当な報ほう復ふくであり、まあ、その……いい気味だ」

「うわ、すごい職しよつ権けん乱らん用よう!?」

「さ、他に何か聞きたい事は無いかね？」

　隣の部屋から下げ卑びた男の悲鳴が響ひびいてきたが、副社長はそれとキャロルのツッコミを同時に無視しながら、話題を変えるように次なる質問を促うながした。

「ええと……じゃあ、あのグラハムって人が怒ってたら、副社長……勝てました？」

　あのシャムという男は何者なのか、ヒューイとは、不ふ死し者とは何者なのか。聞くべき事はいくらでもあったが、やはり論ろん理り的な問いよりも先に、感情に根付いた質問が口に出てしまう。

　対する副社長は、極めて冷静に先せん刻こくの状況を分ぶん析せきする。

「本気で彼が襲おそってきたならば、私はともかく、君は確実に死んでいただろうな。そもそも私は頭ず脳のう労働担たん当とうなのだからね。荒あら事ごとは優ゆう秀しゆうな部ぶ下か達に任せる事にしているよ」

「……そこは、噓うそでも『自分の命に代えても君は護まもろう』って言ってくださいよう」

「最初に客きやつ観かん的な事実を把は握あくするのが情報屋の仕事だ。幻げん想そうを抱くのはその後でゆっくりやるといい。……ふむ。では落ち着いたので幻想に浸ひたるとしよう。大事な社員である君を護る為ために、私は自らの命を投げ出すだろう。おそらく」

「ああああ、もうどこから突っ込んでいいのか！」

　もはやまじめに質問する気も失せ、虹にじでも見ようと窓の外に目を向けるキャロル。その景け色しきから虹が消え、遠くに高層ビルの立ち並ぶ町並みが見えたのを確認すると、彼女の中に新しい疑問が湧わき上がる。

「……これから、シカゴで何が起こるんですか？」

「さあな。我われ々われ情報屋は、未来の結果までは入にゆう手しゆできない。ただ──考えて、推測するだけだ」

　強ごう盗とうの乱らん入にゆう前まえに話していた事の続きを口にしながら、副社長も静かに近づいてくるビルの群に目を向けた。

「一いち番ばん確実なのは、自分の目で確かめる事だろう。それが我々の仕事だ」

「……はい」

「君の目、君のカメラ、君の腕うで前まえ。どれも頼りにしているよ」

「──はいッ！」

　つい先せん刻こくまで、強盗達に怯おびえきっていた彼女は何ど処こへやら。

　幼さの残る少女の声は、窓を抜け、澄すみ渡る青空へと高々と響ひびき渡った。




　１９３４年。禁きん酒しゆ法ほうが終わったその翌よく年ねん。

　社会が新しい時代へと歩み始めたアメリカの空の下、列車は今日も巨大な都市へと突き進む。




　次なる事件の舞台──シカゴか、あるいは更さらにその向こう──アルカトラズ刑けい務む所しよの存在する、サンフランシスコへと向かって。




　彼らは果たして事件の傍ぼう観かん者しやとなるのか、あるいは当とう事じ者となるのか──

　その運命を知る者は無く、ただ列車の振動音おんだけがガタガタと空に響き渡る。

　一定のリズムを持って響くその歪いびつな音は、まるで彼女の運命の音を刻むかのように。

　ガタガタ、ガタガタ、ガタガタと────








ＴＯ　ＢＥ　ＢＡＣＣＡＮＯ１９３４！















余よ章しよう＆ターミナル『繫つながりゆく世界』







１９３２年１月１日　ＮＹ某ぼう所しよ




「やってくれたなこの糞くそ野や郎ろう！」

　取とり調しらべ室しつのドアを蹴けりあけ、顔を憤ふん怒ぬに染そめたヴィクターが入ってきた。

「どうしました？」

「どうしました、じゃねえ！　ありゃあお前の仕し業わざだろうが！」

「あれとは？」

　本気で不ふ思し議ぎそうな顔をするヒューイに、ヴィクターはこめかみをひくつかせながら叫ぶ。

「あのフライング・プッシーフットに乗ってたターナーとかいう髭ひげブタ野郎が、今日、捜そう査さ局きよくに抗議に来やがッたんだよ！　あの列車の上で、俺に詐欺にあったっつってな！」





⇔






一時間前まえ




「だから、ヴィクター・タルボットという男の詳しよう細さいを教えろというのだよ君ぃ！　偉い大だいなる市民たるわしの要求に応えるのが、君ら公こう僕ぼくの義務だろう！」

　ツバを飛ばしながら喚わめくのは、でっぷりと太った口くち髭ひげの男だ。体中をブランド物で固めており、服を着ているというよりも服に着られているといった印いん象しよう丸まる出だしの男だ。

　応おう対たいする男は、冷静に相手の意見を整理しようと試みる。

「まあ、落ちついて下さい。その、ヴィクター・タルボットが一体貴方あなたに何をしたのですか？」

「あのフライング・プッシーフットで、わしはあのコックどもに食堂車を追い出されたのだよ！　その時のわしの不安につけこんで、あの男は……元もと捜そう査さ局きよく員いんのヴィクターとかいう男は、わしから宝石と金きん品ぴんをだまし取ったのだよ！　わしを護まもるだなどと言って、わしからボディーガード料だけ取っておいて、結局奴やつがしたことは、わしに落ちてるショットガンを一いつ丁ちよう渡してきただけではないか！　くそ！　どういう教育をしているのかね！」

「……その元捜査局員のヴィクター・タルボットの顔は覚えていますか？」

「連れてくれば解わかる！　実際いたのだろう！　ちゃんと調べたから誤ご魔ま化かしはきかんぞ！」

　力強く叫ぶ髭ひげ豚ぶたに、応対する捜査局員は溜ため息いき混まじりに言葉を返す。

「はあ……というか、もう連れてきているんですがね」

「ぬ？」

「初めまして。ヴィクター・タルボットです」

「なッ……!?」

「では、その偽にせヴィクター・タルボットがどんな外見をしていたのか、ゆっくりとお聞かせ願いましょうか」





⇔






「結局顔かおはよく覚えてないとかぬかしやがったから、丁てい寧ねいに丁寧にお見送りしてやったよ！　あんなゲスにもいい顔しなきゃならねえ俺の気持ちが解るか？　ああ？」

　顚てん末まつを語り終えたヴィクターは、ヒューイに対してそれまでため込んでいた怒りをこれでもかとぶちまける。

「お前、さては『幽霊レムレース』以外にもあの列車に手て駒ごまを潜もぐり込ませてやがったな！　そして俺の名前を使って俺を貶おとしめようとした……そうだろう！　でなきゃ、いちいち俺の名前を出す理由がねえ！」

「被ひ害がい妄もう想そうと謙けん遜そんですよ。私は貴方あなたを警けい戒かいしていますから、陥おとしいれるつもりならもっと徹底的に、尚なおかつ容よう赦しやなくやります。爆ばく弾だんを仕掛けるぐらいの事は最低でもしますよ？」

「なッ……」

　賞しよう賛さんされているのか馬鹿にされているのか解わからぬ言葉を『挑ちよう発はつ』と受け取り、ワナワナと拳こぶしを震ふるわせるヴィクター。

　そんな彼の前で、暫しばし考え込み──

「２年前、ドイツで脳のう波は計けいというものが作られたのを知っていますか？」

「あん？」

　突然、全く無関係な話を切り出すヒューイ。

　通常なら怒っても良い所だが、ヴィクターは脳波計という単語に興きよう味みをそそられたのか、思わず言葉の続きを許してしまう。

「人間の頭ず蓋がいの中の波は長ちようを覗のぞき見る、面白いコンセプトの医い療りよう用具ですよ。人の心や思し考こう、夢といったものまでが、脳のう内ないの電気信しん号ごうのやりとりに過ぎないかもしれない……そういう事が解ってきています。そんな事実はともかく、文明の進化の速度は実に面白い。とうとう人間の心や魂たましいまでも分析できる時代になってきたのですからね。そう思いませんか、ヴィクター」

「何が言いたい」

「そこまで人間は自分達の事を理解し始めているのに、本ほん質しつ自体はなかなか進歩しないものですねえ。人間の寿じゆ命みようは長くも短い。社会という長い年月の積み重ねを受け入れ、学習するには時間が足りないのかもしれない。昔はそう思っていましたよ」

「？」

　疑問符ふを浮かべるヴィクターを煙けむに巻くように、ヒューイは淡たん々たんと己おのれの考えを口する。

「人間が全て不ふ死し者になれば、生物としての進化は止まりますが、精神は進化するものなのか……そんな事を考えた時期もありましたが……３００年程てい度どでは、人の悪意や捻ひねくれた性格は治るものではないようです」

「ああ、全くその通りだな！　手前てめえを見てるとそれがよお───────く解るぜ！　糞くそギャングになっちまったマイザーはまだ説得できるかもしれねえが、多分手前の捻くれた悪意はあと１０００年経たっても治らないだろうな！　大体、お前といいエルマーといい────」

　その後もクドクドと愚ぐ痴ちを喚わめき続けるヴィクターを前に、ヒューイは一人考え込む。




　──いちいち不死者の名前を偽ぎ名めいに使うとは。

　──そんな『遊び』をするのは……奴やつぐらいだろうな。

　──奴は、一いつ片ぺんたりとも変わってはないし、今後も変わる事は無いだろう。




　──そう、奴やつは変わらない。

　──……奴がモニカを殺したあの時から、永遠にな……。





⇔






数日後ご　ＮＹ　セントラルパーク




　ジャグジーがグラハム達と会合し、シャーネとクレアが再会した、彼らにとっては記念すべき日から２日後。

　一人の男が、公園のベンチに腰こし掛かけながら新聞記事に目を通している。

　デイリー・デイズという、ＮＹの中では弱じやく小しようの部ぶ類るいに入る新聞社のものだ。




『自殺か!?　他殺か!?　役者志し望ぼうの男、アパートから謎なぞの転てん落らく死し！』




　新聞の片かた隅すみに書かれたそんな記事を読みつつ、その男は独ひとり言ごとを呟つぶやいた。

「やれやれ、完全に自殺に見せかけたつもりなのに、こういう三さん流りゆう新聞ってのは無む駄だに事件を煽あおり立ててくれるから困る」

　溜ため息いきを吐きながら呟く男は──

　極めて自然な振る舞いで、完全に公園の背景の一部と化していた。

　だが、その口から紡つむがれる言葉は、日常の空気とは遠くかけ離れている。

「日を改めてでも、川に沈めていれば良かったかな」

　そんな事を呟きながら、男は新聞を丁てい寧ねいに閉じ、ベンチから徐おもむろに立ち上がる。

「まあいいさ。ＮＹには多くの玩具おもちやがある事もわかったしね」

　誰も周囲にいないのだが、自分自身に言い聞かせるように独ひとり言ごとを紡つむぐ男。

　彼の前まえ髪がみは完全に両目に覆おおい被かぶさっており、表情は口元から読み取れても、決してその裏側を他人には覗のぞかせない。

「アパムって言ったかな。あの子の不死者に対するスタンスはちょっと面白いかな」




「彼とチェスを遊ばせたら、少し面白い事になるかもしれないねえ」





⇔






同日　フレッドの病院




「────ュッ！」




　アパムの盛せい大だいなクシャミに、治ち療りよう費ひを受け取っていたフーが問いかける。

「なんだよ、風か邪ぜか？　診しん察さつ室しつに引き返して、先生に診みて貰もらうか？」

「いや、鼻がむずむずしただけだ。それに、もうクシャミが腕の疵きずに響ひびかなくなってきたよ。おたくの先生は名めい医いだな」

「ああ、そうだな。フレッドの旦だん那なは麻ま薬やく中ちゆう毒どく者しやから殺し屋まで、余よ所その医者には面つら出だせないような連れん中ちゆうばっか引き受けるからな。あんたもその口なんじゃないか？」

「……かもな」

　無む表情で呟つぶやくアパムに、フーは首を傾かしげながら呟いた。

「それにしても……あんた、どっかで会ったことないか？」

「さあな、よくある面つらだろ」

　自じ虐ぎやく的に呟いた後、アパムは眼がん前ぜんの男をからかうように、一言だけ付け加えた。




「お互いにな」





⇔






　アパムが出て行った数分後ご、入れ替わるように一人の男が入ってきた。

「やあ、フレッドさん居る？」

「ああ、あんたか」

　ニコニコと笑う男に対し、フーは相手の望む結果だけを先に言葉にしてしまう。

「俺も旦だん那なと一緒にカルテとか取とり引ひき先さきとか調べたけどなあ。やっぱりセラードとかいう爺じいさんにゃ心当たりがないっぽいぜ」

「ありゃ、そうなの？　残念だなあ。フレッドさんなら顔が広いからもしかして、って思ったんだけど」

「大体、名前と年とし格かつ好こうぐらいの手がかりしかないのを探そうなんて、警察でも厄やつ介かいだろうに……何が目的か知らねえけどよ、何年かかるか解わからないぜ？」

　呆あきれ半分、感かん心しん半分といった言葉に、相手の男はヘラリと笑いながら答える。

「ああ、何十年、何百年って掛かっても探すつもりさ」

「何百年ってお前」

　ジョークにすらなってないと苦く笑しようするフーに対し、笑顔の男はそれこそ冗じよう談だんのように肩を竦すくめながら呟つぶやいた。

「運のいい事に、時間だけはあるんだよ」




「他には何もないけどね」





⇔






セントラルパーク




　──さて、そうとなれば、暫しばらくこの町を離れるとしようか。

　男は新聞をゴミ箱に捨て、そのままゆっくりと歩み始める。

　──ここに居たら、いつまたあの笑顔中毒者スマイルジヤンキーの変へん態たいに出くわすか解わからない。

　──なら、僕は準備に徹てつするのがいい。

　──準備が入にゆう念ねんなほど、祭りは楽しくなる。

　──そう……パレードは、派は手でな方がいいからねえ。

　──ヒューイの奴やつが出所でてくるまで、大人おとなしく牙きばを磨みがくとするか。

　──美お味いしい肉を嚙かみ千ち切ぎるチャンスを逃さないようにね。

　それまで心の中にしまっていた呟きが、愉ゆ楽らくに耐えきれなくなったのか、最後にはついに言葉となって口の中から漏れ出した。




「料理の皿に誰を載せるか……それは、祭りが始まってから考えるとしよう」




　その言葉は、誰にも聞かれる事は無く、ＮＹという町の中に消えていく。

　ただ、どうしよもない悪意だけを空気の中に滲にじませながら。







　時代は、遥はるか過去から現在へと繫つながれようとしていた。

　全ての時代を生きる不ふ死し者しや達と──

　それぞれの時代を生きる人間達が刻みつけた、数々の歴史に導かれて。
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成なり田た良りょう悟ご

画像は某大怪球とか某バックベアードとか某三重県代表の妖怪とかそういうもののコスプレをする著者。デビューしてからもう５年以上経つのに、著者近影に大人っぽさがまるで滲み出てこない。３秒ほど悩むも、思考停止してゲームに興じる埼玉出身の28歳。
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イラスト／エナミカツミ

広島県出身の東京在住。映画好きなので、キャラ起こしも自分の記憶にある俳優に照らし合わせて描くことがポイントらしい。多彩な画風で様々なキャラデザをこなす実力派。
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